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史
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
九
月
・
十
月
・
十
一
月
（
本
文
）
及
び
翌
五
年

一
月
（
補
遺
）
と
十
二
月
（
追
記
）
発
行
の
『
鄕
土
硏
究
』
初
出
で
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月

に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。 

 

但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社

「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年
刊
で
新
字
新
仮
名
）

を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

疑
問
箇
所
は
所
持
す
る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
３
」
の
「
南
方
随
筆
」
（
新
字
新
仮
名
）
で
校
合
し

た
。
同
選
集
は
本
篇
の
初
出
の
誤
り
が
補
正
し
て
あ
り
、
し
か
も
原
文
は
な
く
、
元
版
全
集
編
者
に
よ
る

読
み
下
し
文
と
な
っ
て
い
る
（
し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
仮
名
遣
の
気
持
ち
の
悪
い
代
物
で
あ
り
、
無
論
、

漢
字
は
新
字
体
で
あ
る
）。
今
ま
で
も
そ
う
し
て
き
た
が
、
底
本
の
原
文
通
り
、
ま
ず
、
白
文
で
示
し
、
そ

の
後
に
《 

》
で
推
定
さ
れ
る
訓
読
文
を
添
え
た
（
そ
こ
で
は
大
い
に
ル
ビ
を
振
っ
た
）
。
但
し
、
私
は
可

能
な
限
り
、
引
用
原
本
を
確
認
出
来
る
も
の
は
、
そ
れ
で
確
認
し
て
誤
り
と
判
断
し
得
た
も
の
は
訂
し
、

「
選
集
」
の
み
が
拠
り
所
と
な
る
場
合
で
も
、
無
批
判
の
受
け
入
れ
ず
、
読
み
も
私
の
我
流
で
訓
読
し
直
し

て
あ
る
。
そ
う
し
た
部
分
は
、
実
は
甚
だ
し
く
多
く
あ
る
か
ら
、
五
月
蠅
く
な
る
ば
か
り
な
の
で
、
通
常
、

そ
の
底
本
の
誤
り
は
、
原
則
、
注
記
し
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
南
方
熊
楠
本
人
の
使
用
語
・
表
現
も
か
な
り
難
読
で
、
仏
語
に
到
っ
て
は
私
も
見
た
こ
と
が

な
い
漢
語
も
か
な
り
多
い
。
さ
れ
ば
、
今
ま
で
の
よ
う
に
注
で
示
し
た
の
で
は
、
読
み
難
く
な
る
ば
か
り

か
、
只
管
に
煩
瑣
と
な
る
だ
け
で
、
百
害
一
利
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
全
篇
を
通
じ
て
、
読

み
が
難
読
で
あ
っ
た
り
、
振
れ
そ
う
な
も
の
は
、
私
の
推
定
で
歴
史
的
仮
名
遣
で
（ 

）
で
括
弧
し
て
ル
ビ

化
し
た
。
但
し
、
ブ
ロ
グ
版
（
カ
テ
ゴ
リ
「
南
方
熊
楠
」
で
三
分
割
）
で
は
や
た
ら
に
附
し
た
が
、
こ
ち
ら

で
は
、
禁
欲
的
に
削
っ
た
。
若
し
、
読
み
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
ち
ら
に
読

み
を
振
っ
て
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
本
篇
は
流
石
に
熊
楠
も
底
本
編
者
も
考
え
た
ら
し
く
、
ル
ビ

が
そ
れ
で
も
振
ら
れ
て
い
る
割
合
が
本
書
中
の
多
篇
に
比
し
て
も
、
有
意
に
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
は
区

別
し
て
、
実
際
の
ル
ビ
で
指
す
。 

 

さ
ら
に
、
熊
楠
の
文
は
思
う
と
こ
ろ
自
在
無
礙
で
、
一
つ
の
段
落
が
異
様
に
長
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
注

を
附
し
て
も
甚
だ
読
み
難
い
も
の
と
な
る
た
め
、
「
選
集
」
を
参
考
に
段
落
を
細
か
く
入
れ
、
そ
こ
に
注
を

挟
ん
だ
。
注
の
後
は
一
行
空
け
た
。
な
お
、
私
が
十
全
に
知
っ
て
い
る
も
の
や
、
そ
の
反
対
に
、
私
に
出

来
た
と
し
て
も
生
没
年
ぐ
ら
い
し
か
附
せ
な
い
人
物
や
、
よ
く
判
ら
な
い
書
名
で
本
文
内
で
重
要
対
象
と

認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
も
の
に
は
注
を
附
さ
な
か
っ
た
。
悪
し
か
ら
ず
。
二
〇
二
二
年
四
月
十
六
公

開
。］ 

   

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/104
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html


   
 

 
 

 

龍 

燈 

に 

就 

て 
  

 
 

 
 

 
 

一 
  

尾
芝
君
の

龍

燈

松

（
り
ゆ
う
と
う
の
ま
つ
）

傳
說
に
、
「
龍
燈
と
云
ふ
漢
語
は
、
も
と
水
邊
の
怪
火
を
意
味
し
て
居
る
。
日
本

で
な
ら
ば
筑
紫
の
不
知
火
、
河
内
の

姥
（
う
ば
）

が
火
等
に
該
當
す
る
」
と
あ
る
が
（
鄕
硏
究
三
卷
四
號
二
〇
六

頁
）
、
果
た
し
て
左
樣
な
意
味
の
龍
燈
て
ふ
漢
語
あ
り
や
。
類
聚
名
物
考
卷
三
三
八
に
、「
龍
燈
の
事
古
書

に
も
和
漢
共
に
見
當
た
ら
ず
、
似
た
る
事
は
あ
り
。
中
山
傳
信
錄
に
天
妃
靈
應
記
の
事
を
い
ふ
内
に
、
康

煕
四
年
、
昇
化
於
湄
州
嶼
、
時
顯
靈
應
、
或
示
夢
、
或
示
神
燈
、
漁
舟
獲
庇
無
數
。
《
康
煕
四
年
、

湄
州
嶼

び

し

う
し

よ

に
昇
化
す
。
時
に
靈
應
を
顯
は
す
。
或
い
は
夢
に
示
し
、
或
い
は
神
燈
に
示
す
。
漁ぎ

よ

舟し
ふ

の
庇ま

も

り
を

獲う

る
こ
と
、
無
數
な
り
。》
。
光
武
、
暗
夜
火
光
を
見
、
皇
朝
不
知
火
の
類
も
似
た
れ
ど
も
、
龍
燈
の
名
は

曾
て
見
え
ず
」
と
あ
る
が
是
も
間
違
で
、
佩
文
韻
府
二
五
を
見
る
と
、
夏
竦
上
元
應
制
詩
、
寶
坊
月
皎
龍

燈
淡
、
紫
館
、
風
微
鶴
平
焰
《
夏
竦

か
し
よ
う

が
「
上
元
應
制
」
の
詩
に
「
寶
坊 

月 

皎か
う

に
し
て 

龍
燈 

淡
し 

／ 

紫
館 

風 

微
か
に
し
て 

鶴
焰 

平
ら
か
な
り
」
。》
と
有
る
。
其
全
詩
を
知
ら
ぬ
か
ら
何
の
事
か

判
ら
ぬ
が
、
兎
に
角
古
書
に
龍
燈
の
字
が
無
い
と
言
は
れ
ぬ
。
又
佛
名
經
や
諸
佛
世
尊
如
來
菩
薩
尊
者

名

稱

歌

曲

（
み
や
う
し
や
う
か
ご
く
）

な
ど
に
も
龍
燈
の
字
が
有
つ
た
と
記
憶
す
る
が
、
今
座
右
に
無
い
か
ら
仕
方
が
無
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
○
」。 

「
龍
燈
」「
龍
燈
松
伝
說
」「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

橋
立
龍
」
の
私
の
注
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
尾
芝
君
」
ブ
ロ
グ
公
開
当
初
、
「
不
詳
」
と
の
み
注
し
て
い
た
が
、
長
年
、
私
の
記
事
を
丹
念
に
読
ま

れ
、
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
る
T
氏
か
ら
ブ
ロ
グ
で
の
公
開
後
、
メ
ー
ル
を
頂
戴
し
、『
「
尾
芝
君
」
は
尾

芝
古
樟
で
、
柳
田
國
男
が
『
郷
土
研
究
』
発
行
時
代
に
使
っ
た
変
名
で
す
。
柳
田
の
『
故
郷
七
十
年
』
項

目
「
匿
名
の
こ
と
」
に
尾
芝
古
樟
を
含
め
色
々
な
変
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。』
と
あ
っ
て
、
「
青
空
文
庫
」

の
「
故
郷
七
十
年
」
（
同
作
品
は
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
神
戸
新
聞
社
が
翌
年
の
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
兵
庫
県
出
身
で
当
時
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
柳
田
國
男
に
回
顧
談
を
求
め
、
柳
田

は
こ
れ
を
快
諾
し
、
全
二
十
五
回
に
亙
っ
て
聞
き
書
き
が
行
わ
れ
、
二
百
回
に
亙
る
連
載
記
事
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
聞
き
書
き
で
あ
る
か
ら
か
、
「
ち
く
ま
文
庫
」
版
全
集
に
は
載
ら
な
い
（
そ
の

後
の
一
九
九
七
年
刊
の
新
し
い
「
柳
田
國
男
全
集
」
第
二
十
一
巻
に
載
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
を
紹
介

し
て
下
さ
っ
た
（
こ
ち
ら
）
。
そ
の
「
匿
名
の
こ
と
」
の
章
で
、
柳
田
は
『
私
の
匿
名
の
一
つ
に
尾
芝

古
樟

こ
し
ょ
う

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
北
条
の
母
』
（
柳
田
國
男
の
実
母
）
『
の
実
家
の
姓
と
、
同
家
に
あ
っ
た

古
い
樟く

す

の
老
樹
に
あ
や
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
思
え
ば
私
に
は
こ
う
し
た
匿
名
が
二
十
近
く
も
あ
る
。
』

と
述
べ
て
い
た
。
私
は
こ
の
「
青
空
文
庫
」
の
記
事
は
数
年
前
に
発
見
し
た
も
の
の
、
全
篇
を
読
ん
で
は

い
な
か
っ
た
た
め
、
気
づ
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
T
氏
は
『
熊
楠
が 

「
尾
芝
君
の…

…

」
で
引
用
し
て
い

る
文
章
は 

『
神
樹
篇
』
の
龍
燈
松
傳
説
（
大
正
四
年
六
月
、
鄕
土
研
究
三
卷
四
號
）
で
す
』
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
同
評
論
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
実
業
之
日
本
社
版
「
柳
田
國
男
先
生

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-30cd-1.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/001566/files/55742_65234.html


著
作
集
」
中
に
正
規
表
現
の
も
の
を
発
見
し
た
の
で
、
急
遽
、
電
子
化
し
、
こ
ち
ら
に
公
開
し
た
。
T
氏

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
熊
楠
は
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
本
論
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
し

て
、
そ
ち
ら
を
ま
ず
読
ま
れ
た
い
。 

「
不
知
火
」「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

不
知
火
」
を
参
照
。 

「
姥
が
火
」
「
古
今
百
物
語
評
判
卷
之
四 

第
九 

舟
幽
靈
附
丹
波
の
姥
が
火
、
津
國
仁
光
坊
事
」
の
本

文
及
び
私
の
注
（
及
び
そ
こ
に
リ
ン
ク
し
た
私
の
過
去
の
別
記
事
）
を
参
照
。 

「
類
聚
名
物
考
」
は
江
戸
中
期
の
類
書
（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一

巻
）
。
幕
臣
で
儒
者
で
あ
っ
た
山
岡
浚ま

つ

明あ
け

（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：

号
は
明
阿
。
賀
茂
真
淵
門
下
の
国
学
者
で
、「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖せ

き

婦
人
伝
」
を
書
き
、
「
逸
著

聞
集
」
を
著
わ
し
て
い
る
）
著
。
成
立
年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け

て
全
七
冊
の
活
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊

本
を
視
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
発
見
し
た
（
巻
三
百
三
十
八
の
「
雜
部
十
三
」
の
「
靈
鬼 

妖
怪
」
の

内
の
「
龍
燈
」
の
一
節
で
あ
る
。
引
用
部
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
の
で
、
見
ら
れ
た
い
。
「
筑
紫
の
不
知

火
」
を
熊
楠
が
出
し
た
の
も
、
こ
こ
を
見
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
末
尾
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
中
山
傳
信
錄
」
清
の
徐
葆
光

じ

ょ

ほ
こ

う

が
一
七
二
一
年
に
著
し
た
琉
球
地
誌
。
全
六
巻
。
早
稲
田
大
学
図
書
館

「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
の
第
一
巻
の
こ
こ
（P

D
F

一
括
版
）
の3

7

コ
マ
目
以
下
に
琉
球

へ
渡
る
経
路
を
語
る
文
脈
の
中
で
「
天
妃
靈
應
記
」
が
載
る
（
前
の
コ
マ
に
天
妃
の
絵
が
載
る
）
。
訓
点

附
き
な
の
で
読
み
易
い
。 

「
康
煕
四
年
」
清
代
。
一
六
六
五
年
。 

「
湄
州
嶼
」
現
在
の
福
建
省
莆
田
市
湄
州
島
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。 

「
光
武
」
後
漢
王
朝
の
初
代
皇
帝
光
武
帝
劉
秀
（
紀
元
前
六
年
～
紀
元
後
五
七
年
）。 

「
佩
文
韻
府
」
清
代
の
蔡
升
元
ら
が
康
熙
帝
の
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
韻
書
。
百
六
巻
。
補
遺
で
あ
る
汪

灝
ら
撰
の
「
韻
府
拾
遺
」
百
六
巻
と
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
。
前
者
が
一
七
一
一
年
に
、
後
者
が
一
七
二

〇
年
に
成
っ
た
。
内
容
は
経
・
史
・
子
・
集
の
四
部
の
書
物
か
ら
、
二
字
か
ら
四
字
の
語
彙
を
集
め
て
、

末
尾
の
字
の
韻
母
に
よ
っ
て
平
水
韻
の
百
六
韻
に
分
類
排
列
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
語
彙
の
出
典
を
注
記
し

た
も
の
。「
佩
文
」
と
は
康
熙
帝
の
書
斎
名
。 

「
佛
名
經
」
元
魏
の
菩
提
流
支
訳
。
全
十
二
巻
。
懺
悔
滅
罪
の
た
め
に
三
世
十
方
の
諸
仏
の
名
号
を
受
持

す
る
こ
と
を
説
く
。
但
し
他
に
も
「
仏
名
経
」
と
題
す
る
経
典
は
多
い
の
で
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
不
詳
。 

「
諸
佛
世
尊
如
來
菩
薩
尊
者
名
稱
歌
曲
」
明
代
の
一
四
一
七
年
序
の
あ
る
「
大
蔵
経
」
に
所
収
さ
れ
る
仏

典
の
一
つ
。］ 

  

五
雜
俎
九
に
、
「
又
云
龍
火
與
人
火
相
反
、
得
濕
則
燄
、
得
水
則
燔
、
惟
以
火
投
之
則
反
熄
、
此
亦
不

知
其
信
否
也
」《
又
、
云
は
く
、
「
龍
火
、
人
火
と
相
ひ
反
し
、
濕
を
得
れ
ば
、
則
ち
、
燄も

え
、
水
を
得
れ

ば
、
則
ち
、
燔や

く
。
惟た

だ

、
火
を
以
つ
て
、
之
れ
に
投
ず
れ
ば
、
則
ち
、
反か

へ

つ
て
熄き

ゆ
。
」
と
。
此
れ
、
又
、

其
の
信

ま
こ
と

か
否
か
を
知
ら
ず
。
》。
こ
の
龍
火
（
龍
燈
と
言
は
ず
）
は
水
邊
の
怪
火
ら
し
い
が
、
本
草
網
目
に

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-5eca4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-4323.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-c489.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869577/398
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869577/399
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_c0123/bunko08_c0123_0001/bunko08_c0123_0001.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_c0123/bunko08_c0123_0001/bunko08_c0123_0001.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E6%B9%84%E6%B4%B2%E5%B3%B6/@25.3457577,118.6564778,7.5z/data=!4m5!3m4!1s0x346ae94ea375d48b:0x28dccc3e7bdfc03e!8m2!3d25.086997!4d119.132693


火
を
分
類
し
て
天
火
四
、
人
火
三
、
地
火
五
、
共
に
十
二
と
す
。
天
火
四
と
は
太
陽
の
眞
火
星
精
の
飛
火
、

此
の
二
つ
が
天
の
陽
火
で
、
龍
火
と
雷
火
、
此
の
二
つ
が
天
の
陰
火
と
有
つ
て
、
龍
火
を
天
の
も
の
と
し

居
る
か
ら
考
ふ
る
と
、
本
草
に
所
謂
龍
火
は
水
邊
の
怪
火
よ
り
も
、
主
と
し
て
高
く
空
中
に
現
ず
る
歐
洲

で
所
謂
エ
ル
モ
尊
者
の
火
や
日
本
で
呼
ぶ
龍
燈
を
指
し
た
ら
し
く
、

乃
（
す
な
は
）

ち
水
濕
の
地
の
燐
一
名
鬼
火
と

別
（
わ
か
ち
）

て
、
高
空
中
の
怪
火
を
龍
火
と
云
つ
た
ら
し
く
、
綱
目
に
、
人
の
陰
火
二
（
命
門

め
い
も
ん

の
相

し
や
う

火く
わ

、

三
昧

さ
ん
ま
い

の
火
）
地
の
陰
火
二
（
石
油
の
火
、
水
中
の
火
）
、
龍
火
は
こ
れ
ら
に
隷つ

い

た
も
の
と
見
立
て
た
の
だ

ら
う
。
果
た
し
て
然
ら
ば
、
高
空
中
に
現
ず
る
怪
火
を
龍
燈
と
云
ふ
は
、
龍
火
と
同
源
若
く
は
其
よ
り
出

た
名
で
、
尾
芝
君
が
五
山
の
學
僧
の
倭
製
の
如
く
謂
は
れ
た
は
誤
見
か
と

惟
（
お
も
）

ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
五
雜
俎
」
「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰
し
た
歴
史
考
証
を
含
む

随
筆
。
全
十
六
巻
（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四
巻
）
。
書
名
は
元
は
古

い
楽
府
題
で
、
そ
れ
に
「
各
種
の

彩
い
ろ
ど
り

を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象
と
考
証
の
比
喩
の
意

を
掛
け
た
。
主
た
る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証
も
多
く
含
む
。
一
六

一
六
年
に
刻
本
さ
れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見

解
を
記
し
て
い
た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
中
華
民
国
に
な
っ
て

や
っ
と
復
刻
さ
れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。
こ
こ
に
出
る
の
は
、

巻
九
の
「
物
部
一
」
に
あ
る
以
下
の
一
節
。
前
の
部
分
も
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

俗
有
立
夏
分
龍
之
說
、
蓋
龍
於
是
時
始
分
界
而
行
雨
、
各
有
區
域
、
不
能
相
渝
、
故
有
咫
尺
之
間
而
晴
雨

頓
殊
者
、
龍
爲
之
也
。
又
云
、
「
龍
火
與
人
火
相
反
、
得
濕
則
焰
、
得
水
則
燔
。
惟
以
火
投
之
、
則
反

熄
。」
。
此
亦
不
知
其
信
否
也
。 

 
 

 

＊ 

な
お
、「
燄
」
は
「
焰
」
の
異
体
字
。 

「
本
草
網
目
に
火
を
分
類
し
て…

…

」
明
の
李
時
珍
「
本
草
綱
目
」
巻
六
の
「
火
」
の
部
の
冒
頭
に
あ
る

「
陽
火
隂
火
」
で
の
分
類
。
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
の
頭
を
参
照
さ
れ
た
い
。
訓
点
が
な
い
読

め
な
い
と
仰
せ
な
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
の
訓
点

附
き
が
あ
る
。 

「
エ
ル
モ
尊
者
の
火
」
悪
天
候
時
な
ど
に
船
の
マ
ス
ト
の
先
端
が
発
光
す
る
現
象
を
言
う
「
セ
ン
ト
エ
ル

モ
の
火
」
（S

t. E
lm

o
's fire

）
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
『
名
は
、
船
乗
り
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖

エ
ル
モ
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）』（（E

rasm
u
s 

？
～
三
〇
三
年
頃
）『
に
由
来
す
る
。
彼
は
イ
タ
リ
ア
に
向
か
う

船
に
乗
船
中
、
嵐
に
見
舞
わ
れ
、
船
は
転
覆
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
聖
人
が
熱
心
に
神
に
祈
る
と
、
嵐

は
お
さ
ま
る
。
そ
し
て
帆
柱
の
先
端
に
青
い
炎
が
踊
り
出
し
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
』
こ
と
に
基
づ
く
。

物
理
学
的
に
は
、
『
尖
っ
た
物
体
の
先
端
で
静
電
気
な
ど
が
コ
ロ
ナ
放
電
を
発
生
さ
せ
、
青
白
い
発
光
現

象
を
引
き
起
こ
』
す
と
説
明
さ
れ
、
『
先
端
が
負
極
の
場
合
と
正
極
の
場
合
と
で
は
、
形
状
が
異
な
る
。

雷
に
よ
る
強
い
電
界
が
船
の
マ
ス
ト
の
先
端
（
檣
頭
）
を
発
光
さ
せ
た
り
、
飛
行
船
に
溜
ま
っ
た
静
電
気

で
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
放
電
に
よ
る
「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
を
伴
う
場
合
が
あ
る
』
と
あ
る
。
ま
た
、

一
七
五
〇
年
に
『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
、
こ
の
現
象
と
同
じ
よ
う
に
、
雷
の
嵐
の
際
に
先

https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/024#1a
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556443/30
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556443/30
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556443/30
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556443/30
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%81%AE%E7%81%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%81%AE%E7%81%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%81%AE%E7%81%AB


の
と
が
っ
た
鉄
棒
の
先
端
が
発
光
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
』
と
も
あ
る
。 

「
本
草
に
所
謂
龍
火
は…

…

」
こ
こ
で
の
「
本
草
」
は
、
「
本
草
綱
目
」
を
始
め
と
し
て
広
義
の
漢
籍
の

本
草
書
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
後
の
「
綱
目
」
は
「
本
草
綱
目
」
を
指
す
。 

「
尾
芝
君
が
五
山
の
學
僧
の
倭
製
の
如
く
謂
は
れ
た
」
『
尾
芝
古
樟
（
柳
田
國
男
）
「
龍
燈
松
傳
說
」
』
を

参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

橘
南
谿
の
東
遊
記
後
編
二
に
、
大
徹
禪
師
、
越
中
の
眼
目
山

さ

つ

か
さ

ん

を
開
い
た
時
、
山
神
龍
神
助
力
し
て
色
々

奇
特
有
り
。
今
も
每
七
月
十
三
夜
其
庭
の
松
の
梢
に
燈
火
二
つ
留と

ま

ま
る
。
一
は
立
山
の

巓

（
い
た
だ
き
）

よ
り
、
一

は
海
中
よ
り
飛
來
た
る
。
こ
れ
を
山
燈
龍
燈
と
云
て
此
邊
の
人
例
年
見
る
。
世
に
海
中
よ
り
龍
燈
出
ず
る

事
多
き
も
、
此
等
の
如
く
山
燈
龍
燈
一
度
に
來
る
は
稀
有
じ
ぢ
や
と
載
す
。
大
徹
の
師
永
平
寺
の
開
祖
道

元
は
宋
に
遊
ん
だ
人
だ
か
ら
、
其
頃
支
那
で
山
に
出
る
こ
の
類
の
火
を
山
燈
、
海
よ
り
現
ず
る
を
龍
燈
と

云
ふ
こ
と
、
丁
度
蜃
氣
樓
が
山
又
海
に
顯
は
る
ゝ
に
隨
て
山
市

さ

ん

し

又
海か

い

市し

と
呼
ん
だ
如
く
だ
つ
た
の
か
と
惟

ふ
。
土
佐
の

蹉

跎

（
あ
し
ず
り
）

明
神
に
も
同
時
に
山
燈
龍
燈
出
で
、
伊
勢
安
濃
津

（

あ

の
つ

）

邊
に
も
山
上
よ
り
火
出
で
、

塔
世
浦

と
う
せ
い
が
う
ら

よ
り
來
た
る
火
と
鬪
ふ
て
後
、
一
つ
は
山
の
方
へ
、
一
つ
は
沖
の
方
へ
飛
び
去
る
と
い
ふ
（
諸
國

里
人
談
三
）
。
淵
鑑
類
函
三
六
〇
に
孔
帖
を
引
い
て
、
于
頔
爲
襄
陽
、
點
山
燈
《
于
頔

う

て

き

、
襄
陽
を
爲を

さ

め
し

と
き
、
山
燈
を
點と

も

す
。
》。
是
は
人
民
便
利
の
爲
山
上
に
燈
臺
を
設
け
た
の
か
、
若
く
は
京
都
東
山
の
大
文

字
の
樣
に
火
を
點
し
た
の
を
山
燈
と
呼
ん
だ
ら
し
い
が
、
明み

ん

の
陸
應
陽
の
廣
輿
記
一
六
に
、
「
山
燈
、
蓬

州
現
凡
五
處
、
初
不
過
三
四
點
、
漸
至
數
十
、
在
蓬
山
者
最
異
、
土
人
呼
爲
聖
燈
」
《
山
燈
、
蓬
州
に
現

は
る
る
こ
と
、
凡
そ
五
處
な
り
。
初
め
は
三
、
四
點
に
過
ぎ
ず
、

漸
ぜ
ん
ぜ
ん

に
數
十
に
至
る
。
蓬
山
に
在
る
者
、

最
も
異い

な
り
。
土
人
、
呼
ん
で
「
聖
燈
」
と
爲
す
。
》
と
載
せ
た
は
、
疑
ひ
無
く
、
越
中
眼
目
山
の
山
燈

同
樣
の
火
で
、
最
初
は
山
か
ら
出
ず
る
を
山
燈
、
海
よ
り
來
た
る
を
龍
燈
と
眼
目
山
同
樣
支
那
で
言
つ
た

の
が
、
日
本
に
傳
は
り
て
後
山
燈
で
は
山
の
燈と

も

火し
び

と
聞
え
て
一
向
神
異
は
無
い
か
ら
、
之
を
神
異
に
す
る

念
よ
り
専
ら
龍
燈
と
の
み
呼
ぶ
風
と
成
た
の
で
あ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
橘
南
谿
の
東
遊
記
後
編
二
に
、
大
徹
禪
師
、
越
中
の
眼
目
山

さ

つ

か
さ

ん

を
開
い
た
時
、…

…
」

医
師
で
あ
っ
た
が
著
述
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
橘
南
谿

た
ち
ば
な
ん
け
い

（
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
～
文
化
二
（
一
八
〇

五
）
年
）
。
本
名
は
宮
川
春
暉

は
る
あ
き
ら

。
伊
勢
久
居
（
現
在
の
三
重
県
津
市
久
居

ひ

さ

い

西
鷹
跡
町
に
久
居
藤
堂
藩
に
勤

仕
す
る
宮
川
氏
（
二
百
五
十
石
）
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
一
九
歳
の
時
、

医
学
を
志
し
て
京
都
に
上
り
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
に
は
内
膳
司
（
天
皇
の
食
事
を
調
達
す
る
役
所
）

の
史
生
と
な
り
、
翌
年
に
は
正
七
位
下
・
石
見
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
光
格
天
皇
の
大
嘗
祭
に
も
連
な
っ
て
医

師
と
し
て
大
成
し
た
。
一
方
で
諸
国
遍
歴
を
好
み
、
ま
た
、
文
も
よ
く
し
た
た
め
、
夥
し
い
専
門
の
医
学

書
以
外
に
も
、
こ
の
「
東
遊
記
」
や
「
西
遊
記
」
（
併
せ
て
「
東
西
遊
記
」
と
称
す
る
）
等
の
紀
行
類
や

名
随
筆
「
北
窓
瑣
談
」
等
で
知
ら
れ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら

で
原
版
本
が
見
ら
れ
る
（
P

D

F
一
括
版
。
当
該
部
は
２
コ
マ
目
か
ら
）
。
そ
れ
を
視
認
し
て
示
す
。
句

読
点
等
を
打
ち
、
読
み
の
一
部
は
私
が
歴
史
的
仮
名
遣
で
推
定
追
加
・
修
正
し
た
。 

 
 

 

＊ 

東
遊
記
後
編
巻
之
二 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-5eca4e.html
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru03/ru03_03983/ru03_03983_0007/ru03_03983_0007.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru03/ru03_03983/ru03_03983_0007/ru03_03983_0007.pdf
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南
谿
子
著 

越
中
新

川

郡

に
い
か
は
の
こ
ほ
り

に
眼
目
山
と
い
へ
る
寺
あ
り
。
「
眼
目
山
」
と
書か

き

て
「
サ
ツ
ク
ワ
山
」
と
讀
む
。
わ
け
は
知

ら
ず
。
宗し

う

㫖し

は
禅
に
し
て
道
元
禅
師
の
弟
子
大
徹
禅
師
の
開
基
な
り
。
此
大
徹
禅
師
、
此
山
を
開
か
れ
し

時
、
山さ

ん

神じ
ん

・
龍
神
、
助
力
し
て
、
色
々
の
奇
特
あ
り
し
よ
し
。
今
に
至
り
、
毎
年
七
月
十
三
日
の
夜
は
、

眼
目
山
の
庭
の
松
の
梢
に
、
燈と

う

火か

、
の
ぼ
る
。
一
ツ
は
立
山

た
て
や
ま

の
絕
頂
よ
り
飛
來

と
び
き
た

り
、
一
ツ
は
海
中
よ
り
飛

來
り
、
皆
、
松
の
梢
に
と
ゞ
ま
る
。
是
を
「
山さ

ん

燈と
う

「
龍り

う

燈と
う

」
と
い
ひ
て
、
此
あ
た
り
の
人
は
例
年
の
事
也
。

世
に
龍
燈
と
て
、
海
中
よ
り
、
火
の
出
づ
る
は
多
け
れ
ど
も
、
此
寺
の
ご
と
く
、
山
燈
・
龍
燈
、
壱
度
に

來
り
て
、
松
の
梢
に
留

と
ゞ
ま

る
は
、
希
有

け

う

の
事
な
り
と
い
ふ
。
越
前
の
敦
賀
常
宮

じ
や
う
ぐ
う

に
も
「
龍
燈
の
松
」
と
て
、

例
年
正
月
元
日
の
夜
、
か
ゝ
る
事
あ
る
を
、
其
あ
た
り
の
人
は
、
皆
、
見
る
事
た
り
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
寺
は
曹
洞
宗
の
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
、
現
行
で
は
眼
目
山
立
山
寺

が
ん
も
く
ざ
ん
り
ゅ
う
せ
ん
じ

と
読
む
。
但
し
、
地
元
で
は
確
か

に
「
さ
っ
か
の
寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
建
徳
元
（
一
三
七
〇
）
年
に
立
山
権
現
が
樵

き
こ
り

の
姿
と
な
っ
て

大
徹
宗
令
禅
師
（
大
本
山
総
持
寺
第
二
祖
峨
山
禅
師
の
高
弟
で
宗
門
五
派
の
随
一
と
さ
れ
る
僧
で
あ
っ
た
）

を
導
き
、
寺
院
の
建
立
を
す
す
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
「
眼
目
」
を
ネ
ッ
ト
で
自
動
翻
訳
す

る
と
、
中
国
語
で
「
薩
卡
」
と
表
示
さ
れ
た
。
こ
れ
が
元
か
。
な
お
、
「
敦
賀
常
宮
」
は
現
在
の
常
宮
（
じ

ょ
う
ぐ
う
）
神
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
土
佐
の
蹉
跎
明
神
」
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

嗟
跎
龍
燈
」
の
本
文
と
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
地

図
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。 

「
伊
勢
安
濃
津
邊
に
も
山
上
よ
り
火
出
で
、…

…

」
私
の
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 
分
部
火
」
の
本
文
と

私
の
注
を
参
照
。
地
図
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。 

「
淵
鑑
類
函
」
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）
。
一
七
一

〇
年
成
立
。
「
夷
堅
志
」
は
南
宋
の
洪
邁
（
一
一
二
三
年
～
一
二
〇
二
年
）
が
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
。

一
一
九
八
年
頃
成
立
。
二
百
六
巻
。
同
文
字
列
は
確
認
出
来
た
が
、
引
用
元
「
孔
帖
」
と
い
う
の
は
如
何

な
る
書
物
か
不
明
。 

「
明
の
陸
應
陽
の
廣
輿
記
」
清
の
康
熙
帝
の
時
に
陸
応
陽
ら
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
中
国
と
そ
の
周
辺
国
の

地
誌
。 

「
蓬
州
」
南
北
朝
時
代
か
ら
民
国
初
年
に
か
け
て
、
現
在
の
四
川
省
南
充
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ

ー
タ
）
一
帯
に
設
置
さ
れ
た
旧
州
名
。］ 

  

但
し
、
支
那
の
山
嶽
又
廣
い
内
地
一
向
海
無
い
處
に
も
龍
は
棲
む
と
信
ぜ
ら
れ
た
か
ら
、
（
例
せ
ば
慈

覺
大
師
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
二
に
、
老
俗
等
云
、
古
來
相
傳
、
此
山
多
有
龍
宮
《
老
俗
等

ら

う

ぞ
く

ら

云
は
く
、
「
古

來
、
相
ひ
傳
ふ
、
『
此
の
山
に
、
多
く
、
龍
宮
、
有
り
。
』
と
。
」
。
》
）
、
山
燈
を
龍
燈
と
呼
ぶ
事
古
く
よ
り

彼
國
に
在
つ
た
の
か
と
も
惟
ふ
。
現
に
一
八
九
六
年
板
ヨ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
大
尉
の
大
陸
之
心
臟
（C

ap
t. 

Y
o
u
n
g
h
u
sb

an
d
, `T

h
e H

eart o
f a C

o
n
tin

en
t`

）
三
〇
二
頁
に
、
支
那
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ラ
ン
ク
ル
湖
邊
で

チ
ラ
グ
、
タ
シ
ユ
（

燈

巖

ラ
ン
プ
・
ロ
ツ
ク

の
義
）
を
見
る
。
其

巓
い
た
ゞ
き

に
不
斷
燃
居

（
も
え
を
）

る
燈
あ
り
て
、
龍
の
眼
よ
り
出
る

光
と
も
、
龍
の
頭
上
の
寶
珠
よ
り
生
ず
る
光
と
も
云
ふ
。
著
者
往
き
て
仰
ぎ
視
る
に
、

洞
（
ほ
ら
）

の
天
井
に
弱

https://www.google.com/maps/place/%E5%B8%B8%E5%AE%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.675342,135.963505,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6001e306c28d6609:0x5e91f009466ff72d!2z44CSOTE0LTA4MzIg56aP5LqV55yM5pWm6LOA5biC5bi45a6u!3b1!8m2!3d35.6969309!4d136.0193792!3m4!1s0x6001e312dcf01627:0xbc0235f710a19679!8m2!3d35.6904096!4d136.0296613
https://www.google.com/maps/place/%E5%B8%B8%E5%AE%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.675342,135.963505,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6001e306c28d6609:0x5e91f009466ff72d!2z44CSOTE0LTA4MzIg56aP5LqV55yM5pWm6LOA5biC5bi45a6u!3b1!8m2!3d35.6969309!4d136.0193792!3m4!1s0x6001e312dcf01627:0xbc0235f710a19679!8m2!3d35.6904096!4d136.0296613
https://www.google.com/maps/place/%E5%B8%B8%E5%AE%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.675342,135.963505,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6001e306c28d6609:0x5e91f009466ff72d!2z44CSOTE0LTA4MzIg56aP5LqV55yM5pWm6LOA5biC5bi45a6u!3b1!8m2!3d35.6969309!4d136.0193792!3m4!1s0x6001e312dcf01627:0xbc0235f710a19679!8m2!3d35.6904096!4d136.0296613
https://www.google.com/maps/place/%E5%B8%B8%E5%AE%AE%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.675342,135.963505,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6001e306c28d6609:0x5e91f009466ff72d!2z44CSOTE0LTA4MzIg56aP5LqV55yM5pWm6LOA5biC5bi45a6u!3b1!8m2!3d35.6969309!4d136.0193792!3m4!1s0x6001e312dcf01627:0xbc0235f710a19679!8m2!3d35.6904096!4d136.0296613
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-b367.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-e676.html
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81+%E5%8D%97%E5%85%85%E5%B8%82/@29.406602,103.0814867,5.5z/data=!4m5!3m4!1s0x36f29758aca94c3b:0xce55cc6b43c8ea6e!8m2!3d30.8379015!4d106.1105999


い
白
光
有
つ
て
燐
光
の
如
し
。
依
つ
て
苦
辛
し
て
徒
者
と
俱
に
巖
を
登
り
見
れ
ば
、
洞
と
思
ひ
し
は
實
は

巖
頂
を
橫
貫
し
た
孔あ

な

で
、
他
方
よ
り
通
る
日
光
が
孔
の
天
井
に
著
い
た
白
い
堆
積
層
に
反
射
し
て
白
く
光

る
。
其
を
數
百
年
來
事
々
し
く
不
斷
燈
の

窟
（
い
は
や
）

と
傳
唱
し
た
の
だ
と
有
つ
て
、
特
に
龍
燈
の
號な

は
擧
ぬ
が
、

龍
の
眼
や
珠
か
ら
出
る
燈
と
云
ふ
所
を
見
る
と
、
龍
燈
の
種
類
・
起
因
は
種
々
異
な
り
と
す
る
も
、
龍
が

燈
火
を
出
す
と
云
ふ
迷
信
は
日
本
で
始
ま
つ
た
の
で
も
日
本
ば
か
り
に
存
す
る
者
で
も
無
く
、
ど
う
も
ア

ジ
ア
大
陸
か
ら
傳
來
の
者
ら
し
う
見
え
る
。
兎
に
角
越
中
で
山
燈
龍
燈
を
併
稱
す
る
、
其
山
燈
が
支
那
の

書
に
見
え
居
る
上
、
龍
よ
り
生
ず
る
燈
の
話
が
支
那
の
領
地
に
在
る
上
は
、
龍
燈
ち
ふ
稱
は
吾
邦
五
山
の

僧
な
ど
の
手
製
で
無
く
、
全
く
山
燈
と
等
し
く
支
那
傳
來
と
定
め
て
大
過
無
か
る
べ
し
だ
。
猶
大
淸
一
統

志
な
ど
片
端
か
ら
調
べ
た
ら

斯
（
か
か
）

る
火
を
呼
ん
だ
龍
燈
な
る
名
が
支
那
に
在
つ
た
例
も
有
る
だ
ら
う
と
、

著

手

（
ち
や
く
し
ゆ
）

は
し
た
が
事
多
く
て
一
寸
濟
ま
ぬ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
慈
覺
大
師
」
最
後
の
遣
唐
使
僧
で
、
最
澄
に
師
事
し
、
後
に
第
三
代
天
台
座
主
と

な
っ
た
円
仁
（
延
暦
一
三
（
七
九
四
）
年
～
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
）。 

「
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
」
円
仁
が
承
和
五
（
八
三
八
）
年
に
博
多
津
を
出
港
し
た
場
面
か
ら
始
ま
り
、
揚

州
へ
向
か
い
、
承
和
十
四
年
に
帰
国
す
る
ま
で
を
日
記
式
の
文
体
で
書
い
た
旅
行
記
。
当
該
部
は
、 

 
 

 

＊ 

開
成
四
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
八
三
九
年
。
承
和
六
年
相
当
。
］
九
月
三
日 

 

日
本
國
僧
圓
仁
等
帖 

十
二
日
午
時
。
雲
雷
雹
雨
。
五
更
之
後
。
龍
相
鬪
鳴
。
雹
雨
交
下
。
電
光
紛
耀
。
數
尅
不
息
。
到
曉
便
止
。

朝
出
見
之
。
氷
雹
流
積
三
四
寸
許
。
凝
積
如
雪
。
老
僧
等
云
。
古
來
相
傳
。
此
山
多
有
龍
宮
。 

 
 

 

＊ 

で
あ
る
。
引
用
は
中
文
サ
イ
ト
「C

B
E

T
A

 

漢
文
大
藏
經
」
の
こ
ち
ら
に
拠
っ
た
。 

「
一
八
九
六
年
板
ヨ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
大
尉
の
大
陸
之
心
臟
（C

ap
t. Y

o
u
n
g
h
u

sb
an

d
, `T

h
e H

eart o
f a 

C
o
n
tin

en
t`

）
三
〇
二
頁
」
イ
ギ
リ
ス
の
軍
人
で
探
検
家
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ

ン
ド
（F

ran
cis E

d
w

ard
 Y

o
u
n
g
h
u
sb

an
d
 

一
八
六
三
年
～
一
九
四
二
年
：
イ
ン
ド
の
マ
リ
ー
生
ま
れ
。
軍

人
と
し
て
一
八
八
二
年
に
イ
ン
ド
に
赴
任
し
、
一
八
八
六
か
ら
一
八
八
八
年
に
か
け
て
、
満
州
・
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
を
踏
査
す
る
。
以
降
、
英
国
の
イ
ン
ド
経
営
の
辺
境
へ
の
拡
大
に
功
績
を
上
げ
た
。
一
九
〇
三
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
チ
ベ
ッ
ト
に
侵
入
・
征
圧
し
、
「
ラ
サ
条
約
」
を
締
結
し
た
。
英
国
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
の
推
進
役
も
務
め
た
。
帰
国
後
、
「
王
立
地
理
学
会
」
会
長
・
「
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
」
議
長
等
を
歴
任

し
た
）
が
、
一
八
八
六
年
に
踏
破
し
た
北
京
・
満
州
・
ゴ
ビ
砂
漠
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ヤ
ル
カ
ン
ド
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
等
の
探
検
記
。
「
カ
ラ
コ
ラ
ム
を
越
え
て
」
と
い
う
邦
訳
題
で
知
ら
れ
る
。
「In

tern
et a

rch
iv

e

」

で
当
該
年
版
の
原
本
が
読
め
る
が
、
熊
楠
が
言
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
の
前
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
れ
が
当
該
ペ
ー
ジ

に
か
け
て
記
さ
れ
て
あ
る
。］ 

  

古
印
度
に
龍
燈
て
ふ
名
の
有
無
は

知
（
し
ら
）

ぬ
が
燈
が
龍
の
居
る
上
の
樹
に
懸
る
話
は
あ
る
（
後
文
を
見
よ
）。

釋
迦
方
誌
卷
中
に
、
尼
波
羅
國

（
に
は
ら
こ
く
）

の
熱
水
池
底
の
慈
氏
佛
の
冠
を
火
龍
が
護
る
事
有
る
が
、
火
龍
は
小
說
西

遊
記
等
に
も
見
え
火
を
吐
き
物
を
燒

散

（
や
き
ち
ら
）

す
龍
で
龍
火
と
は
別
だ
。
神
僧
傳
四
に
、
劉
宋
の
竺
道
生
吳
の

虎
丘
山
に
講
經
し
た
時
、
雷
震
靑
園
佛
殿
、
龍
昇
于
天
、
光
影
西
壁
、
因
改
寺
名
曰
龍
光
《
雷
、
靑
園
の

http://tripitaka.cbeta.org/B18n0095_002
https://archive.org/details/heartacontinent02unkngoog/page/n358/mode/2up
https://archive.org/details/heartacontinent02unkngoog/page/n358/mode/2up


佛
殿
に

震
（
ふ
る
）

ひ
、
龍
、
天
に
昇
る
。
光
、
西
壁
に
影
ず
。
因
つ
て
寺
名
を
改
め
、
「
龍
光
」
と
曰
ふ
。
》
と

見
ゆ
。
宗

鏡

錄

（
す
ぎ
や
う
ろ
く
）

九
七
に
、
燈
と
光
と
二
名
有
れ
ど
も
其
體
別
な
ら
ず
、
卽
ち
燈
是
れ
光
、
光
是
れ
燈
と

有
る
が
、
爰
の
龍
光
は
落
雷
の
閃
光
が
寺
壁
に
映
つ
た
の
で
龍
燈
で
は
な
い
。
又
佛
祖
統
記
四
、
唐
の
代

宗
、
「
於
大
明
宮
建
道
場
、
感
佛
光
現
、
諸
王
公
主
近
侍
諸
臣
竝
視
光
相
、
自
子
夜
至
鷄
鳴
」
《
大
明
宮
に

於
い
て
道
場
を
建
て
、
佛
光
の
現
ず
る
を
感
ず
。
諸
王
・
公
主
・
近
侍
の
諸
臣
、
竝
び
に
光
相

く
わ
う
さ
う

を
視
る
。

子
夜

し

や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
子ね

の
刻
。
真
夜
中
。
］
よ
り
鷄
鳴
に
至
る
。
》
。
又
憲
宗
佛
骨
を
禁
中
に
迎
え
入

れ
た
時
の
記
に
、
「
初
舍
利
入
大
内
、
夜
放
光
明
、
早
朝
群
臣
皆
賀
曰
、
聖
德
所
感
、
韓
愈
獨
不
言
、
上
、

問
愈
、
愈
曰
、
微
臣
曾
見
佛
經
、
佛
光
は
非
靑
黃
赤
白
等
相
、
此
是
龍
神
衞
護
光
云
々
」
《
初
め
、
舍
利
、

大
内

だ
い
だ
い

に
入
る
や
、
夜
、
光
明
を
放
つ
。
早
朝
、
群
臣
、
皆
、
賀
し
て
曰
は
く
、「
聖
德
の
感
ず
る
所
な
り
。
」

と
。
韓
愈
、
獨
り
、
言
は
ず
。
上か

み

、
愈
に
問
ふ
。
愈
、
曰
は
く
、
「
微
臣
、
曾
つ
て
佛
經
を
見
る
に
、『
佛

の
光
は
靑
・
黃
・
赤
・
白
等
の
相さ

う

非あ
ら

ず
。
』
と
。
此
れ
は
是
れ
、
龍
神
衞
護
の
光
な
り
」
云
々
》
。

此
（
こ
の
）

所

謂
佛
光
は
僧
輩
が
方
術
も
て
佛
舍
利
か
ら
夜
分
光
明
出
る

樣
（
や
う
）

見
せ
た
ら
し
い
。
其
を
韓
愈
は
眞
の
佛
光

と
は
信
ぜ
な
ん
だ
が
、
舍
利
を
衞
護
す
る
龍
の
體
か
ら
出
る
光
と
信
じ
た
の
で
、

先
（
ま
づ
）

は
人
造
の
龍
燈
だ
。

其
か
ら
韻
府
拾
遺
二
五
に
、
「
拾
遺
記
、
海
人
乘
霞
舟
、
以
雕
囊
、
盛
數
升
龍
膏
、
獻
燕
昭
王
。
王
坐
通

雲
臺
、
然
龍
膏
爲
燈
火
、
光
曜
日
、
烟
色
如
丹
」
《
「
拾
遺
記
」
に
、
『
海
人
、
霞
舟

か

し

う

に
乘
り
、
雕
囊

て
う
な
う

を
以

つ
て
數
升
の
龍
膏
を
盛
り
、
燕
の
昭
王
に
獻
ず
。
王
、
通
雲
臺
に
坐
し
、
龍
膏
を
然も

や
し
、
燈
火
と
爲な

す
。

光
、
日
に
曜

か
が
や

き
、
烟

け
ふ
り

の
色
は
丹に

の
ご
と
し
。
』
と
。》
。
此
龍
膏
燈
は
何
か
鯨
族
の
油
膏

あ

ぶ

ら

を
燈
に
用
ひ
た
の

を
誇
張
し
た
譚
だ
ら
う
。
字
が
龍
燈
と

混
（
ま
ぎ
）

れ
易や

す

い
か
ら
記
し
置
く
。
さ
て
予
が
知
り
得
た
所
、
本
邦
で

專
ら
龍
燈
と
呼
ぶ
者
の
異
名
を
列
ね
て
見
や
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
古
印
度
」
底
本
で
は
不
自
然
に
字
空
け
が
あ
る
（
右
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
二
行
目
。

活
字
落
ち
と
判
る
）
の
で
、「
選
集
」
で
「
古
」
を
補
っ
た
。］ 

「
釋
迦
方
誌
」
「
釈
迦
方
志
」
と
も
。
唐
代
の
高
僧
道
宣
（
五
九
六
年
～
六
六
七
年
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
「
封
疆
篇
」
・
「
統
摂
篇
」・
「
中
辺
篇
」
・「
遺
迹
篇
」
・
「
游
履
篇
」・
「
通
局
篇
」
・「
時
住
篇
」・
「
教
相

篇
」
の
八
つ
の
篇
に
分
け
、
仏
祖
釈
迦
牟
尼
の
誕
生
地
や
、
教
説
流
布
地
な
ど
を
記
述
し
た
仏
教
史
跡
地

誌
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
西
域
、
特
に
イ
ン
ド
の
地
理
環
境
や
中
イ
ン
ド
の
交
通
ル
ー
ト
や
経
由
国
、

西
行
求
法
の
人
物
、
仏
教
の
中
国
伝
来
に
関
す
る
史
実
や
伝
説
、
歴
代
帝
王
の
奉
仏
事
績
、
各
時
代
の
寺

院
の
数
や
僧
尼
の
人
数
な
ど
の
多
岐
に
亙
る
。
中
国
仏
教
研
究
に
欠
か
せ
な
い
典
籍
の
一
つ
。 

「
尼
波
羅
國
」
ネ
パ
ー
ル
の
こ
と
。 

「
神
僧
傳
」
漢
籍
の
仏
教
僧
の
伝
記
ら
し
い
が
、
成
立
も
作
者
も
不
詳
。 

「
劉
宋
」（
四
二
〇
年
～
四
七
九
年
）
は
中
国
の
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
国
名
。 

「
吳
の
虎
丘
山
」
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
宗
鏡
錄
」
（
す
ぎ
ょ
う
ろ
く
）
は
中
国
五
代
十
国
時
代
の
呉
越
か
ら
北
宋
初
の
僧
の
永
明
延
寿
が
撰
し

た
仏
教
論
書
、
全
百
巻
。
九
六
一
年
成
立
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
撰
者
の
永
明
延
寿
は
、
雪
峰
義

存
の
弟
子
で
あ
る
翠
巌
令
参
の
も
と
で
出
家
し
、
天
台
徳
韶
の
嗣
法
と
な
っ
た
禅
僧
で
あ
る
。
永
明
延
寿

の
主
著
が
、
本
書
で
あ
り
、
禅
を
は
じ
め
と
し
て
、
唯
識
宗
・
華
厳
宗
・
天
台
宗
の
各
宗
派
の
主
体
と
な

る
著
作
よ
り
、
そ
の
要
文
を
抜
粋
し
な
が
ら
、
各
宗
の
学
僧
に
よ
っ
て
相
互
に
質
疑
応
答
を
展
開
さ
せ
、

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/106
https://www.google.com/maps/place/%E8%99%8E%E4%B8%98%E5%B1%B1%E9%A2%A8%E6%99%AF%E5%8C%BA%EF%BC%88%E5%8C%97%E9%96%80%EF%BC%89/@31.0161497,119.7290087,7.5z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xc6ab69a692877069!8m2!3d31.3380226!4d120.5815361
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E9%8F%A1%E9%8C%B2


最
終
的
に
は
「
心
宗
」
に
よ
っ
て
そ
の
統
合
を
は
か
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
佛
祖
統
記
」
南
宋
の
僧
志
磐
が
一
二
六
九
年
に
撰
し
た
仏
教
史
書
。
全
五
十
四
巻
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ

れ
ば
、
『
天
台
宗
を
仏
教
の
正
統
に
据
え
る
立
場
か
ら
編
纂
さ
れ
』
た
も
の
と
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら

を
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
引
用
の
内
、
「
諸
王
公
主
近
侍
諸
臣
竝
視
光
相
」
の
「
竝
」
は
「
選
集
」
で
は
、

「
皆
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
文
サ
イ
ト
そ
の
他
を
見
る
に
、「
並
」
と
な
っ
て
お
り
、
採
ら
な
い
。 

「
子
夜
」
午
前
零
時
前
後
。 

「
鷄
鳴
」
午
前
二
時
頃
。 

「
韻
府
拾
遺
」
既
注
。「
佩
文
韻
府
」
を
見
よ
。 

「
拾
遺
記
」
中
国
の
伝
承
を
集
め
た
志
怪
小
説
。
全
十
巻
。
作
者
は
後
秦
（
四
世
紀
）
の
王
嘉
。
三
皇
五

帝
か
ら
、
西
晋
末
の
石
虎

せ

き

こ

の
事
績
に
ま
で
及
ぶ
が
、
原
本
は
滅
び
、
現
在
の
「
漢
魏
叢
書
」
等
に
収
め
ら

れ
て
い
る
も
の
は
、
梁
の
蕭
綺
が
再
編
し
た
も
の
。
内
容
は
奇
怪
で
淫
乱
な
話
柄
が
多
く
、
総
て
が
事
実

で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
第
十
巻
は
崑
崙
山
・
蓬
莱
山
な
ど
の
名
山
記
と
な
っ
て
い
る
。
王
嘉
は
隴
西
安
陽

の
出
身
で
、
容
貌
、
醜
く
、
滑
稽
を
好
ん
だ
が
、
崖
に
穴
居
し
た
り
、
そ
の
言
動
は
奇
矯
で
あ
っ
た
。
後

趙
の
石
季
竜

せ
き
き
り
ゅ
う

（
＝
石
虎
：
在
位
：
三
三
五
年
～
三
四
九
年
）
の
末
年
、
長
安
に
出
て
、
終
南
山
に
隠
棲
し

た
が
、
そ
の
予
言
は
よ
く
当
た
る
と
さ
れ
、
前
秦
の
苻ふ

堅け
ん

が
淮
南
で
敗
れ
る
こ
と
を
予
知
し
た
と
さ
れ
る
。

後
秦
の
姚
萇

よ
う
ち
ょ
う

に
召
さ
れ
た
が
、
彼
の
機
嫌
を
損
ね
た
た
め
、
殺
さ
れ
た
（
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」

に
拠
っ
た
）。］ 

  

（
山
燈
）。
上
に
述
べ
た
通
り
。 

 

（
天
燈
）
。
趙
宋
の
范
成
大
詩
、
「
山
頭
一
任
天
燈
現
」
《
山
頭
は 

一ひ
と

へ
に
天
燈
の
現
ず
る
に
任ま

か

す
》
、

楊
萬
里
詩
、「
澄
泓
無
復
現
天
燈
」《
澄
泓

ち
よ
う
わ
う

と
し
て 

復ま

た 

天
燈
の
現
ず
る
こ
と
無
し
》
（
韻
府
廿
五
）。

南
宋
末
の

劉

壎

（
り
ゆ
う
け
ん
）

が
書
い
た
隱
居
通
議
三
十
に
神
怪
窈
冥

（
し
ん
か
い
え
う
め
い
）

と
題
し
て
、
「
廬
阜
天
池
、
則
見
文
珠
天
燈
、

西
蜀
峨
眉
、
則
見
普
賢
天
燈
」
《
廬
阜

ろ

ふ

の
天
池
に
は
、
則
ち
、
文
珠
の
天
燈
を
見
、
西
蜀
の
峨
眉
に
は
、

則
ち
、
普
賢
の
天
燈
を
見
る
。
》
。
龍
火
と
龍
燈
と
同
じ
き
に
反
し
、
天
火
と
天
燈
と
は
別
だ
。
「
人
火
曰

火
天
火
曰
災
」《
人
火
は
火
と
曰
ひ
、
天
火
は
災
と
曰
ふ
。
》（
淵
鑑
類
函
三
五
九
、
左
傳
を
引
く
）
。
天
火

は
人
爲

（
じ
ん
ゐ
）

に
出
ず
、
天
然
に
生
ず
る
總
て
の
火
を
云
ふ
た
名
だ
ら
う
が
、
主
と
し
て
天
よ
り
落
つ
る
隕
石
の

火
を
云
う
た
ら
し
く
、
卽
ち
日
本
で
も
俗
に
テ
ン
ビ
と
呼
ぶ
。
上
に
引
い
た
本
草
網
目
火
の
分
類
中
所
謂

星
精
の
飛
火
だ
。
異
苑
、
「
晋
義
煕
十
一
年
、
京
都
火
災
大
行
、
吳
界
尤
甚
。
火
防
甚
峻
、
猶
自
不
絕
。

時
王
弘
守
吳
郡
、
晝
座
廳
視
事
、
忽
見
天
上
有
一
赤
物
下
、
狀
如
信
幡
、
遙
集
南
人
家
屋
、
須
臾
火
遂
大

發
、
弘
知
天
爲
災
、
故
に
不
罪
始
火
之
家
、
識
者
知
晋
室
微
弱
之
象
也
」
《
晉
の
義
煕
十
一
年
、
京
都

け

い

と

、

火
災
、
大
い
に
行
は
れ
、
吳
界
、
尤
も
甚
だ
し
。
火
防
、
甚
だ
峻き

び

し
け
れ
ど
、
猶
ほ
自

お
の
づ

と
絕
え
ず
。
時
に

王
弘
、
吳
郡
に
守し

ゆ

た
り
。
晝ひ

る

、
廳
に
坐
し
て
事
を
視
る
に
、
忽
ち
、
天
上
よ
り
、
一
つ
の
赤
き
物
の
下お

つ

る
有
る
を
見
る
。
狀

か
た
ち

は
信
幡

し
ん
ぱ
ん

の
ご
と
し
。
遙
か
に
南
人

な
ん
じ
ん

の
家
屋
に
集
ま
り
、
須
臾

し

ゆ

ゆ

に
し
て
、
火
、
遂
に
、

大
い
に
發
す
。
弘
、
天
の
災
ひ
を
爲
す
を
知
り
、
故
に
火
を
始
め
し
家
を
罪つ

み

せ
ず
。
識
る
者
、
晉
室
の
微

弱
と
な
れ
る
象

き
ざ
し

と
知
れ
り
。
》
（
類
聚
名
物
考
三
三
七
、
天
火
）。
佩
文
韻
府
五
〇
に
、
史
記
孝
景
紀
、
三

年
長
星
出
西
方
、
天
火
燔
雒
陽
東
宮
大
殿
城
室
。
蜀
志
劉
焉
傳
、
劉
焉
爲
益
州
刺
史
、
志
意
漸
盛
、
造
作

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E7%A5%96%E7%B5%B1%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E7%A5%96%E7%B5%B1%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E7%A5%96%E7%B5%B1%E7%B4%80


乘
輿
車
具
千
餘
乘
、
後
被
天
火
燒
城
、
車
具
蕩
盡
。
竹
書
紀
年
、
武
王
將
伐
紂
、
天
火
流
下
、
應
以
告
也

云
々
。
易
林
、
天
火
大
起
、
飛
鳥
驚
駭
《「
史
記
」
の
「
孝
景
紀
」
に
、『
三
年
、
長
星

は
う
き
ぼ
し

、
西
方
に
出
で
て
、

天
火
、
雒ら

く

陽や
う

の
東
宮
・
大
殿
・
城
室
を
燔や

く
。
』
と
。
「
蜀
志
」
の
「
劉
焉
傳
」
に
、
『
劉
焉
、
益
州
の
刺

史
と
爲な

る
。
志
意
、

漸
や
う
や
う

盛
ん
に
し
て
、
乘
輿
の
車
具
千
餘
乘
を
造
作

ざ
う
さ
く

す
。
後
、
天
火
に
城
を
燒
か
れ
、

車
具
、
蕩
盡
す
。
』
と
。
「
竹
書
紀
年
」
に
、
『
武
王
、
紂
を
伐
た
ん
と
す
る
や
、
天
火
、
流
れ
下
る
。
應わ

う

じ
て
以
つ
て
告
ぐ
る
も
の
な
り
』
云
々
。
「
易
林
」
、
『
天
火
、
大
い
に
起
こ
り
、
飛
鳥
、
驚
駭

け
い
が
い

す
。
』

と
。》
等
の
例
を
擧
げ
た
は
、
何
れ
も

奔

星

（
な
が
れ
ぼ
し
）

が
飛
び
隕

（
お
）

ち
て
火
災
を
生
じ
若
く
は
人
畜
を
騷
が
せ
た
の

だ
。
東
鏡
一
二
に
「
建
久
三
年
四
月
三
十
日
丑
尅
、
若
宮
職
掌
紀
藤
太
夫
宅
燒
亡
、
不
移
他
所
、
諸
人
走

集
之
處
、
家
主
云
、
是
非
失
火
放
火
等
之
疑
。
偏
存
天
火
之
由
云
々
」
《
建
久
三
年
四
月
三
十
日
丑
の
尅こ

く

、

若
宮
の
職
掌
紀
藤
大
夫

し
き
し
や
う
き
の
と
う
だ
い
ふ

が
宅
、
燒
亡

し
や
う
ば
う

す
。
他
所

た

し

よ

へ
移
ら
ず
。
諸
人

し
よ
に
ん

、
走
り
集
ま
る
處
、
家
主
云
は
く
、

「
是
れ
、
失
火
・
放
火
等
の
疑
ひ
に
非
ず
。
偏ひ

と

へ
に
、
天
火
の
由よ

し

を
存
ず
。
」
と
云
々
》
。
後
文
に
據
る
と
、

翌
日
藤
太
夫
狂
亂
し
て
、
實
は
或
女
を
口
說

（
く
ど
）

い
た
が
、
鶴
が
岡
の
宮
に
納
む
べ
き
神
鏡
が
自
宅
に
在
る
を

憚
る
と
て
聽
入

（
き
き
い
）

れ
ぬ
故
、
彼
女
の
宅
と
思
ひ
放
火
し
た
ら
自
宅
ぢ
や
つ
た
と
自
白
し
た
の
で
、
賴
朝
神
威

の
嚴
重
な
る
に
驚
き
鶴
岡
上

下

宮

（
じ
や
う
げ
ぐ
う
）

へ
神
馬
二
疋
を
獻
じ
た
、
と
有
る
。
さ
て
福
本
日
南
に
曾
て
聞
い
た

は
、
筑
前
の
俗
傳
に
隕

星

（
ゐ
ん
せ
い
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
隕
石
。
］
が
落
ち
た
人
家
は
い
た
く
衰
え
る
か
、
き
わ
め

て
繁
昌
す
る
か
だ
と
云
ふ
、
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
神
怪
窈
冥
」
（
し
ん
か
い
よ
う
め
い
：
現
代
仮
名
遣
）
人
為
を
超
え
た
不
可
思
議
な

も
の
は
奥
深
く
て
測
り
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
を
言
う
。 

「
廬
阜
天
池
」
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
昌
吉
回
族
自
治
州
阜
康
市
に
あ
る
天
池
（
天
山
天
池
・
新

疆
天
池
と
も
呼
ぶ
）
。
ボ
ゴ
ダ
山
の
北
麓
に
あ
る
氷
河
湖
で
、
西
王
母
神
話
や
宗
教
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
民

族
民
俗
・
習
慣
で
知
ら
れ
、
そ
の
景
色
は
絶
佳
と
さ
れ
る
。 

『
異
苑
、「
晋
義
煕
十
一
年
、
京
都
火
災
大
行…

…

」
は
底
本
に
明
ら
か
に
誤
り
が
複
数
あ
る
こ
と
が
素
人

の
私
に
も
感
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
「
異
苑
」
の
影
印
本
の
当
該
部
で
特
異

的
に
訂
し
た
。
一
々
挙
げ
な
い
が
、
比
較
さ
れ
た
い
。「
異
苑
」
は
六
朝
の
宋
代
の
説
話
集
。
全
十
巻
。
劉

敬
叔
撰
。
現
存
の
テ
キ
ス
ト
は
明
代
に
改
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
『
津
逮
秘
書
』
及
び
『
学
津
討
源
』
と

い
う
二
つ
の
叢
書
に
収
録
さ
れ
い
る
も
の
が
最
も
よ
く
纏
ま
っ
て
い
る
。
六
朝
時
代
に
数
多
く
著
さ
れ
た

志
怪
小
説
の
一
つ
で
、
当
時
の
人
物
に
関
す
る
怪
奇
な
挿
話
や
、
民
間
に
伝
わ
る
超
自
然
的
な
説
話
か
ら

仏
教
説
話
に
も
亙
り
、
他
の
志
怪
物
と
比
べ
、
か
な
り
多
彩
で
あ
る
。
著
者
劉
敬
叔
は
彭
城
（
ほ
う
じ
ょ

う
）
県
（
現
在
の
江
蘇
省
）
の
人
で
、
宋
に
仕
え
、
文
帝
の
時
、
拝
謁
・
奏
上
の
取
次
な
ど
を
掌
っ
た
給

事
黄
門
郎
と
な
り
、
泰
始
年
間
（
四
六
五
年
～
四
七
一
年
）
に
病
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
小
学
館
「
日

本
大
百
科
全
書
」
に
拠
っ
た
）
。
私
の
非
常
に
好
き
な
作
品
で
あ
る
。
本
記
事
の
ブ
ロ
グ
で
の
公
開
後
、

先
のT

氏
よ
り
、『
熊
楠
は
類
書
か
ら
の
引
用
を
正
し
く
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
、
類
書
の
間
違
い

が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
異
苑
」
の
一
寸
変
な
の
は
、
「
類
聚
名
物
考
」
三
百
三
十
七
雑
十

二
「
災
異
」
の
「
〇
天
火
」
か
ら
取
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
』
と
お
教
え
下
さ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
添
え
て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
で
あ
る
。
再
拝
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。 

「
晉
の
義
煕
十
一
年
」
東
晋
の
元
号
。
四
一
五
年
。 

https://www.google.com/maps/place/Tianchi/@41.5743805,93.389572,5z/data=!4m5!3m4!1s0x38067da99ff51075:0x421d455885ceb510!8m2!3d43.887985!4d88.1364591
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/107
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=210074&page=67
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869577/391


「
京
都
」
東
晋
の
首
都
は
建
康
（
南
京
の
古
称
）。 

「
吳
界
」
呉
郡
と
の
堺
の
意
。 

「
信
幡
」
印
と
す
る
旗
。 

「
南
人
」
賤
人
の
意
か
。 

「
類
聚
名
物
考
」
既
注
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
。 

「
東
鏡
一
二
に
「
建
久
三
年
四
月
三
十
日
丑
尅
、
若
宮
職
掌
紀
藤
太
夫
宅
燒
亡…

…

」
こ
れ
も
底
本
に
引

用
の
不
備
が
あ
る
の
で
所
持
す
る
「
吾
妻
鏡
」
に
よ
っ
て
訂
し
て
あ
る
。
こ
の
話
、
「
吾
妻
鏡
」
で
は
、
か

な
り
け
っ
た
い
な
話
の
一
つ
と
し
て
、
か
な
り
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
こ
の
年
の
三
月
に
後
白

河
法
皇
が
崩
御
し
、
同
年
七
月
十
二
日
に
即
位
し
た
後
鳥
羽
天
皇
に
よ
っ
て
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ

ら
れ
た
、
そ
の
絶
妙
な
イ
ン
タ
ー
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
期
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
日
の
前

日
の
記
載
に
（
以
下
、
本
文
の
後
ろ
に
（ 
）
で
書
き
下
し
文
を
示
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

廿
九
日
庚
午
。
大
流
星
飛
行
云
々
。
天
文
所
示
。
吉
凶
難
定
者
歟
。 

（
廿
九
日
庚

か
の
え

午む
ま

。
大
流
星

だ
い
り
ゆ
う
せ
い

、
飛
行

ひ
ぎ
や
う

す
と
云
々
。
天
文

て
ん
も
ん

の
示
す
所
は
「
吉
凶
、
定
め
難
き
者
か
」
と
。） 

 
 

 

＊ 

と
い
う
異
変
が
記
さ
れ
て
あ
っ
て
（
「
天
文
」
は
天
文
学
的
変
異
を
占
う
天
文
家
）
、
次
が
深
夜
丑
三
つ
時

の
鶴
岡
八
幡
宮
の
神
楽
を
演
ず
る
役
の
者
で
あ
っ
た
「
紀
藤
大
夫
」
の
家
が
焼
け
落
ち
、
彼
が
ま
た
、
異

様
に
も
自
ら
、「
こ
れ
は
、
絶
対
に
、
天
の
神
が
つ
け
た
火
で
御
座
る
。
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
熊
楠
が
述
べ
る
通
り
、
実
は
、
そ
の
ま
た
翌
日
の
記
事
に
、 

 
 

 

＊ 

五
月
一
日
壬
申
。
鶴
岡
宮
備
供
祭
。
巫
女
職
掌
等
群
參
。
而
紀
藤
大
夫
俄
以
狂
亂
。
吐
詞
云
。
見
小
壺
楠

前
【
在
町
末
邊
女
云
々
。
】
日
來
通
艶
言
之
處
。
奉
鑄
神
鏡
。
安
家
中
。
近
日
欲
持
參
于
鶴
岡
宮
之
由
稱

之
。
不
許
容
之
間
。
去
廿
九
日
夜
。
雖
欲
令
燒
彼
家
。
依
指
合
默
止
畢
。
去
夜
取
松
明
。
出
行
之
時
。
思

彼
女
宅
之
由
。
燒
自
宅
云
々
。
則
義
慶
房
。
題
學
房
加
持
之
云
々
。 

（
五
月
一
日
壬

申

み
づ
の
え
さ
る

。
鶴
岡
宮
に
供ぐ

祭さ
い

を
備
ふ
。
巫
女
・
職
掌
等
、
群
參
す
。
而
る
に
、
紀
藤
大
夫
、
俄

か
に
以
つ
て
狂
亂
し
、
詞

こ
と
ば

を
吐
き
て
云
は
く
、 

「
小
壺
の
楠
前
【「
町ま

ち

末す
ゑ

の
邊
り
に
在
る
女
と
」
云
々
。
】
〕
を
見
て
、
日
來

ひ

ご

ろ

、
艶つ

や

言ご
と

を
通
ず
る
の
處
、
『
神

鏡
を
鑄い

奉
り
て
、
家
の
中う

ち

に
安や

す

ん
ず
。
近
日
、
鶴
岡
宮
に
持
參
せ
ん
と
欲
す
る
。
』
の
由
、
之
れ
を
稱
し

て
、
許
容
せ
ざ
る
間

あ
ひ
だ

、
去い

ん

ぬ
る
廿
九
日
の
夜
、『
彼か

の
家
を
燒
か
し
め
ん
。』
と
欲ほ

つ

す
と
雖
も
、
指
合

さ
し
あ
ひ

に
依

つ
て
、
默
止
し
畢を

は

ん
ぬ
。
去
ぬ
る
夜
、
松
明

た
い
ま
つ

を
取
り
て
、
出
で
行
く
の
時
、
彼か

の
女
の
宅
の
由
を
思
ひ
て
、

自
宅
を
、
燒
く
。」 

と
云
々
。 

 

則
ち
、
義
慶
房
・
題
學
房
、
之
れ
を
加
持
す
と
云
々
。） 

 
 

 

＊ 

と
い
う
大
珍
事
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
供
祭
」
は
神
仏
へ
御
供
え
物
を
し
て
祀
る
こ
と
を
指
す
。

「
小
壺
」
は
現
在
の
逗
子
市
小
坪
。
頼
朝
が
開
幕
以
来
最
大
の
危
機
を
迎
え
た
『
「
亀
の
前
」
事
件
』
で
彼

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1869577/391


女
を
最
初
に
隠
し
て
い
た
の
も
、
実
は
、
こ
こ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
の
サ
イ
ト
版
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之

七
」
の
「
飯
島
」
の
条
を
読
ま
れ
た
い
。「
指
合
に
依
て
默
止
し
」
と
は
「
差
し
支
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
止
め
た
」
の
意
。
或
い
は
先
の
「
大
流
星
」
が
気
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
発
狂
（
神
職
で

あ
る
者
の
過
度
の
淫
欲
の
罰
が
当
た
っ
た
と
概
ね
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
や
自
宅
へ
の
火
付
け
、
そ
う

し
て
、
そ
の
実
行
予
定
日
の
大
流
星
の
符
合
が
、
頼
朝
を
始
め
と
し
た
幕
閣
や
、
鎌
倉
の
民
草
総
て
に
、
神

意
の
恐
ろ
し
さ
を
告
げ
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
神
の
怒
り
を
鎮
め
ん
が
た
め
に
、
最
後
の
加
持
祈
禱
が
修
せ

ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
寧
ろ
、
私
は
、
先
に
太
字
に
し
た
部
分
か
ら
、
女
好
き
で
あ
っ
た
頼
朝
に
と

っ
て
は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
さ
れ
る
事
件
で
あ
っ
た
と
踏
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
、
未
だ
到
来
し
な
い
征
夷
大
将
軍
の
宣
旨
に
対
す
る
焦
燥
感
も
加
わ
っ
て
く
れ
ば
、
我
々
の
想
像
以
上
の

恐
懼
を
頼
朝
は
感
じ
た
に
違
い
な
い
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
意
想
外
に
深
刻
な
も
の
と
し
て
頼

朝
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
熊
楠
が
記
し
て
い
る
通
り
、
そ
の
発
狂
事
件
か
ら
、
十
一
日
後
の
、
五

月
十
二
日
の
条
に
、 

 
 

 

＊ 

十
二
日
癸
未
。
幕
下
令
奉
神
馬
二
疋
於
鶴
岡
上
下
宮
給
。
是
紀
藤
大
夫
所
爲
聞
食
及
間
。
神
威
巖
重
。
今

更
依
有
御
崇
重
。
如
此
云
々
。 

（
十
二
日

癸

未

み
づ
の
と
ひ
つ
じ

。
幕
下
、
神
馬
二
疋
を
、
鶴
岡
上
・
下
宮
に
奉
ら
し
め
給
ふ
。
是
れ
、
紀
藤
大
夫
が

所
爲

し

よ

ゐ

を
聞き

こ
し
食め

し
及
ぶ
の
間

あ
ひ
だ

、
神
威
の
巖
重
、
今
更
に
、
御
崇
重

ご
す
う
ち
や
う

有
る
に
依
り
て
、
此か

く
の
ご
と
し
と

云
々
。） 

 
 

 

＊ 

こ
と
か
ら
も
、
よ
く
判
る
と
私
は
感
ず
る
の
で
あ
る
。
言
っ
て
お
く
と
、
鎌
倉
史
は
私
の
三
十
五
年
来
の

守
備
範
囲
で
、
ど
素
人
で
は
な
い
。 

「
福
本
日
南
」
（
に
ち
な
ん 

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
～
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
）
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
政
治
家
・
史
論
家
。
ウ
ィ
キ
の
「
福
本
日
南
」
に
よ
れ
ば
、
勤
王
家
の
福
岡
藩
士
福
本
泰
風
の

長
男
と
し
て
福
岡
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
福
本
誠
。
司
法
省
法
学
校
（
東
京
大
学
法
学
部
の
前
身
）
に
入

学
し
た
が
、
「
賄
征
伐
」
事
件
（
寮
の
料
理
賄
い
へ
不
満
を
抱
き
、
校
長
を
排
斥
し
よ
う
と
し
た
事
件
）

で
原
敬
・
陸
羯
南
ら
と
と
も
に
退
校
処
分
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
『
北
海
道
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
開
拓
に
情

熱
を
注
ぎ
』
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
同
じ
『
南
進
論
者
で
あ
る
菅
沼
貞
風
と
知
友
と
な
り
、
当

時
ス
ペ
イ
ン
領
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
菅
沼
と
共
に
渡
っ
た
が
、
菅
沼
が
現
地
で
急
死
し
た

た
め
、
計
画
は
途
絶
し
た
』
。
『
帰
国
後
、
政
教
社
同
人
を
経
て
』
、
翌
明
治
二
十
二
年
に
は
陸
羯
南
ら
と

『
新
聞
『
日
本
』
を
創
刊
し
、
数
多
く
の
政
治
論
評
を
執
筆
す
る
。
日
本
新
聞
社
の
後
輩
に
は
正
岡
子
規

が
お
り
、
子
規
は
生
涯
日
南
を
尊
敬
し
て
い
た
と
い
う
』
明
治
二
十
四
年
に
は
、
発
起
人
の
一
人
と
な
っ

て
『
ア
ジ
ア
諸
国
お
よ
び
南
洋
群
島
と
の
通
商
・
移
民
の
た
め
の
研
究
団
体
で
あ
る
東
邦
協
会
を
設
立
』
、

『
そ
の
後
、
孫
文
の
中
国
革
命
運
動
の
支
援
に
も
情
熱
を
注
い
で
い
る
』
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
、

『
招
か
れ
て
』
、
『
玄
洋
社
系
の
「
九
州
日
報
」
（
福
陵
新
報
の
後
身
、
西
日
本
新
聞
の
前
身
）
の
主
筆
兼

社
長
に
就
任
』
、
二
年
後
の
第
十
回
『
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
憲
政
本
党
か
ら
立
候
補
し
』
て
当
選
し
た
。

一
方
、
同
年
に
「
元
禄
快
挙
録
」
の
連
載
を
『
九
州
日
報
』
紙
上
で
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
赤
穂
浪

http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html
http://yab.o.oo7.jp/kamakurasi7.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E6%9C%AC%E6%97%A5%E5%8D%97


士
称
讃
の
立
場
に
た
つ
日
南
が
』
、
「
忠
臣
蔵
」
の
『
巷
説
・
俗
説
を
排
し
て
』
、『
史
実
を
き
わ
め
よ
う
と

著
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
露
戦
争
後
の
近
代
日
本
に
お
け
る
忠
臣
蔵
観
の
代
表
的
見
解
を
示
し
』
、
『
現

在
の
』
「
忠
臣
蔵
」
の
『
ス
タ
イ
ル
・
評
価
を
確
立
』
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
彼
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
南
方
熊
楠
と
出
会
い
、

こ
の
時
の
交
遊
を
描
い
た
随
筆
「
出
て
き
た
歟か

」
を
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に

連
載
、
こ
れ
が
ま
さ
に
熊
楠
を
日
本
に
初
め
て
紹
介
し
た
記
事
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。］ 

  

（
神
燈
）
。
唐
の
釋
道
宣
の
列
塔
像
神
瑞
迹
に
、
「
簡
州
三
學
山
寺
、
有
佛
跡
、
每
夜
神
燈
在
空
、
遠
見

近
滅
、
至
大
齋
夜
、
其
燈
則
多
」
《
簡
州
の
三
學
山
寺
に
、
佛
跡
有
り
。
每
夜
、
神
燈
、
空
に
在
り
、
遠

き
は
見
え
、
近
き
は
滅き

ゆ
。
大
齋

だ
い
さ
い

の
夜
に
至
れ
ば
、
そ
の
燈
、
則
ち
、
多
し
。
》
。
淵
鑑
類
函
三
六
〇
に
、

「
孔
帖
、
唐
玄
宗
朝
謁
亳
州
太
淸
、
上
尊
號
、
是
夜
神
燈
現
」
《
「
孔
帖
」
に
、
『
唐
の
玄
宗
、
亳
州

は
く
し
う

の
太

淸
に
朝
謁
し
、
尊
號
を

上
た
て
ま
つ

ら
る
。
是こ

の
夜
、
神
燈
、
現
ず
。』
と
。
》。
韻
府
二
五
に
、
朱
子
の
方
廣
聖
燈

の
詩
、
「
神
照
燈
夜
惟
聞
說
、
皓
月
當
空
不
用
尋
」
《
神
燈 

夜
を
照
ら
す
こ
と 

惟た

だ
聞
說

ぶ
ん
せ
つ

す
る
の
み 

皎
月 

空
に
當
り
て 

尋
ぬ
る
を
用
い
ず
》。
是
で
聖
燈
神
燈
は
同
一
物
と
判
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
釋
道
宣
の
列
塔
像
神
瑞
迹
」
初
唐
の
律
宗
僧
で
南
山
律
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
宣

（
五
九
六
年
～
六
六
七
年
）
の
「
広
弘
明
集

こ
う
ぐ
め
い
し
ゅ
う

」
の
中
の
巻
十
五
の
「
仏
徳
篇
」
中
の
一
篇
ら
し
い
。 

「
簡
州
」
唐
代
か
ら
民
国
初
年
に
か
け
て
現
在
の
四
川
省
成
都
市
簡
陽
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）
一
帯
に
置
か
れ
た
州
。 

『
朱
子
の
方
廣
聖
燈
の
詩
、「
神
照
燈
夜
惟
聞
說
、
皓
月
當
空
不
用
尋
」
』
底
本
で
は
「
神
」
は
「
仙
」
で

あ
る
が
、
朱
熹
の
詩
篇
文
字
列
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
信
頼
出
来
る
サ
イ
ト
で
「
神
」
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
た
の
で
、
訂
し
た
。］ 

  

（
仙
燈
）
。
韻
府
二
五
、
丁
復
送
僧
過
廬
山
《
僧
の
應
山
を
過
ぐ
る
を
送
る
》
詩
に
、「
仙
燈
夜
半
天
人

落
、
佛
屋
春
深
海
客
過
」
《
仙
燈 

夜
半
に 

天
人 

落
ち 

佛
屋 

春
深
く
し
て 

海
客 

過
ぐ
》
。
隱

居
通
議
の
、
廬
阜
の
文
珠
の
天
燈
を
云
ふ
の
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
丁
復
」
元
代
の
詩
人
。
こ
の
詩
は
中
国
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
詩
の
よ
う
で
あ

る
。］ 

  

（
文
珠
燈
）
韻
府
二
五
に
、
周
必
大
天
池
觀
文
珠
燈
（
天
池
に
文
珠
燈
を
觀
る
）
詩
を
抄
載
す
。
倭
漢

三
才
圖
會
七
七
、
天
の
橋
立
の
松
林
の
中
有
文
珠
堂
、
自
海
底
出
現
云
々
、
每
月
十
六
日
夜
半
後
、
丑
寅

方
海
澳
出
龍
火
、
浮
寄
堂
北
邊
、
正
五
九
月
十
六
夜
則
一
火
天
降
、
謂
天
燈
、
又
一
燈
者
名
伊
勢
御
燈
者
、

堂
前
有
松
一
株
、
名
御
燈
松
（
拾
芥
抄
云
、
智
恩
寺
ハ
丹
後
九
世
ノ

戶
ノ

文
珠
、
天
龍
六
齋
供
燈
明
云
々
）

《
「
松
林
の
中
に
文
珠
堂
有
り
。
海
底
よ
り
出
現
あ
り
し
」
云
々
。
「
每
月
十
六
日
の
夜
半
の
後の

ち

に
、
丑
寅

の
方
の
海-

澳

を

き

よ
り
、
龍
火
を
出
だ
す
。
堂
の
北
邊
に
浮
き
寄
る
。
正
・
五
・
九
月
の
十
六
夜
に
は
、
則
ち
、

一
火
、
天
よ
り
降く

だ

る
。
之
れ
を
「
天
燈
」
と
謂
ふ
。
又
、
一
燈
、
「
伊
勢
の
御
燈
」
と
名
づ
く
る
者
有
り
、

堂
の
前
に
松
一
株
有
り
、
「
御
燈
」
の
松
と
名
づ
く
【
「
拾
芥
抄
」
に
云
は
く
、
『
智
恩
寺
は
丹
後
九
世
の

https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81+%E6%88%90%E9%83%BD%E5%B8%82+%E7%B0%A1%E9%99%BD%E5%B8%82/@28.6706962,107.3877434,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x36ee4697438982d1:0xfb869ff1c4227ef8!8m2!3d30.4113299!4d104.54733


戶
の
文
珠
。
天
龍
、
六
齋
、
燈
明
を
供

き
よ
う

す
』
云
々
）
】
。
》
妙
法
蓮
華
經
の
提
婆
達
多
品
に
、
智

積

（
ち
し
や
く
）

菩
薩
、

多
寶
如
來
に
本
土
寶
淨
國
に
還
ら
ん
こ
と
を
勸
め
る
と
、
「
釋
迦
牟
尼
佛
、
告
智
積
曰
、
善
男
子
、
且
待

須
臾
、
此
有
菩
薩
名
文
珠
師
利
、
可
與
相
見
、
論
說
妙
法
、
可
還
本
土
、
爾
時
文
珠
師
利
坐
千
葉
蓮
華
、

大
如
車
輪
、
俱
來
菩
薩
亦
坐
寶
蓮
華
、
從
於
大
海
裟
竭
羅
龍
宮
、
自
然
涌
出
、
住
虛
空
中
、
詣
靈
鷲
山
」

《
釋
迦
牟
尼
佛
、
智
積
に
告
げ
て
曰
は
く
、
「
善
男
子
、
且
つ
、
須
臾

し

ば

ら

く
待
て
。
此こ

こ

に
菩
薩
有
り
、

『
文
珠
師
利

も

ん

じ

ゆ

し

り

』
と
名
づ
く
。
共
に
相
ひ
見
る
べ
く
、
妙
法
を
論
說
し
て
、
本
土
に
還
る
べ
し
。
」
と
。
爾そ

の
時
、
文
珠
師
利
は
、
千
葉

せ
ん
え
ふ

の
蓮
華
、
大
な
る
こ
と
、
車
輪
の
ご
と
き
に
坐
す
。
俱と

も

に
來
た
り
し
菩
薩
も
、

亦
、
寶
蓮
華

は

う

れ
ん

げ

に
坐
し
、
大
海
の
裟
竭
羅
龍
宮

し
や
か
つ
ら
り
ゆ
う
ぐ
う

よ
り
自
然
に
涌
き
出
だ
し
、
虛
空
の
中う

ち

に
住
み
、
靈

鷲

山

り
や
う
し
ゆ
う
せ
ん

に
詣い

た

る
。》
。
其
か
ら
智
積
が
法
華
經
の
力
を
問
ふ
に
答
へ
て
、
娑
竭
龍
王
の

女
（
む
す
め
）

八
歲
な
る
が
、
此
經
を

持
し
た
功
德
で
忽
ち
男
子

（
な
ん
し
）

と
化

（
な
）

り
成
佛
し
た
由
を
述
べ
居
る
。
こ
の
他
に
も
、
諸
經
に
天
と
龍
が
文
珠

を
敬
禮
す
る
話
多
く
、
ネ
パ
ウ
ル
國
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ネ
パ
ー
ル
。
］
の
古
傳
に
、
初
め
毘
婆
尸
佛

ヴ
イ
バ
シ
イ
ぶ
つ

が

龍
住
池

ナ

ガ

ヴ
ア

サ

に
蓮
を
種
え
る
と
、
獨
一
法
身

ア

ジ

ブ

ツ

ダ

が
其
蓮
華
か
ら
火

熖

身

ジ
ヨ
チ
ル
ブ
ブ
ツ
ダ

を
化
出

け
し
ゆ
つ

し
、
此
火
今
に
燃
居

（
も
え
を
）

る
。

唯
一
法
身

ア

ヂ

ブ

ツ

ダ

の
后

き
さ
き

般
若
水

プ

ラ

ジ
ユ

ナ

と
現げ

ん

じ
た
時
、
火
熖
佛
出
て
來
た
の
で
、
文
珠
菩
薩
か
の
聖
火
（

乃
（
す
な
は
）

ち
火
熖

佛
）
の
上
に
無
骨
身
塔

チ

ア

イ

チ

ア

を
建
て
ん
と
す
る
に
水
出
て
止
ま
ず
、
石
を

据
（
す
ゑ
）

る
事
成
ら
ず
。
文
珠
精
誠
念
誦

し
て
甫は

じ

め
て
水
止
ま
り
、
塔
を
築
き
得
た
と
有
る
（
一
八
四
二
年
板
ベ
ン
ガ
ル
亞
細
亞
協
會
雜
誌
卷
一
二
、

ホ
ジ
ソ
ン
譯
ネ
パ
ー
ル
國
經
四
〇
二
頁
）
。
何
だ
か
夢
の
樣
な
譚
だ
が
、
彼
國
で
も
文
珠
は
多
少
龍
と
火

に
關
係
あ
る
證
〔
あ
か
し
〕
と
は
成
る
。
此

樣

（
こ
の
や
う
）

に
文
珠
と
龍
と
緣
が
切
れ
ぬ
所
か
ら
、
切
戶

（
き
れ
と
）

（
一
名

九
世
戶

（
く
せ
の
と
）

）
へ
天
燈
な
ど

點
（
と
も
）

る
と
云
ふ
た
の
で
、
此
等
の
名
は
文
珠
燈
と
俱
に
支
那
傳
來
に
外
な
ら
じ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
倭
漢
三
才
圖
會
」
は
所
持
す
る
原
本
と
比
較
対
照
し
た
。
【 
】
で
示
し
た
の
は
そ

の
原
本
の
二
行
割
注
部
で
あ
る
。］ 

  

（
聖
燈
）
。
田
中
由
恭
の
祇
園
南
海
先
生
詩
集
三
、「
遊
紀
三
井
山
」
《
紀き

の
三
井

み

ゐ

に
遊
ぶ
》
詩
、
「
昌
國

一
燈
傳
聖
燄
」
《
昌
國

し
や
う
こ
く

の
一
燈 

聖
燄

し
や
う
え
ん

を
傳
ふ
》
の
句
の
注
に
、
「
補
陀
落
山
在
昌
國
縣
海
中
、
其
八
景

中
有
洛
伽
燈
火
蓮
洋
古
渡
」
《
補
陀
落
山

ふ

だ

ら

く

さ

ん

は
昌
國
縣
の
海
中
に
在
り
。
其
の
八
景
の
中う

ち

に
、
洛
伽

ら

く

か

の
燈
火
、

蓮
洋
の
古
き
渡
し
、
有
り
。
》。
こ
の
洛
伽
燈
は
果
し
て
紀
三
井
山
の
龍
燈
と
同
樣
の
物
か
否
か
分
ら
ぬ
が
、

兎
に
角
南
海
が
紀
三

（
き
み
）

の
龍
燈
を
聖
燄
と
做し

た
の
は
、
支
那
で
龍
燈
を
聖
燈
と
呼
ぶ
例
あ
る
に
據
つ
た
の
で
、

上
に
引
い
た
廣
輿
記
に
、
蓬
州
の
山
燈
の
最
も
異
な
る
奴や

つ

を
「
土
人
呼
爲
聖
燈
」
《
土
人
、
呼
ん
で
聖
燈

と
爲
す
。
》
と
あ
り
、
朱
子
の
方
廣
聖
燈
の
詩
も
、
上
の
神
燈
の
條
に
既
に
言
う
た
。
韻
府
二
五
、
宋
史

渤
海
國
傳
、
「
拜
聖
燈
五
臺
之
上
」
《
聖
燈
を
五
臺
の
上
に
拜
す
》
、
ま
た
上
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
の
」
の

脱
字
か
。
］
廬
山
紀
事
、
「
天
池
文
殊
院
西
、
有
聖
燈
巖
」
《
天
池
は
文
殊
院
の
西
。
聖
燈
巖
有
り
。
》
、
ま

た
淸
凉
山
志

（
せ
い
り
や
う
さ
ん
し
）

、「
張
商
英
來
游
、
至
眞
容
院
、
僧
曰
、
此
處
有
聖
燈
、
商
英
乃
稽
首
默
禱
、
酉
後
見
黃
金

寶
階
、
戌
初
北
山
有
大
火
炬
、
僧
曰
、
聖
燈
也
」
《
張
商
英
、
來
游
し
て
眞
容
院
に
至
る
。
僧
曰
は
く
、

「
此
處

こ

こ

に
聖
燈
有
り
。
」
と
。
商
英
、
乃

す
な
は

ち
、
稽
首
默
禱
す
。

酉
と
り
の
こ
く

の
後
、
黃
金
の
寶
階
を
見
、

戌
い
ぬ
の
こ
く

の
初
め
、
北
山
に
大
火
炬

だ
い
く
わ
き
よ

有
り
。
僧
曰
は
く
、「
聖
燈
な
り
。」
と
。
》
、
孔
武
仲
宿
天
池
《
天
地
に
宿し

ゆ

す
》

詩
、
「
聖
燈
稍
々
出
、
弄
影
何
窈
窕
」
《
聖
燈
は
稍

々

し
よ
う
し
よ
う

と
出
で 

影
を
弄
ぶ
こ
と 

何
ぞ
窈
窕

え
う
ち
や
う

た
る
》
。

慈
覺
大
師
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
三
に
、
五
臺
山
に
上
っ
た
時
、
「
初
夜
臺
東
、
隔
一
谷
嶺
上
、
空
中
見
聖



燈
一
盞
、
衆
人
同
見
禮
拜
、
其
燈
光
初
大
如
鉢
許
、
後
漸
大
如
小
屋
、
大
衆
至
心
高
聲
唱
大
聖
號
、
更
有

一
盞
燈
、
近
谷
現
、
亦
初
如
笠
而
漸
大
、
兩
燈
相
去
遠
望
十
丈
許
、
燈
火
熖
然
、
直
至
半
夜
沒
而
現
矣
」

《
初
夜
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
午
後
六
時
か
ら
九
時
頃
。
］
、
臺
の
東
、
一
谷
を
隔
つ
る
嶺
上
に
、
空
中
に
聖

燈
一
盞

い
つ
せ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
「
一
つ
の
小
さ
な
盃
ほ
ど
の
丸
い
光
り
の
球
」
の
意
。
］
あ
る
を
見

る
。
衆
人

し
ゆ
じ
ん

、
同
じ
く
見
て
禮
拜

ら
い
は
い

す
。
其
の
燈
光
、
初
め
、
大
い
さ
、
鉢
許ば

か

り
の
ご
と
く
、
後の

ち

、

漸
や
う
や
う

、
大

い
さ
、
小
屋
の
ご
と
し
。
大
衆
は
、
至
心
も
て
、
高
聲
に
「
大
聖

た
い
せ
い

」
の
號み

な

を
唱と

な

ふ
。
更
に
、
一
盞
の
燈
、

有
り
、
谷
に
近
く
現
ず
。
亦
、
初
め
、
笠
の
ご
と
く
し
て
、
後
、
漸
、
大
た
り
。
兩
燈
、
相
ひ
去
る
こ
と
、

遠
く
望
む
に
、
十
丈
許
り
、
燈
火
、
熖
然
と
し
て
、
直ぢ

き

に
半
夜
に
至
り
、
沒
し
て
、
現
ぜ
ず
。
》
。
是
は
羅

馬
人
の
所
謂
カ
ス
ト
ル
及
ポ
ル
ク
ス
の
火
だ
ら
う
（
下
を
見
よ
）
。
大
淸
一
統
志
一
四
八
、
「
商
州
聖
燈
龕
、

在
鎭
安
縣
北
三
十
里
、
相
傳
每
良
夜
、
常
見
燈
懸
崖
畔
因
名
」
《
商
州
の
聖
燈
龕

し
や
う
と
う
が
ん

は
鎭
安
縣
の
北
三
十
里

に
在
り
。
相
ひ
傳
ふ
、
良
夜
每
に
、
常
に
、
燈
の
、
崖
畔

が
い
は
ん

に
懸
か
る
を
見
る
、
因
つ
て
名
づ
く
と
。
》
。
前

述
支
那
土
耳
其
斯
坦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
。
］
の

燈

巖

ラ
ン
プ
・
ロ
ツ
ク

の
如
く
、
月
明
か
な
夜
每
に

其
光
を
反
射
し
て
點
燈
し
た
樣
見
え
る
の
で
あ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淸
凉
山
志
」
明
の
釈
鎮
澄
撰
の
山
西
省
五
台
県
の
東
北
に
あ
る
五
台
山
の
仏
教
的

地
誌
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
淸
凉
山
志
」
中
の
「
酉
後
見
黃
金
寶
階
」
の
「
階
」
は
底
本
も

「
選
集
」
も
「
堦
」
で
あ
る
が
、
信
頼
出
来
る
複
数
の
サ
イ
ト
で
「
階
」
と
す
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
採
用

し
た
。 

「
カ
ス
ト
ル
及
ポ
ル
ク
ス
の
火
」
双
子
座
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ポ
リ
ュ
デ
ウ
ケ
ー
ス
は
ボ
ク
シ
ン
グ
の
名

手
で
、
兄
の
カ
ス
ト
ー
ル
と
協
力
し
、
数
々
の
手
柄
を
た
て
た
。
ポ
リ
ュ
デ
ウ
ケ
ー
ス
は
神
の
血
を
受
け

継
い
で
不
死
身
だ
っ
た
が
、
人
間
だ
っ
た
兄
が
戦
死
し
て
し
ま
い
、
神
に
慈
悲
を
乞
う
て
、
兄
と
と
も
に

天
に
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
ロ
ー
マ
神
話
が
あ
る
（
ウ
ィ
キ
の
「
ポ
リ
ュ
デ
ウ
ケ
ー
ス
」
に
拠
っ

た
）。
］ 

  

（
菩
薩
燈
）
。
斯
樣

こ

ん

な
名
は
無
い
が
、
龍
燈
を
菩
薩
が
空
中
に
放
光
す
と
見
た
の
だ
か
ら
、
此
名
を
用

ひ
て
も
差
支
な
か
ら
う
。
宋
高
僧
傳
一
五
、
唐
朝
の
僧
鑑
源
の
傳
に
、
「
其
山
寺
（
漢
州
開
照
寺
）
云
々
、

有
慧
觀
禪
師
、
見
三
百
餘
僧
、
持
蓮
燈
凌
空
而
去
、
歷
々
若
流
星
焉
、
開
元
中
崔
冀
公
寧
疑
其
妖
妄
、
躬

自
入
山
宿
、
預
禁
山
四
方
面
各
三
十
里
火
光
、
至
第
三
夜
、
有
百
餘
支
燈
現
、
兼
紅
光
可
千
尺
餘
、
冀
公

蹷
然
作
禮
、
歎
未
曾
有
、
時
松
間
出
金
色
手
、
長
七
尺
許
、
有
二
菩
薩
、
黃
白
金
色
閃
爍
然
、
復
庭
前
柏

樹
上
、
晝
現
一
燈
、
其
明
如
日
、
橫
布
玻
瓈
山
可
三
里
所
、
寶
珠
一
顆
圓
一
丈
、
熠
爚
可
愛
、
西
嶺
山
門

懸
大
虹
橋
、
橋
上
梵
僧
老
叟
童
子
間
、
出
有
二
炬
爛
然
空
中
、
如
相
迎
送
交
過
之
狀
、
下
有
四
菩
薩
、
兩

兩
偶
立
、
放
通
身
光
、
可
髙
六
七
十
尺
。
復
見
大
松
林
、
後
忽
有
寺
、
額
篆
書
三
學
字
、
又
燈
下
埀
繡
帶

二
條
、
東
林
之
間
夜
出
金
山
、
月
當
于
午
、
金
銀
二
色
燈
、
列
於
知
鉉
師
墳
側
、
韋
南
康
臯
、
每
三
月
就

寺
設
三
百
菩
薩
大
齋
、
菩
薩
現
形
捧
燈
、
僧
持
香
燈
、
引
挹
之
爐
、
在
寺
門
矣
《
「
其
の
山
寺
（
漢
州
の

開
照
寺
）
」
云
々
、
「
慧
觀

ゑ
く
わ
ん

禪
師
有
り
、
三
百
餘
の
僧
、
蓮
燈
を
持
し
て
空そ

ら

を
凌わ

た

り
て
去
る
を
見
る
。
歷
々

と
し
て
流
星
の
ご
と
し
。
開
元
中
、
崔
冀
公

さ

い

き
こ

う

、
「
寧な

ん

ぞ
、
其
れ
、
妖
妄

え
う
ま
う

な
ら
ん
や
。
」
と
疑
ひ
、
躬-

自

み

づ

か

ら
山

に
入
り
て
宿

し
ゆ
く

し
、

預
あ
ら
か
じ

め
、
山
の
四
方
面
、
各
々
、
三
十
里
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
唐
代
の
一
里
は
五
百
五

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%83%A5%E3%83%87%E3%82%A6%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B9


十
九
・
八
メ
ー
ト
ル
。
十
六
・
七
九
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
。
］
の
火
光
を
禁
ず
。
第
三
夜
に
至
り
て
、

百
餘
支
の
燈
、
現
じ
、
兼
ね
て
、
紅
光
、
千
尺
餘
た
り
。
冀
公
、
蹶
然

け
つ
ぜ
ん

と
し
て
禮
を
作な

し
、
「
未
だ
曾
て

あ
ら
ず
。
」
と
歎
ず
。
時
に
松
の
間

あ
ひ
だ

に
、
金
色
の
手
、
長
さ
七
尺
許
り
な
る
が
、
出
づ
。
二
菩
薩
、
有
り

て
、
黃
・
白
・
金
、
色
、
閃
爍

せ
ん
し
や
く

た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
る
く
照
り
輝
く
さ
ま
。
］
。
然し

か

る
に
、
又
、
庭

前
の
柏
樹
の
上
に
、
晝
、
一
燈
を
現
ず
。
其
の
明
る
き
こ
と
、
日
の
ご
と
く
、
橫
ざ
ま
に
玻
瓈

は

り

［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
「
玻
璃
」
に
同
じ
。
水
晶
。
］
を
布し

く
。
山
の
三
里
の
所
に
、
寶
珠
、
一
顆
あ
り
、
圓ま

ろ

さ
一
丈
、

熠
爚

し
ふ
や
く
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
は
っ
き
り
と
光
り
輝
く
火
の
光
り
。
］
と
し
て
愛
す
べ
し
。
西
嶺
の
山
門
に
は
、

大
虹
橋
、
懸
か
り
、
橋
上
に
梵
僧
・
老
叟

ら
う
さ
う

・
童
子
、
間ま

じ

は
り
て
出
づ
る
。
二
つ
の
炬
あ
り
、
空
中
に
爛
然

と
し
て
、
相
ひ
迎
へ
送
り
て
、
交
は
り
過
ぐ
る
狀さ

ま

の
ご
と
し
。
下
に
四
菩
薩
有
り
て
、
兩
々

ふ
た
つ
な
が

ら
偶な

ら

び
て
立

ち
て
、
通
身

つ
う
し
ん

、
光
を
放
つ
。
髙
さ
六
、
七
十
尺
ば
か
り
な
り
。
復
た
、
大
松
林
の
後
ろ
に
、
忽
ち
、
寺
額

有
る
を
見
る
。「
三
學
」
の
字
を
篆
書
し
、
又
、
燈
下
に

繡
ぬ
ひ
と
り

の
帶
二
條
を
埀た

る
。
東
林
の
間
に
は
、
夜
、

金
山
を
出
だ
す
。
月
の

午
み
な
み

す
る
に
當
た
り
て
、
金
銀
二
色
の
燈
、
知
鉉

ち

げ

ん

師
の
墳は

か

の

側
か
た
は

ら
に
列な

ら

ぶ
。

韋
南
康
皐

い
な
ん
こ
う
こ
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
韋
皐
」
は
唐
代
の
官
人
の
姓
名
。
「
南
康
」
は
地
名
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
っ

と
珍
し
い
表
記
で
あ
る
。
］、
三
月
每

み

つ

き
ご

と

に
寺
に
就
い
て
三
百
菩
薩
の
大
齋
を
設
く
る
に
、
菩
薩
、
形
を
現
じ

て
、
燈
を
捧
ぐ
。
僧
、
香
燈
を
持じ

し
、
引
き
挹う

つ

し
た
る
鑪ろ

、
寺
門
に
在
り
。
」
と
。
》
。
餘
り
大
層
な
話
で
、

ど
う
も
僧
輩
が
結
構

し

く

ん

で
し
た
事
と
し
か
解
し
得
ぬ
が
、
菩
薩
が
燈
を
捧
げ
て
出
た
時
、
僧
が
香
爐
（
線
香

か
）
を
以
て
其
火
を
香
爐
に
挹う

つ

し
、
今
に
寺
門
に
存
す
と
云
ふ
の
は
、
後
文
に
出
す
べ
き
エ
ル
サ
レ
ム
の

聖
火
の
事
と
同
じ
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
長
大
な
引
用
に
つ
い
て
は
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
「
宋
高
僧
傳
」
の

影
印
本
の
当
該
条
を
視
認
し
（
引
用
の
開
始
は
次
の
丁
か
ら
）
、
底
本
と
も
「
選
集
」
と
も
違
う
よ
り
正
確

と
判
断
し
た
原
文
を
示
し
た
（
表
記
は
そ
の
影
印
本
に
従
っ
た
）
。
ま
た
、
訓
読
も
私
が
よ
し
と
す
る
読
み

で
示
し
た
。
読
ん
で
い
て
、
最
後
の
「
鑪
」
が
よ
く
判
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
熊
楠
が
指
示
す
る
「
香
爐
」

で
腑
に
落
ち
た
。
な
お
、
「
宋
高
僧
傳
は
唐
・
五
代
・
北
宋
初
期
の
高
僧
の
伝
記
を
集
め
た
書
物
で
、
全
三

十
巻
。
北
宋
の
賛
寧
に
よ
る
奉
勅
撰
に
し
て
九
八
八
年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。］ 

  

斯
種
々
の
支
那
名
が
有
り
、
又
本
邦
と
同
物
を
指
す
龍
燈
な
る
名
が
確
か
に
支
那
に
在
つ
た
と
云
ふ
證

據
は
未
だ
見
出
さ
ぬ
が
、
便
宜
の
爲
以
下
書
物
か
ら
引
く
每
に

各

（
お
の
お
の
）

其
書
に
用
ひ
た
通
り
の
火
の
名
を

用
ひ
、
一
汎
に
法
類
の
火
を
指
す
時
は
龍
燈
の
名
を
用
ひ
る
事
と
す
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
法
類
」
は
「
選
集
」
で
は
『
こ
の
類
』
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
出
の
不
思

議
な
「
火
」
は
圧
倒
的
に
仏
教
絡
み
で
あ
る
か
ら
し
て
、
「
法
」
で
も
何
ら
違
和
感
は
な
い
。
但
し
、
中

国
や
本
邦
の
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
怪
火
と
し
て
、
凶
悪
な
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
を
「
龍
燈
」
と

は
区
別
し
て
絶
対
に
そ
う
は
呼
ば
な
い
し
、
あ
る
種
の
怪
火
の
伝
承
に
は
、
こ
の
世
に
怨
念
や
未
練
を
残

し
た
亡
者
が
悪
鬼
と
な
っ
て
怪
火
を
成
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も
多
く
見
ら
れ
（
仏
の
慈
悲
で
目
出
度
く

往
生
す
る
話
も
あ
る
）、
こ
れ
も
ま
た
、
仏
教
範
疇
の
辺
縁
に
あ
る
も
の
も
多
い
。］ 

  

扨
（
さ
て
）

龍
燈
は
、
多
く
は
高
空
中
又
は
樹
と
か
塔
と
か
高
い
物
の
尖さ

き

へ
出
る
樣
だ
。
吾
邦
の
例
は
尾
芝
君

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=1553&page=97
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=1553&page=97
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=1553&page=98


既
に
擧
げ
た
か
ら
今
更
復
言
は
ず
と
し
て
、
續
高
僧
傳
四
に
、
摩
竭
陀

ま

か

だ

國
の
鷄

足

山

（
け
い
そ
く
せ
ん
）

、
「
頂
樹
大
塔
、
夜

放
神
炬
、
光
明
通
照
、
即
大
迦
葉
波
寂
定
所
也
」
《
頂
き
に
大
塔
を
樹た

つ
。
夜
、
神
炬
を
放
ち
て
、
光
明
、

通
あ
ま
ね

く
照
ら
す
。
即
ち
、
大
迦
葉
波

だ

い

か

せ

う

は

の
寂

定

じ
や
う
じ
や
う

せ
る
所
な
り
。
》
。
西
域
記
九
に
は
、
山
上
に
塔
を
建
つ
、
靜

か
な
夜
こ
れ
を
遠
望
す
る
と

炬

（
た
い
ま
つ
）

の
ご
と
き
明
光
有
る
も
、
山
を
登
れ
ば
何
も
見
え
ぬ
と
有
る
。
三
寶

感
通
錄
二
に
、
「
簡
州
三
學
山
寺
有
佛
跡
、
常
有
神
燈
、
自
空
而
現
、
每
夕
常
爾
、
齋
日
則
多
、
州
宰
、

意
欲
尋
之
、
乘
馬
來
寺
、
十
里
已
外
、
空
燈
列
現
、
漸
近
漸
昧
、
遂
竝
失
之
、
返
還
十
里
、
如
前
還
現
、

至
今
不
絕
」
《
簡
州
の
三
學
山
寺
に
佛
跡
有
り
。
常
に
神
燈
の
空
よ
り
し
て
現
ず
。
每
夕
、
常
に
爾し

か

り
。

齋
日
は
、
則
ち
、
多
し
。
州
宰
、
之
れ
を
尋
ね
ん
と
す
る
意
を
欲ほ

つ

し
、
馬
に
乘
り
て
寺
に
來
た
る
。
十
里

已
外
よ
り
、
空
燈
、
列
び
現
じ
、

漸
や
う
や
う

近
づ
け
ば
、
漸
、
昧く

ら

く
、
遂
に
、
竝
び
て
、
之
れ
を
失
ふ
。
返-

還

か

へ

る
こ
と
十
里
、
前さ

き

の
ご
と
く
、
復
た
、
現
ず
。
今
に
至
る
も
絕
え
ず
。
》
。
隋
の
王

劭

（
わ
う
せ
う
）

の
舍
利
感
應
記
に
、

「
蒲
州
、
栖
嚴
寺
起
塔
（
仁
壽
元
年
の
事
）
。
十
月
十
三
夜
、
浮
圖
上
又
有
光
、
如
三
佛
像
、
竝
高
尺
、

停
住
久
之
」
《
蒲
州
、
栖
嚴
寺

せ

い

が
ん

じ

に
塔
を
起
つ
（
仁
壽
元
年
の
事
）。
十
月
の
十
三
夜
、
浮
圖
の
上
に
、
又
、

光
り
有
り
、
三
佛
の
像
の
ご
と
く
、
竝
び
の
高
さ
尺
に
し
て
、
停
住
す
る
こ
と
之
れ
を
久
し
う
す
。
》
。
此

塔
よ
り
夜
分
光
を
出
す
、
「
諸
光
多
紫
赤
、
而
見
者
色
狀
不
必
同
、
或
云
大
電
、
或
云
如
燎
火
、
其
都
無

所
見
者
十
二
三
、
有
婦
人
、
抱
新
死
小
兒
、
來
乞
救
護
、
至
夜
便
蘇
、
遇
燈
光
照
以
愈
疾
者
非
一
」
《
諸

光
、
多
く
、
紫
赤
に
し
て
、
見
る
者
、
而
し
て
、
色
・
狀
、
必
ず
し
も
同
じ
か
ら
ず
。
或
い
は
大
電

い
な
づ
ま

の
ご

と
し
と
云
ひ
、
或
い
は
燎
火

か
が
り
び

の
ご
と
し
と
云
ふ
。
そ
の
都す

べ

て
見
る
こ
と
な
き
者
は
、
十
に
二
、
三
な
り
。

婦
人
有
り
、
新
た
に
死
せ
し
小
兒
を
抱
き
、
來
た
つ
て
救
護
を
乞
ふ
に
、
夜
に
至
り
て
、
便

す
な
は

ち
、

蘇
よ
み
が
へ

る
。

光
の
照
ら
す
に
遇
ひ
て
以
つ
て
疾
ひ
を
愈
せ
し
者
、
一

ひ
と
り

の
み
に
非
ず
。
》。
見
る
人
の
說
も
一
定
せ
ず
全ま

る

で

見
ぬ
人
も
有
り
、
又
光
に
照
さ
れ
て
病
愈
え
た
な
ど
群
集
錯
誤
が
流
染
し
た
と
見
え
る
。
又
云
く
、
「
鄭

州
於
定
覺
寺
起
塔
、
舍
利
將
至
寺
東
、
有
光
如
大
流
星
、
入
至
佛
堂
前
沒
、
輿
到
此
處
、
無
故
自
止
、
既

而
定
塔
基
於
西
岸
、
其
東
岸
舊
舍
利
塔
、
有
三
光
、
西
流
入
於
基
所
入
云
々
」
《
鄭
州

て
い
し
う

、
定
覺
寺
に
塔
を

起
つ
。
舍
利
、
將
に
寺
の
東
に
至
ら
ん
と
し
す
る
に
、
光
、
有
り
、
大
流
星
の
ご
と
し
。
入
り
て
佛
堂
の

前
に
至
り
て
、
沒き

ゆ
。
輿こ

し

、
此
の
處
に
到
り
て
、
故
無
く
し
て

自
お
の
づ
か

ら
止
ま
る
。
既
に
し
て
、
塔
基
を
西

岸
に
定
む
。
其
の
東
岸
の
舊
舍
利
塔
に
、
三
光
、
有
り
、
西
に
流
れ
て
基も

と

の
所
に
入
る
云
々
》
。
こ
れ
は

流
星
の
花
火
で
も
仕
掛
け
て
愚
人
共
を
欺
い
た
の
で
あ
ら
う
。
續
高
僧
傳
四
、
「
烏
荼
國
東
境
、
臨
海
有

發
行
城
云
々
、
次
南
大
海
中
僧
伽
羅
國
有
云
々
。
相
去
約
指
二
萬
餘
里
、
每
夜
南
望
、
見
彼
國
中
佛
牙
塔

上
寶
珠
、
光
明
騰
焰
、
暉
赫
見
於
天
際
」
《
烏
荼
國

う

だ

こ

く

の
東
の
境
、
海
に
臨
み
て
、
發
行
城
、
有
り
云
々
、

次
い
で
、
南
の
大
海
中
に
僧
伽
羅
國

そ
う
ぎ
や
ら
こ
く

有
り
云
々
。
相
ひ
去
る
こ
と
約

お
ほ
よ

そ
指
す
に
二
萬
餘
里
。
每
夜
、
南
望

す
れ
ば
、
か
の
國
中
の
佛
牙
塔
上
の
寶
珠
、
光
り
明

か
が
や

き
て
焰
を
騰あ

げ
、
暉て

り
赫き

ら

め
き
て
天
際
に
現
ず
る
を

見
る
。
》
。
是
も
高
塔
上
に
强
い
光
を
仕
掛

し

か

け

で
出
し
た
事
と
見
え
る
が
、
塔
が
時
に
異
光
を
放
つ
と
云
ふ
事

古
く
よ
り
人
心
に
浸
潤
し
居
た
は
、
高
僧
傳
一
に
、
「
晉
の
咸
和
中
蘇
峻
作
亂
、
焚
康
僧
會
所
建
塔
、
司

空
何
充
復
更
修
道
造
、
平
西
將
軍
趙
誘
世
不
奉
法
、
夢
入
此
寺
、
謂
諸
道
人
、
久
聞
此
塔
屢
放
光
明
、
虛

誕
不
經
、
所
未
能
信
、
若
必
自
覩
、
所
不
論
耳
、
言
竟
塔
卽
出
五
色
光
、
照
耀
堂
刹
、
誘
肅
然
毛
竪
、
由

此
信
敬
」
《
晉
の
咸
和
中
、
蘇
峻
、
亂
を
作な

し
、
康
僧
會

こ

う

そ
う

ゑ

の
建
て
し
所
の
塔
を
焚や

く
。
司
空
何
充
、
又
、

更
に
、
修
造
す
。
平
西
將
軍
趙
誘
、
世
に
法
を
奉
ぜ
ず
。
夢
に
、
こ
の
寺
に
入
り
て
、
諸
道
人
に
謂
ふ
、



「
久
し
く
聞
く
、
『
此
の
塔
、

屢
し
ば
し
ば

、
光
明
を
放
つ
。
』
と
。
虛
誕
不
經

き
よ
た
ん
ふ
け
い

に
し
て
、
未
だ
信
ず
る
能
は
ざ
る

所
な
り
。
若
し
、
必
ず
、
自

み
づ
か

ら
覩み

れ
ば
、
論
ぜ
ざ
る
所
と
す
の
み
。
」
と
。
言
ひ
竟を

は

る
や
、
塔
、
卽
ち
、

五
色
の
光
を
出
だ
し
、
堂
刹
を
照
り
耀
か
す
。
誘
、
肅
然
と
し
て
、
毛け

、
竪た

つ
。
此
れ
に
由
り
て
、
信
敬

す
。》。
居
常

（
い
つ
も
）

、
塔
頂
放
光
の
こ
と
を
聞
い
て
自
然

心
（
こ
こ
ろ
）

に
浸

（
し
）

ん
で
居
た
か
ら
、
疑
ひ
な
が
ら
も
夢
に
見

た
の
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
漢
籍
仏
典
は
概
ね
日
中
の
「
大
蔵
経
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
原
表
記
を
確
認

し
て
底
本
を
訂
し
た
。 

「
吾
邦
の
例
は
尾
芝
君
既
に
擧
げ
た
」
『
尾
芝
古
樟
（
柳
田
國
男
）
「
龍
燈
松
傳
說
」
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
續
高
僧
傳
」
梁
の
慧
皎

え

こ

う

の
「
高
僧
伝
」
に
続
け
て
撰
せ
ら
れ
た
中
国
の
高
僧
の
伝
記
集
。
盛
唐
の
道
宣

（
五
九
六
年
～
六
六
七
年
）
撰
で
、
全
三
十
巻
。
六
四
五
年
の
成
立
で
あ
る
。 

「
摩
竭
陀

ま

か

だ

國
」
「
マ
ガ
ダ
」
国
は
古
代
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
中
流
域
を
支
配
し
た
王
朝
名
。
紀
元
前
六

世
紀
か
ら
紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
栄
え
た
。 

「
鷄
足
山
」
伽
耶

が

や

城
の
南
東
に
あ
り
、
釈
迦
の
弟
子
迦
葉
が
入
寂
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
鶏
足
洞
が
あ
る
。

ク
ク
タ
パ
ダ
山
。
現
行
で
は
こ
こ
（
グ
ー
パ
山
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
こ
こ
は
逆
立
ち
し
て
も
ガ
ン
ジ
ス
川
中
流
と
は
言
え
な
い
。 

「
三
寶
感
通
錄
」「
集
神
州
三
寶
感
通
錄
」。
同
じ
く
道
宣
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
。 

「
王
劭
」
（
？
～
六
〇
八
年
？
）
は
隋
の
学
者
。
字
は
君
懋

く
ん
ぼ
う

。
山
東
省
太
原
の
出
身
。
著
作
郎
・
秘
書
少

監
を
歴
任
し
、
道
教
と
仏
教
を
交
え
た
教
理
に
よ
り
、
「
真
人
革
命
」
を
説
き
。
「
皇
隋
霊
感
誌
」
を
著
わ

し
た
。 

「
蒲
州
」
南
北
朝
時
代
か
ら
民
国
初
年
に
か
け
て
現
在
の
山
西
省
運
城
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）
一
帯
に
設
置
さ
れ
た
州
。 

「
仁
壽
元
年
」
隋
の
文
帝
楊
堅
の
治
世
に
行
わ
れ
た
二
番
目
の
元
号
で
元
年
は
六
〇
一
年
。 

「
鄭
州
」
現
在
の
河
南
省
の
省
都
で
あ
る
鄭
州
市
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
。
三
千
五
百

年
前
の
商
（
殷
）
王
朝
の
都
邑
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

「
烏
荼
國
」
東
イ
ン
ド
の
旧
国
名
。 

「
僧
伽
羅
國
」
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
。 

「
晉
の
咸
和
中
」
南
北
朝
時
代
の
東
晋
の
成
帝
司
馬
衍
の
治
世
に
行
わ
れ
た
最
初
の
元
号
。
三
二
六
年
～ 

三
三
四
年
。 

「
蘇
峻
」（
そ
し
ゅ
ん 

？
～
三
二
八
年
）
は
東
晋
の
武
将
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
西
晋
末
期
の
動

乱
に
よ
る
流
民
を
糾
合
し
て
豪
族
と
し
て
台
頭
し
、
東
晋
の
建
国
と
共
に
官
位
を
得
て
軍
功
を
挙
げ
た
。

し
か
し
』
、
『
後
に
東
晋
朝
廷
か
ら
の
警
戒
が
強
ま
る
と
』
、
『
朝
廷
へ
の
反
乱
を
起
こ
し
（
蘇
峻
の
乱
）
、

首
都
建
康
を
陥
落
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
そ
の
後
の
会
戦
』
で
、
『
優
勢
に
驕
っ
て
少
数
の
兵
で
敵

陣
へ
と
攻
め
込
ん
だ
結
果
、
落
馬
し
て
戦
死
し
た
』
と
あ
る
。 

「
康
僧
會
」
（
？
～
二
八
〇
年
）
は
三
国
時
代
の
呉
の
訳
経
僧
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
先
祖
は
康
居

（
嘗
て
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
遊
牧
国
家
）
の
人
で
、
『
イ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た
。
僧
会
の
父

親
は
商
人
で
あ
り
、
交
阯
（
ベ
ト
ナ
ム
）
に
渡
っ
た
』
。
『
父
母
に
死
別
し
、
そ
の
後
、
出
家
修
道
を
始
め
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https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E5%B1%B1%E8%A5%BF%E7%9C%81+%E9%81%8B%E5%9F%8E%E5%B8%82/@35.8401688,108.7548532,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x3679f76a1266a0a3:0x6904c9269b05941c!8m2!3d35.0262799!4d111.00699
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E9%84%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82/@34.4522373,112.5424159,6.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35d76594f09b6a9d:0x7932ee19f4cced2c!8m2!3d34.7472499!4d113.62493
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た
。
ま
た
、
天
文
学
・
讖
緯
の
学
に
も
通
じ
て
い
た
』
。
二
四
七
年
、『
呉
の
都
の
建
業
に
入
り
、
孫
権
の

支
持
を
得
て
、
江
南
地
方
で
最
初
の
仏
教
寺
院
の
建
初
寺
を
建
立
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
康
僧

会
に
先
立
っ
て
、
支
謙
が
既
に
』
二
十
『
年
以
上
前
に
江
南
に
宣
教
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

建
初
寺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
僧
会
を
讃
仰
す
る
た
め
に
出
来
た
俗
説
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
交
阯
で

は
江
南
よ
り
早
く
仏
教
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
』
の
『
建
初
寺
』
『
が
先
に
建
立
さ
れ

た
と
い
う
前
提
で
、
名
前
を
取
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
』
。
『
そ
の
後
、
経
典
の
漢
訳
に
従
事
し
、
中
で

も
』
、
「
六
度
集
経
」
は
『
訳
経
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
康
僧
会
自
身
の
著
述
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
』
。『
ま
た
、
孫
晧
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
因
果
応
報
に
関
す
る
対
論
が
、
そ
の
伝
記
に
記
載

さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
中
国
仏
教
と
儒
教
的
な
観
念
と
の
接
触
、
交
渉
の
端
緒
と
し
て
、
見
る
べ
き
も
の

が
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
平
西
將
軍
趙
誘
」
（
？
～
三
一
七
年
）
は
西
晋
末
期
か
ら
東
晋
初
期
の
官
僚
で
軍
人
。
当
該
ウ
ィ
キ
に

よ
れ
ば
、『
淮
南
郡
の
人
』
で
、
『
西
晋
末
期
か
ら
の
反
乱
討
伐
で
活
躍
す
る
も
、
最
期
は
杜
曾
に
敗
れ
て

討
死
し
た
』
。
『
西
晋
に
仕
え
、
揚
州
刺
史
郗
隆
』
（
き
り
ゅ
う
）
『
の
主
簿
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
』
。
三
〇

一
年
三
月
、
『
趙
王
司
馬
倫
の
専
横
を
打
倒
す
べ
し
と
の
斉
王
司
馬
冏
』
（
し
ば
け
い
）
『
の
檄
文
が
揚
州

に
至
っ
た
。
郗
隆
は
檄
文
に
応
じ
る
べ
き
か
、
吏
僚
を
召
し
出
し
て
問
う
た
。
趙
誘
と
虞
潭
は
「
趙
王
の

簒
逆
の
意
は
、
皆
憎
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
四
方
か
ら
義
兵
が
起
ち
、
必
ず
趙
王
を
破
る
で
し
ょ
う
。
自
ら

精
兵
を
率
い
て
許
昌
に
赴
く
の
が
上
策
。
将
兵
を
遣
わ
し
、
加
勢
す
る
の
が
中
策
。
少
数
の
兵
を
遣
わ
し
、

形
ば
か
り
の
助
勢
で
勝
ち
に
乗
じ
る
の
が
下
策
で
す
」
と
進
言
し
た
。
郗
隆
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
対
応
を

し
た
た
め
に
、
参
軍
王
邃
に
攻
め
ら
れ
、
子
及
び
別
駕
顧
彦
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
』
。
『
趙
誘
は
官
を
辞

し
て
家
に
還
り
、
門
を
閉
ざ
し
て
、
家
か
ら
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
』
が
、
後
に
『
左
将
軍
王
敦
の
参
軍

に
任
じ
ら
れ
、
広
武
将
軍
を
加
え
ら
れ
た
』。
三
一
一
年
六
月
、
『
歴
陽
内
史
甘
卓
・
揚
烈
将
軍
周
訪
と
と

も
に
華
軼
』
（
か
い
つ
；
西
晋
の
武
将
）『
討
伐
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
破
っ
た
』
。
三
一
三
年
八
月
、
『
西
晋

に
反
乱
を
起
こ
し
た
杜
弢
』（
と
と
う 

？
～
三
一
五
年
：
西
晋
末
に
活
動
し
た
流
民
勢
力
の
首
領
）
『
討

伐
に
あ
た
り
、
龍
驤
将
軍
陶
侃
』
（
と
う
か
ん
：
陶
淵
明
の
曾
祖
父
と
し
て
知
ら
れ
る
）
『
の
指
揮
下
に
入

り
、
振
威
将
軍
周
訪
と
と
も
に
前
鋒
と
し
て
杜
弢
軍
を
破
っ
た
。
荊
州
刺
史
に
転
じ
た
陶
侃
に
代
わ
り
、

武
昌
郡
太
守
に
任
じ
ら
れ
た
』
。
『
そ
の
後
も
杜
弢
討
伐
に
甘
卓
と
と
も
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
滅
ぼ
し
』
、

『
長
年
の
累
功
に
よ
り
、
平
阿
県
侯
に
封
じ
ら
れ
た
』
。
三
一
七
年
八
月
、
『
大
将
軍
王
敦
』
（
お
う
お
と

ん
）
『
の
命
に
よ
り
、
襄
陽
郡
太
守
朱
軌
・
将
軍
李
恒
と
と
も
に
荊
州
で
反
乱
を
起
こ
し
た
鄭
攀
』（
て
い

は
ん
）
『
ら
を
討
伐
し
た
。
鄭
攀
ら
は
懼
れ
、
司
馬
孫
景
が
主
謀
し
た
と
こ
れ
を
斬
り
、
降
伏
し
た
』
。
翌

九
月
、
『
荊
州
刺
史
王
暠
』
（
お
う
こ
う
）
『
の
命
に
よ
り
、
朱
軌
・
陵
江
将
軍
黄
峻
と
と
も
に
反
乱
を
起

こ
し
て
い
た
杜
曾
と
女
観
湖
で
戦
っ
た
。
趙
誘
ら
は
敗
れ
、
子
の
趙
龔
』
（
ち
ょ
う
き
ょ
う
）
『
と
と
も
に

討
ち
取
ら
れ
た
』
。
『
王
敦
は
趙
誘
の
死
を
惜
し
み
、
征
虜
将
軍
・
秦
州
刺
史
を
贈
位
す
る
よ
う
上
表
、
敬

と
諡
さ
れ
た
。
晋
王
司
馬
睿
は
趙
龔
に
新
昌
郡
太
守
を
贈
位
し
た
』
と
あ
る
。 

「
虛
誕
不
經
」
根
拠
が
な
く
出
鱈
目
な
こ
と
。］ 

  

甲
子
夜
話
續
十
四
、
崇
德
上
皇
、
白
峯
陵
へ
天
よ
り
御
靈

み

た

ま

降く
だ

つ
て
夜
光
を
放
つ
故
光
堂

ひ
か
り
だ
う

と
云
ふ
と
有
る
。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%99%E8%AA%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%99%E8%AA%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%99%E8%AA%98


上
に
類
聚
名
物
考
か
ら
孫
引
し
た
中
山
傳
信
錄
所
謂
天
妃
の
神
燈
は
、
五
雜
俎
四
に
、
「
海
上
有
天
妃
、

神
甚
靈
、
航
海
者
多
著
應
驗
、
如
風
濤
之
中
、
忽
蝴
蝶
雙
飛
、
夜
半
忽
現
紅
燈
、
雖
甚
危
必
獲
濟
焉
」

《
海
上
に
天
妃
あ
り
、
神
、
甚
だ

靈
あ
ら
た
か

な
り
。
航
海
者
に
應
驗
著

あ
ら
は

る
る
者
、
多
し
。
如も

し
、
風
濤
の
中
に
、

忽
ち
蝴
蝶
の
雙な

ら

び
飛
び
、
夜
半
、
忽
ち
、
紅
燈
の
現
は
れ
ば
、
甚
だ
危
う
し
と
雖
も
必
ず
濟す

く

は
る
る
を

獲う

。
》
と
出
る
と
同
物
だ
。
諸
國
里
人
談
三
に
隱
岐
の
海
中
に
夜
火
海
上
に
現
ず
是
は
燒
火

（
た
く
ひ
）

權
現
の
神
靈

也
、
何
れ
の
國
で
も
難
風
に
遭
う
た
船
夜
中
方
角
を

別
（
わ
か
）

た
ざ
る
に
、
此
神
に

立

願

（
り
う
ぐ
わ
ん
）

し
神
號
を
唱
ふ
れ

ば
此
火
現
じ
て
助
け
吳
れ
る
と
有
つ
て
、
後
鳥
羽
上
皇
流
さ
れ
た
ま
ひ
し
時
、
こ
の
火
に
風
難
を
救
は
れ

玉
ひ
し
節
の
御
詠
を
載
す
。
甲
子
夜
話
續
九
七
に
は
備
後
木
梨

（
き
な
し
）

の
海
の
事
と
し
、
後
醍
醐
帝
の
御
歌
を
出

す
。
同
書
六
〇
に
寬
政
の
頃
長
崎
に
向
ふ
支
那
舶

（
し
な
ぶ
ね
）

、
海
上
惡
風
四
方
闇
黑
な
る
に
遭
ひ
て
方
角
を
辨
ぜ
ず
、

折
節

神
（
か
み
）

有
り

舳
（
へ
さ
き
）

に
現
じ
、
洋
中
火
光
を
見
る
方
に
向
へ
、
吾
は
日
本
金
毘
羅
神
也
と
告
げ
た
の
で
、

火
光
を
尋
ね
て
行
き
舶
を

全
（
ま
つ
た
）

く
し
た
。
そ
の
報

賽

（
ほ
う
さ
い
）

に
額
を
讃
州
金
毘
羅
に
捧
げ
た
と
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
甲
子
夜
話
續
十
四
、
崇
德
上
皇
、…

…

」
「
フ
ラ
イ
ン
グ
単
発 

甲
子
夜
話
續
篇
卷

之
十
四 

９ 

讚
岐
院
の
御
陵
」
を
参
照
。 

「
諸
國
里
人
談
三
に
隱
岐
の
海
中
に
夜
火
海
上
に
現
ず…

…
」
私
の
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

焚
火
（
た

く
ひ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
甲
子
夜
話
續
九
七
に
は
備
後
木
梨
の
海
の
事
と
し
、
後
醍
醐
帝
の
御
歌
を
出
す
」
「
フ
ラ
イ
ン
グ
単
発 

甲
子
夜
話
續
篇
卷
之
九
十
七 

９ 

備
後
國
木
梨
海
中
陰
〔
火
〕
幷
證
謌 
付 

隱
岐
國
智
夫
郡
神
火
之

事
」
を
参
照
。 

「
同
書
六
〇
に
寬
政
の
頃
長
崎
に
向
ふ
支
那
舶…

…

」
「
フ
ラ
イ
ン
グ
単
発 

甲
子
夜
話
卷
之
六
十 

１

８ 

金
毘
羅
の
靈
異
邦
に
及
ぶ
」
を
参
照
。
以
上
の
「
甲
子
夜
話
」
の
そ
れ
は
、
本
篇
の
こ
れ
ら
の
注
の

た
め
に
、
新
た
に
電
子
化
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
報
賽
」
祈
願
が
成
就
し
た
お
礼
に
神
仏
に
参
拝
す
る
「
お
礼
参
り
」
の
こ
と
。］ 

  

是
等
の
火
光
は
無
論
悉
く
一
類
の
物
で
無
く
原
因
種
々
有
る
べ
き
も
、
槪
し
て
言
へ
ば
西
洋
で
エ
ル
モ

尊
者
の
火
と
稱
ふ
る
も
の
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
一
一
板
卷
二
及

び
二
十
四
に
據
る
と
、
此
火
は
空
中
か
ら
徐
々
と
地
上
に
向
ひ
發
す
る
雷
氣
に
伴
ふ
光
で
、
其
性
質
は
物

理
試
驗
室
で
行
ふ
刷
毛
出
（
ブ
ラ
シ
ユ
で
）
の
摩
擦
電
氣
に
伴
ふ
光
と
同
じ
く
、
物
が
ひ
ゞ
わ
れ
た
り
又

竈
の
火
が

嘯
（
う
そ
ぶ
）

き
鳴
る
樣
な
音
之
に
伴
ふ
こ
と
多
く
、
之
を
最
も
多
く
見
る
は
冬
月
風
雪
中
及
び
其
後
、

又
迅
雷
中
に
も
屢
ば
生
ず
。
墺
太
利
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
。
］
の
ソ
ン
ブ
リ
ク
山
殊
に

此
火
多
き
を
エ
ル
ス
タ
ー
及
び
ガ
イ
テ
ル
が
調
べ
て
一
八
九
一
年
に
報
告
せ
し
は
其
發
電
時
と
し
て
陰
性

で
光
赤
く
時
と
し
て
陽
性
で
光
靑
し
。
ゴ
ツ
ケ
ル

言
（
い
は
）

く
、
雪
中
に
此
光
出
る
を
檢
す
る
に
、
雪
片
大
な

れ
ば
、
其
電
氣
陽
性
、
雪
片
細
か
け
れ
ば
其
電
氣
陰
性
だ
と
。
而
し
て
此
光
主む

ね

と
現
ず
る
は
尖
つ
た
物
の

末
で
、
塔
頂

檣

端

（
し
や
う
た
ん
）

又
人
が
手
を
擴
げ
た
指

尖

（
ゆ
び
さ
き
）

に
す
ら
附
く
こ
と
あ
り
（
以
上
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ

ア
）
。
同
書
に
、
エ
ル
モ
尊
者
の
名
は
伊
太
利
人
が
エ
ラ
ス
ム
ス
を
訛
つ
た
の
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
尊
者
は

紀
元
三
百
四
年
車
裂
さ
れ
て
殉
敎
し
た
が
、
永
く
地
中
海
航
者
の
守
本
尊
と
仰
が
れ
、
舟
人
此
火
を
尊
者

庇
護
し
賜
ふ

徵
（
し
る
し
）

と
す
。
英
國
水
夫
之
を
コ
ル
ポ
サ
ン
ツ
と
呼
ぶ
は
、
伊
語
の
コ
ル
ポ
・
サ
ン
ト
（
聖
體
）

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-6d425f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-6d425f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-5231.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-5231.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-792823.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-792823.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-792823.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-792823.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-792823.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-c0cc65.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-c0cc65.html


よ
り
訛
つ
た
の
だ
と
見
ゆ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ
ア
、
ブ
リ
タ
ン
ニ
カ
一
一
板
卷
二
及
び
二
十
四
」
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
は
前
者
は
こ
こ
で
、
後
者
は
こ
こ
。
南
方
熊
楠
が
確
認
し
た
の
は
、
ま
ず
、
後
者
の
「S

T
 

E
L

M
O

'S
 F

IR
E

」
の
項
目
。 
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y
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 d
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 th
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o
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h
ere. T

h
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o
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 ex

p
erim

en
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u
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p
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h
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n
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e ex
trem

ities o
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o
in

ted
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b
jects su
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u
rch

 to
w
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e m
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o
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ip
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en

 th
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g
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f th
e o

u
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ed
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an
d
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m
m

o
n
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m

p
an
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y
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fizzin
g
 n

o
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o
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o
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u
en
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o
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h
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o
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h
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o
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g
u
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h
e p

h
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o
m
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o
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is N

atu
ral H

isto
ry

 

states th
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h
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 P

o
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x
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d
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v
o

k
ed

 th
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o

d
s. 

T
o
 E

n
g
lish

 sailo
rs S

t E
lm

o
's fires w

ere k
n
o
w

n
 as "co

rp
o
san

ts" (Ital. co
rp

o
 san

lo
).  

 
S

ee H
azlitt's ed

itio
n
 o

f B
ran

d
's A

n
tiq

u
ities (1

9
0
5
) u

n
d
er " C

asto
r an

d
 P

o
llu

x
." . 
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さ
ら
に
第
二
巻
は
、
探
す
の
に
手
間
取
っ
た
が
、
「A

T
M

O
S

P
H

E
R

IC
 R

A
IL

W
A

Y

」（
「
大
気
中
に
於
け
る

電
気
的
軌
道
」
？
）
の
大
項
目
の
細
目
中
の
こ
こ
の
以
下
で
あ
る
。 
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eg

ativ
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h
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lo
u
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p
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u
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m
p
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 b

y
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g
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u
n
d

. 

 
 

 

＊ 

「
ソ
ン
ブ
リ
ク
山
」
ホ
ー
ア
ー
・
ゾ
ン
ブ
リ
ッ
ク
（T

h
e H

o
h
er S

o
n
n
b
lick

：
ラ
ウ
リ
ス
タ
ー
・
ゾ
ン
ブ
リ

ッ
ク
（R

au
riser S

o
n
n
b
lick

）
と
も
）
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ケ
ル
ン
テ
ン
州
と
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
の
国
境
に

あ
る
ア
ル
プ
ス
山
脈
中
の
標
高
三
千
百
六 

メ
ー
ト
ル
の
氷
河 

に
覆
わ
れ
た
山
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
エ
ル
ス
タ
ー
」
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
エ
ル

https://archive.org/details/Encyclopaediabri02chisrich_201303/page/n7/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri02chisrich_201303/page/n7/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri02chisrich_201303/page/n7/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n17/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n17/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n17/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri24chisrich_201303/page/n17/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri02chisrich_201303/page/n935/mode/2up
https://archive.org/details/Encyclopaediabri02chisrich_201303/page/n935/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%BE%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF/@46.6911812,10.726417,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x47773f30f222e31f:0xa38756eec76d67a6!8m2!3d47.0541198!4d12.9573333


ス
タ
ー
（Ju

liu
s Jo

h
an

n
 P

h
illip

p
 L

u
d
w

ig
 E

lster 

一
八
五
四
年
～
一
九
二
〇
年
）。 

「
ガ
イ
テ
ル
」
エ
ル
ス
タ
ー
と
共
同
研
究
し
た
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
ハ
ン
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
カ
ー

ル
・
ガ
イ
テ
ル
（H

an
s F

ried
rich

 G
eitel 

一
八
五
五
年
～
一
九
二
三
年
）。
因
み
に
彼
は
「
原
子
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
語
の
創
始
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。］ 

  

一
九
〇
五
年
板
ハ
ズ
リ
ツ
ト
の
諸
信
及
俚
傳
（H

azliitt, `F
aith

s an
d
 F

o
lk

lo
re`

）
卷
一
・
九
四
頁
に
、

西
班
牙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ス
ペ
イ
ン
」
。
］
人
、
佛
蘭
西
人
は
之
を
ヘ
ル
メ
ス
又
テ
ル
メ
ス
尊
者
の
火
、

伊
太
利
人
は
ペ
ト
ロ
又
ニ
コ
ラ
ス
尊
者
の
火
と
云
ふ
と
有
つ
て
、
一
五
九
八
年
板
、
ハ
ク
ロ
イ
ト
の
航
記

集
か
ら
此
火
の
實
視
譚
を
引
き
言
く
、
「
予
船
上
大
風
波
に
遭
う
た
夜
、
小
蠟
燭
に
點
し
た
程
の
小
光
、

西
班
牙
人
の
所
謂

聖

體

ケ
ル
ポ
・
サ
ン
ト

が

中

檣

メ
ー
ン
・
マ
ス
ト

の
頂
に
來
り
、
其
よ
り
他
の

檣

頂

（
し
や
う
ち
や
う
）

へ
飛
び
移
り
又
飛
び
戾
り
或

は
二
三
檣
頭
一
時
に
光
り
出
し
た
」
と
。
又
一
七
〇
四
年
板
暴
風
誌
（`H

isto
ry

 o
f S

to
rm

s`

）
等
を
引
い

て
、
俗
信
に
此
火
一
つ
現
ず
れ
ば
風
浪
の

兆
（
き
ざ
し
）

、
二
つ

相
（
あ
ひ
）

近
づ
い
て
出
ず
れ
ば
晴
天
の
徵
と
云
ふ
。
或

は

云
（
い
は
）

く
、
此
火
五
つ
群
が
り
出
れ
ば
風
浪
將
に
息

（
や
）

ま
ん
と
す
る
を
示
す
。
葡
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
。
］
こ
れ
を
救

世

主

の

頸

コ
ラ
・
デ
・
ノ
ス
ト
ラ
・
セ
ニ
ヨ
ラ

と
名
く
と
。
古
ロ
ー
マ
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
（`H

isto
ria 

N
atu

ralis`

）
卷
二
の
三
七
章
に
此
火
を
說
い
て
云
く
、
「
此
星
、
海
陸
共
に
出
づ
。
予
曾
て
夜
警
兵
卒
の

槍
上
に
星
樣
の
光
を
見
た
。
又
鳥
が
飛
び
廻
は
る
樣
な
音
し
て
進
航
中
の
舟
の
帆
架

ほ

げ

た

等
に

留
（
と
ま
）

る
。
一
つ

見
ゆ
れ
ば
難
破
の
兆
で
、
船
體
の
下
部
に
觸
る
れ
ば
火
を

燃

出

（
ね
ん
し
ゆ
つ
）

す
る
事
有
り
。

然
（
し
か
）

る
に
二
つ
現
ず
れ

ば
吉
兆
で
ヘ
レ
ナ
ち
ふ
惡
星
を
逐

攘

（
お
ひ
は
ら
）

ふ
と
信
ぜ
ら
れ
、
之
を
神
と
し
て
カ
ス
ト
ル
及
び
ポ
ル
ク
ス
と

稱
（
と
な
）

ふ
。
又
時
と
し
て
夜
分
人
の
頭
の
周
り
に
輝
く
事
有
つ
て
、
或
大
事
件
を
前
示

（
ぜ
ん
じ
）

す
」
と
。
カ
ス
ト
ル

と
ポ
ル
ク
ス
は
大
神
ゼ
ウ
ス
の
二
子
で
、
カ
ス
ト
ル

人
（
ひ
と
）

と
鬪
つ
て
死
せ
し
を
悲
し
み
、
ポ
ル
ク
ス
そ
の

身
不
死
な
る
に
ゼ
ウ
ス
に

請
（
こ
う
）

て
自
分
亦
死
せ
ん
と
す
。
ゼ
ウ
ス
其
悌
心
を
賞
し
隔
日
に
冥
界
に
降
つ
て

カ
ス
ト
ル
を
見
せ
し
む
。
或
は
云
く
ゼ
ウ
ス
二
人
を
天
上
に
寘お

き
、

太

白

あ
け
の
め
う
ぜ
う

と

長

庚

よ
ひ
の
め
う
ぜ
う

た
ら
し
む
と
、

雅
典

ア

テ

ネ

の
人
之
を
神
と
崇
め
守
護
尊

ア
ナ
ー
ケ
ー
ス

と
號な

づ

け
、
航
海
に
軍
旅
に
其
助
力
を
賴
み
、
難
風
に
逢
ふ
舟
人
檣
頭
に

熖
光
を
見
れ
ば
此
神
靈
な
り
と
て
、

白

羊

兒

（
し
ろ
き
ひ
つ
じ
の
こ
）

を

牲
い
け
に
へ

し
奉
ら
ん
と
祈
念
す
れ
ば
風
浪
忽
ち
靜
ま
る
と

信
じ
た
（
一
九
〇
八
年
板
サ
イ
ツ
フ
エ
ル
ト
の
希
臘
羅
馬
考
古
辭
典
英
譯 `A

 D
ictio

n
ary

 o
f C

lassical 

A
n
tiq

u
ities,` 

百
九
四
頁
）。 

 
 

 
 

 

（
大
正
四
年
九
月
鄕
土
硏
究
第
三
卷
七
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
初
出
は
底
本
で
は
前
行
下
方
の
下
イ
ン
デ
ン
ト
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ウ
ザ
え
の

不
具
合
を
考
え
、
改
行
し
、
上
に
引
き
上
げ
た
。 

「
一
九
〇
五
年
板
ハ
ズ
リ
ツ
ト
の
諸
信
及
俚
傳
（H

azliitt, `F
aith

s an
d
 F

o
lk

lo
re`

）
卷
一
・
九
四
頁
」
中

黒
「
・
」
使
用
は
本
書
で
は
珍
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ル

ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W
illiam

 C
arew

 H
azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の
「
信
仰
と
民
俗
学
」。

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
当
該
書
原
本
の
こ
ち
ら
の
前
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
る
「C

a
sto

r a
n

d
 P

o
llu

x

」
の
左

ペ
ー
ジ
の
左
が
当
該
部
。 

「
一
五
九
八
年
板
、
ハ
ク
ロ
イ
ト
の
航
記
集
」
上
記
原
文
に`S

co
tish

 E
n
cyclo

p
ced

ia
, v. L

ig
h
ts, S

teev
en

s 

q
u
o
tes th

e su
b
seq

u
en

t p
assag

e fro
m

 H
ak

lu
y
t's V

o
y
ag

es, 1
5
9
8

`

と
あ
る
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/111
https://archive.org/details/faithsandfolklo01hazlgoog/page/n112/mode/2up


「
予
船
上
大
風
波
に
遭
う
た
夜
、
小
蠟
燭
に
點
し
た
程
の
小
光
、
西
班
牙
人
の
所
謂

聖

體

ケ
ル
ポ
・
サ
ン
ト

が

中

檣

メ
ー
ン
・
マ
ス
ト

の
頂
に
來
り
、
其
よ
り
他
の

檣

頂

（
し
や
う
ち
や
う
）

へ
飛
び
移
り
又
飛
び
戾
り
或
は
二
三
檣
頭
一
時
に
光
り
出
し
た
」

同
じ
く
原
文
は
、 

 
 

 

＊ 

" I d
o
 rem

em
b
er th

at in
 th

e g
reat an

d
 b

o
y
stero

u
s sto

rm
e o

f th
is fo

u
le w

eath
er, in

 th
e n

ig
h

t th
ere cam

e 

u
p
o
n
 th

e to
p
 o

f o
u
r m

ain
e y

ard
 an

d
 m

ain
e m

ast a certain
e little lig

h
t, m

u
ch

 lik
e u

n
to

 th
e lig

h
t o

f a little 

can
d
le, w

h
ich

 th
e S

p
an

iard
s call th

e C
u
erp

o
 S

a
n
to

, T
h
is lig

h
t co

n
tin

u
ed

 ab
o
o
rd

 o
u
r sh

ip
 ab

o
u
t th

ree 

h
o
u
res, fly

in
g
 fro

m
 m

aste to
 m

aste, an
d
 fro

m
 to

p
 to

 to
p
; an

d
 so

m
etim

es it w
o

u
ld

 b
e in

 tw
o
 o

r th
ree 

p
laces at o

n
ce." 

 
 

 

＊ 

「
一
七
〇
四
年
板
暴
風
誌
（`H

isto
ry

 o
f S

to
rm

s`

）
等
を
引
い
て
、
俗
信
に
此
火
一
つ
現
ず
れ
ば
風
浪
の

兆
（
き
ざ
し
）

、
二
つ

相
（
あ
ひ
）

近
づ
い
て
出
ず
れ
ば
晴
天
の
徵
と
云
ふ
。
或
は

云
（
い
は
）

く
、
此
火
五
つ
群
が
り
出
れ
ば
風

浪
將
に

息
（
や
）

ま
ん
と
す
る
を
示
す
。
葡
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。
］
こ
れ
を

救

世

主

の

頸

コ
ラ
・
デ
・
ノ
ス
ト
ラ
・
セ
ニ
ヨ
ラ

と
名
く
と
。」
同
じ
く
原
文
は
、 

 
 

 

＊ 

“ W
h
en

 th
in

 clam
m

y
 v

ap
o
u
rs, arisin

g
 fro

m
 th

e salt w
ater an

d
 u

g
ly

 slim
e, h

o
v

er o
v
er th

e sea, th
ey, b

y
 

th
e m

o
tio

n
 in

 th
e w

in
d
s an

d
 h

o
t b

lasts, are o
ften

 fired
 ; th

ese im
p
ressio

n
s w

ill o
ftem

tim
es cleav

e to
 

th
e m

asts an
d
 ro

p
es o

f sh
ip

s b
y
 reaso

n
 o

f th
eir clam

m
in

ess an
d
 g

lu
tin

o
u

s su
b
stan

ce an
d
 th

e m
arin

ers 

b
y
 ex

p
erien

ce fin
d
 th

at w
h
en

 b
u
t o

n
e flam

e ap
p
ears it is th

e fo
reru

n
n
er o

f a sto
rm

 ; b
u
t w

h
en

 tw
o
 are 

seen
 n

ear to
g
eth

er, th
ey

 b
eto

k
en

 fair w
eath

er an
d
 g

o
o
d
 lu

ck
e in

 a v
o
y
ag

e. T
h
e n

atu
rall cau

se w
h
y
 th

ese 

m
ay

 fo
retell fair o

r fo
u
l w

eath
er, is, th

at o
n
e flam

e alo
n
e m

ay
 fo

rew
arn

 a tem
p
est, fo

rasm
u
ch

 as th
e 

m
atter b

ein
g
 jo

y
n
'd

 an
d
 n

o
t d

isso
lv

ed
, so

 it is lik
e th

at th
e m

atter o
f th

e tem
p

est, w
h
ich

 n
ev

er w
an

teth
, 

as w
in

d
s an

d
 clo

u
d
s^

 is still to
g
eth

er^
 an

d
 n

o
t d

issip
ate, so

 it IS
 lik

ely
 a sto

rm
 is en

g
en

d
erin

g
 ; b

u
t 

tw
o
 flam

es ap
p
earin

g
 to

g
eth

er, d
en

o
te th

at th
e ex

h
alatio

n
 is d

iv
id

ed
, w

h
ich

 is v
ery

 th
ick

, an
d
 so

 th
e 

th
ick

 m
atter o

f th
e tem

p
est is d

isso
lv

ed
 an

d
 scattered

 ab
ro

ad
 b

y
 th

e sam
e cau

se th
at th

e flam
e is 

d
iv

id
ed

 : th
erefo

re n
o
 v

io
len

t sto
rm

 can
 en

su
e, b

u
t rath

er a calm
e is p

ro
m

ised
." H

isto
ry o

f S
to

rm
es, 

1
7
0
4
, p

. 2
2
. 

 
 

 

＊ 

で
あ
る
。 

「
古
ロ
ー
マ
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
（`H

isto
ria N

atu
ralis`

）
卷
二
の
三
七
章
に
此
火
を
說
い
て
云
く
、

…
…

」
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
誌
」
第
二
巻
三
十
七
章
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
す
る
（
所
持
す
る
平

成
元
（
一
九
八
九
）
年
雄
山
閣
刊
の
中
野
定
雄
他
訳
に
な
る
第
三
版
「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
Ⅰ
」
か
ら

引
く
）
。
前
の
三
十
六
章
も
親
和
性
が
強
い
の
で
一
緒
に
掲
げ
て
お
く
。
訳
者
注
は
私
の
既
注
や
熊
楠
の

叙
述
と
ダ
ブ
る
が
、
載
せ
て
お
く
（
但
し
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
不
具
合
を
考
え
て
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
改
行
を

早
く
し
て
あ
る
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 



 
星
の
軌
道
逸
脱 

 

三
六 

ま
た
星
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
飛
ぶ
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
そ
の

方
角
か
ら
大
暴
風
が
起
る
凶
兆
で
あ
る
。 

  

「
カ
ス
ト
ル
星
」
に
つ
い
て 

 

三
七 

星
は
ま
た
海
に
も
陸
に
も
出
現
す
る
。
わ
た
し
は
輝
く
星
の
よ
う
な
も
の
、
が
、
夜
間
塁
壁
の

前
で
歩
哨
に
立
っ
て
い
る
兵
士
の
槍
に
く
っ
つ
い
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
航
海
中
星
が

声
に
似
た
音
を
立
て
て
、
帆
桁
や
そ
の
他
の
部
分
に
下
り
て
、
鳥
の
よ
う
に
止
り
木
か
ら
止
り
木
へ
と
跳

ぶ
の
を
見
た
。
こ
う
い
う
星
が
単
独
で
来
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ひ
ど
く
重
く
て
船
を
破
壊

す
る
。
そ
し
て
も
し
そ
れ
が
船
倉
に
で
も
落
ち
れ
ば
船
を
全
焼
さ
せ
る
。
そ
う
い
う
星
が
二
つ
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
安
全
の
し
る
し
で
、
航
海
成
功
の
前
触
れ
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
近
づ
く
と
ヘ
レ
ナ
と
呼
ば
れ
る

恐
ろ
し
い
星
を
追
い
払
う
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
ら
は
カ
ス
ト
ル
と
ポ
ル
ク
ス
（
注

１
）
と
呼
ば
れ
、
人
々
は
神
神
の
よ
う
に
そ
れ
ら
に
航
海
の
安
全
を
祈
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
夜
間
人
間
の

頭
の
周
り
で
輝
く
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
凶
兆
だ
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
は
っ
き
り
し
た
説

明
が
で
き
な
い
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
壮
大
な
自
然
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 

注
１ 

カ
ス
ト
ル
と
ポ
ル
ク
ス
は
ゼ
ウ
ス
と
レ
ダ
の
息
子
。 

 
 

 

カ
ス
ト
ル
は
戦
争
の
術
に
、
ポ
ル
ク
ス
は
拳
闘
の 

 
 

 

技
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
一
説
で
は
ゼ
ウ
ス
は
二
人 

 
 

 

を
天
上
の
双
生
児
と
し
て
星
座
の
中
に
お
い
た
と 

 
 

 

い
う
（
双
子
座
の
カ
ス
ト
ル
屋
と
ポ
ル
ッ
ク
ス
星
）。 

 
 

 

な
お
、
ヘ
レ
ナ
は
二
人
の
姉
妹
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「
悌
心
」
兄
弟
愛
。「
悌
」
は
「
兄
弟
の
仲
が
よ
い
こ
と
」
を
言
う
。 

「
寘
〔
お
〕
き
」「
置
」
の
字
に
同
じ
。 

「
一
九
〇
八
年
板
サ
イ
ツ
フ
エ
ル
ト
の
希
臘
羅
馬
考
古
辭
典
英
譯 

`A
 
D

ictio
n
ary

 
o
f 

C
lassical 

A
n
tiq

u
ities,` 

百
九
四
頁
）
」
ド
イ
ツ
の
古
典
哲
学
者
（
ロ
ー
マ
の
劇
作
家
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
を
専
門
と
し

た
）
オ
ス
カ
ー
・
サ
イ
フ
ェ
ル
ト
（O

sk
ar S

ey
ffert 

一
八
四
一
年
～
一
九
〇
六
年
）
の
著
。
版
の
近
い

一
九
〇
一
年
版
の
も
の
を
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
見
た
が
、
兄
弟
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
ち

ら
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

二 
  

田
邊
の
絲
川
恒
太
夫
て
ふ
老
人
中
年
迄
熊
野
諸
村
を
每
度
行
商
し
た
（
鄕
硏
究
一
卷
三
號
一
七
四
頁
參

照
）
。
こ
の
翁
今
年
七
十
五
。
廿
七
八
歲
の
時
新
鹿

あ
た
し
か

村
の
湊
に
宿
す
。
湊
川
の
上
に
一
里
餘
續
け
る
淺
谷

て
ふ
谷
有
り
。
其
と
竝
ん
で
、
二
木
島

（
に
ぎ
し
ま
）

片
村
曾
根
と
續
く
谷
有
り
。
此
二
谷
間
の
山
を
古
來
天
狗
道
と
呼

び

懼
（
お
そ
）

る
ゝ
も
、
誰
一
人

（
た
れ
ひ
と
り
）

天
狗
を
見
た
者
無
し
。
絲
川
氏
湊
に
宿
つ
た
夜
大
風
雨
で
屋
根
板
飛
び
、
其

https://archive.org/details/b3135841x/page/194/mode/2up
https://archive.org/details/b3135841x/page/194/mode/2up


壓
（
お
さ
）

え
に
置
い
た
大
石
墮

下

（
お
ち
く
だ
）

る
を
避
け
ん
爲
、
古
胴
著

（
ふ
る
ど
う
ぎ
）

等
を

被
（
か
ぶ
）

り
、
鴨
居
の
下
に
頭
を
突
つ
張
り
柱

を
抱
き

立
（
た
つ
）

て
居
た
。
家
主
老
夫
婦
は
天
井
張
つ
た
三
疊
の
室

（
ま
）

に
楯

籠

（
た
て
こ
も
）

る
。
老
主
人
の
甥
羽
島
に
住
む

者
、
茶
の
木
原
に
住
む
從
弟
を
訪
ひ
、
裸
に
成
り
褌
の
上
に
帶
し
め
て
、
川
二
つ
渡
り
來
り
著
い
た
は
夜

二
時
也
、
曉
に
及
び
風
漸
く
止
ん
だ
。
二
人
大
闇
黑
中

件
（
く
だ
ん
）

の
山
上
を
大
な
る

炬
た
い
ま
つ

廿
ば
か
り

列
（
つ
ら
）

な
り

行
く
を
見
て
、
始
め
て
昔
も

斯
（
か
か
）

る
事
有
つ
た
故
天
狗
道
と
名
け
た
と
曉さ

と

つ
た
と
云
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
話
と
続
く
次
の
段
の
話
は
、
何
ん
と
！ 

巨
匠
泉
鏡
花
の
未
完
の
無
題
遺
稿
の
中

に
、
本
書
の
本
篇
に
基
づ
い
た
と
し
て
語
り
が
出
て
く
る
！ 

こ
の
た
め
に
、
ブ
ロ
グ
横
書
版
、
及
び
、
サ

イ
ト
版
縦
書P

D
F

縦
書
版
を
作
っ
て
お
い
た
の
で
、
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
絲
川
恒
太
夫
」
詳
し
い
事
績
は
知
ら
ぬ
が
、
他
の
記
事
に
も
登
場
し
、
南
方
熊
楠
の
紀
州
民
俗
の
情
報

の
重
要
な
提
供
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

「
新
鹿
村
」
三
重
県
南
牟
婁
郡
に
あ
っ
た
旧
村
。
現
在
の
熊
野
市
の
東
部
、
紀
勢
本
線
新
鹿
駅
・
波
田
須
駅

の
周
辺
に
相
当
す
る
。
こ
の
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
湊
」
「
湊
川
」「
淺
谷
」
国
土
地
理
院
図
の
こ
こ
で
や
っ
と
発
見
し
た
。
現
在
の
新
鹿
町
の
沿
岸
部
に
「
湊
」

の
地
名
が
見
え
、
そ
こ
か
ら
北
か
ら
流
れ
る
川
が
「
湊
川
」
で
あ
り
、
そ
の
川
上
が
分
岐
し
た
そ
の
北
部
分

に
「
浅
谷
越

あ
さ
だ
に
ご
え

」
と
い
う
四
百
九
十
八
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
が
判
る
。
現
在
も
非
常
に
山
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

「
二
木
島
」
国
土
地
理
院
図
の
こ
こ
を
見
ら
れ
た
い
。
「
片
村
」
は
不
明
だ
が
（
或
い
は
こ
の
「
片
村
」

は
位
置
的
見
て
、
現
在
の
三
木
島
町
の
東
海
浜
の
「
二
木
島
里
町
」
か
も
知
れ
な
い
）
、
「
二
木
島
」
は
現

在
の
二
木
島
町
で
、
先
の
湊
川
の
下
流
か
ら
「
熊
野
古
道
」
を
東
へ
登
る
と
、
「
二
木
島
峠
」
を
経
て

「
二
木
島
町
」、
そ
こ
か
ら
古
道
を
さ
ら
に
東
北
に
登
る
と
、「
曽
根
坂
」
が
あ
っ
て
、
地
図
を
北
東
へ
ず

ら
す
と
「
曽
根
町
」
が
見
え
る
。 

「
羽
島
」
不
詳
。 

「
茶
の
木
原
」
こ
の
名
は
三
重
県
四
日
市
市
水
沢
町
（
す
い
ざ
わ
ち
ょ
う
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）
に
冠
山

か
ん
ざ
ん

茶
の
木
原
が
あ
る
が
、
話
に
な
ら
な
い
ほ
ど
離
れ
る
か
ら
違
う
。
前
の
羽
島
と
と
も
に
識
者

の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
］ 

  

斯
樣
の
時
は
小
さ
な
火
も
大
き
く
見
ゆ
る
は
、
熊
楠
、
先
年
西
牟
婁
郡
安

堵

峯

（
あ
ん
ど
が
み
ね
）

下
よ
り

坂

泰

（
さ
か
た
い
）

の

巓

（
い
た
だ
き
）

を
踰
え
て
日
高
郡
丹
生
川

（
に
う
の
か
わ
）

に
著
き
憇
ひ
居
た
る
を
、
安
堵
の
山
小
屋
よ
り
大
勢
搜
し
に
來
る
に
提

燈
一
つ
點
せ
り
。
其
が
此
方
の
眼
に
は
炬
火
數
十
本
束
ね
合
せ
て
燃
す
ほ
ど
大
き
く
見
え
た
。
さ
れ
ば
右

述
天
狗
の
炬
も
實
は
エ
ル
モ
尊
者
の
火
だ
ら
う
。
一
九

（
い
つ
く
）

の
善
光
寺
道
中
續
膝
栗
毛
九
に
、
彌
次
と
北
八
が

天
狗
を
惡
口
す
る
う
ち
、
火
繩
が
高
き
樹
の
上
に
飛
揚
り
、
今
迄
吸
殼

す
ひ
が
ら

ほ
ど
の
火
が
忽
ち
松

明

大

（
た
い
ま
つ
だ
い
）

と
な

り
、
風
も
無
き
に
樹
の
枝
ざ
わ
ざ
わ
鳴
出
す
事
有
り
。
戯
作
な
が
ら
、
是
も
山
中
に
エ
ル
モ
尊
者
の
火
現

ず
る
由
を
傳
聞
し
て
書
い
た
で
あ
ら
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
の
」
の
脱
字
か
。
］
。
一
九
〇
六
年

板
、
レ
オ
ナ
ー
ド
少
佐
の
下
ニ
ゲ
ル
及
其
諸
民
族

ゼ
・
ラ
ワ
ー
・
ニ
ゲ
ル
・
エ
ン
ド
・
イ
ツ
・
ト
ラ
イ
ブ
ス

四
八
六
頁
に
、
藪
榛
中

こ
も
り
の
う
ち

の
高
樹
上
に
夜
分
大
な
る
火

出
で
燃
ゆ
る
を
、
翌
朝
見
る
に
燒
け
居
ら
ぬ
事
有
り
、
土
人
之
を
妖
巫

ウ
ヰ
ツ
チ

其
樹
下
に
集
り
踊
る
と
信
ず
と
見

え
、
英
領
中
央
亞
非
利
加

（

ア

フ

リ

カ

）

で
も
、
妖
男
巫

ア

フ

ヰ

チ

空
中
を
飛
ぶ
時
大
な
る
羽
音
し
て
樹
梢

（
こ
ず
ゑ
）

に
留
ま
り
行
く
、
そ
の

携

ふ

る

火

遠

方

よ

り

見

得

る

が

人

近

づ

け

ば

消

し

て

了

ふ

と

云

ふ

（

ワ

ー

ナ

ー

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-8b239b.html
http://yab.o.oo7.jp/izumikyoukaikou.pdf
http://yab.o.oo7.jp/izumikyoukaikou.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92519-4206+%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C%E7%86%8A%E9%87%8E%E5%B8%82%E6%96%B0%E9%B9%BF%E7%94%BA/@33.9295522,136.132705,13.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60067737284751e5:0x40147e15362135f0!2z44CSNTE5LTQyMDcg5LiJ6YeN55yM54aK6YeO5biC5rOi55Sw6aCI55S6!3b1!8m2!3d33.9136638!4d136.1398424!3m4!1s0x600679fa8583de31:0xf7b34f319132a7dd!8m2!3d33.9440497!4d136.1422321
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92519-4206+%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C%E7%86%8A%E9%87%8E%E5%B8%82%E6%96%B0%E9%B9%BF%E7%94%BA/@33.9295522,136.132705,13.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60067737284751e5:0x40147e15362135f0!2z44CSNTE5LTQyMDcg5LiJ6YeN55yM54aK6YeO5biC5rOi55Sw6aCI55S6!3b1!8m2!3d33.9136638!4d136.1398424!3m4!1s0x600679fa8583de31:0xf7b34f319132a7dd!8m2!3d33.9440497!4d136.1422321
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92519-4206+%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C%E7%86%8A%E9%87%8E%E5%B8%82%E6%96%B0%E9%B9%BF%E7%94%BA/@33.9295522,136.132705,13.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60067737284751e5:0x40147e15362135f0!2z44CSNTE5LTQyMDcg5LiJ6YeN55yM54aK6YeO5biC5rOi55Sw6aCI55S6!3b1!8m2!3d33.9136638!4d136.1398424!3m4!1s0x600679fa8583de31:0xf7b34f319132a7dd!8m2!3d33.9440497!4d136.1422321
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.944695/136.145711/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.944695/136.145711/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.944695/136.145711/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.943449/136.177211/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.943449/136.177211/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.943449/136.177211/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92512-1105+%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C%E5%9B%9B%E6%97%A5%E5%B8%82%E5%B8%82%E6%B0%B4%E6%B2%A2%E7%94%BA/@35.0605236,136.3819267,10.25z/data=!4m5!3m4!1s0x6003edb4a884a81d:0x8d0c6dd5a2d663b5!8m2!3d34.9860165!4d136.4729592


英
領
中
央
亞
非
利
加
土
人

ゼ
・
ネ
チ
ヴ
ス
・
オ
ヴ
・
ブ
リ
ツ
シ
ユ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ア
フ
リ
カ

一
九
〇
六
年
板
八
八
頁
）。
何
れ
も
天
狗
の
炬
に
似
た
事
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
安
堵
峯
」
和
歌
山
県
と
奈
良
県
の
県
境
に
あ
る
安
堵
山
（
あ
ん
ど
さ
ん
：
国
土
地

理
院
図
）。
標
高
は
千
百
三
十
四
メ
ー
ト
ル
。 

「
坂
泰
の
巓
」
こ
の
附
近
の
孰
れ
か
の
ピ
ー
ク
（
国
土
地
理
院
図
）。 

「
丹
生
川
」
こ
の
附
近
（
同
前
）。 

「
善
光
寺
道
中
續
膝
栗
毛
」
十
返
舎 

一
九
が
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
か
ら
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年

に
か
け
て
初
刷
し
た
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
大
ヒ
ッ
ト
を
受
け
て
書
い
た
、
弥
次
喜
多
膝
栗
毛
物
の
続

編
内
の
一
つ
。
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
初
刷
。
熊
楠
が
、
こ
の
部
分
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
泉
鏡

花
は
前
に
示
し
た
遺
稿
の
中
で
、
作
中
人
物
を
借
り
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

「
一
九
〇
六
年
板
、
レ
オ
ナ
ー
ド
少
佐
の
下
ニ
ゲ
ル
及
其
諸
民
族

ゼ
・
ラ
ワ
ー
・
ニ
ゲ
ル
・
エ
ン
ド
・
イ
ツ
・
ト
ラ
イ
ブ
ス

四
八
六
頁
」
ア
メ
リ
カ
の
地
質
学
者

ア
ー
サ
ー
・
グ
レ
イ
・
レ
オ
ナ
ル
ド
（A

rth
u
r G

ray
 L

eo
n
ard

 

一
八
六
五
年
～
一
九
三
二
年
）
の
“T

h
e 

L
o
w

er N
ig

er A
n
d
 Its T

rib
es`

。「In
tern

et arch
iv

e
」
の
こ
ち
ら
で
同
年
版
原
本
で
当
該
箇
所
が
視
認
出
来

る
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
民
俗
誌
。 

「
藪
榛
中

こ
も
り
の
う
ち

」
こ
の
ル
ビ
は
「
小
森
の
内
」
で
、「
雑
木
林
の
中
」
の
意
。 

「
ワ
ー
ナ
ー
英
領
中
央
亞
非
利
加
土
人
（
ゼ
・
ネ
チ
ヴ
ス
・
オ
ヴ
・
ブ
リ
ツ
シ
ユ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ア
フ

リ
カ
）
一
九
〇
六
年
板
八
八
頁
」
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
女
性
で
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
で
あ
り
、
作

家
・
詩
人
で
も
あ
っ
た
ア
リ
ス
・
ワ
ー
ナ
ー
（A

lice W
ern

er 

一
八
五
九
年
～
一
九
三
五
年
：
彼
女
は
ス

ワ
ヒ
リ
語
と
バ
ン
ト
ゥ
ー
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
）
の
“T

h
e N

a
tives o

f B
ritish

 C
en

tra
l A

frica

”
（「
イ
ギ

リ
ス
領
中
央
ア
フ
リ
カ
の
先
住
民
族
」
）
は
一
九
〇
六
年
刊
。
同
じ
く
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で

同
年
版
原
本
で
当
該
箇
所
が
視
認
出
来
る
。］ 

  

エ
ル
モ
尊
者
の
火
が
多
く
風
浪
中
の
舟
人
の
眼
に
付
い
て
、
海
中
の
龍
の
所
爲

（
し
わ
ざ
）

と
想
は
れ
た
は
自
然
の

成
行
で
、
其
上
既
に
慈
覺
大
師
の
行
記
か
ら
例
示
し
た
通
り
、
山
に
も
龍
宮
有
り
と
す
る
處
も
有
り
、
龍

が
塔
を
守
る
と
云
ふ
寺
も
有
る
か
ら
、
山
上
や
塔
の
頂
に
現
ず
る
エ
ル
モ
尊
者
の
火
を
も
龍
燈
と
呼
ん

だ
ゞ
ら
う
。
龍
が
塔
を
守
る
例
は
經
中
に
少
な
く
無
い
が
、
最
も
奇
拔
な
は
三
寶
感
通
錄
一
に
云
く
、
益

州
の
道
卓

だ
う
た
く

は
名
僧
な
り
。
隋
の
大
業
の
初
、
𨿅
縣
寺
塔
、
無
人
修
葺
く
、
纔
有
下
基
、
卓
乃
率
化
四
部
、

造
木
浮
圖
、
莊
飾
備
矣
、
塔
爲
龍
護
、
居
在
西
南
角
井
中
、
時
相
有
現
、
側
有
三
池
、
莫
知
深
淺
、
三
龍

居
之
、
人
莫
敢
臨
視
、
貞
觀
十
三
年
、
三
龍
大
鬪
、
雷
霆
震
擊
、
水
火
交
飛
、
久
之
乃
靜
、
塔
如
本
、
住

人
皆
龍
拾
取
毛
、
長
三
尺
許
、
黃
赤
可
愛
《
𨿅ら

く

縣
の
寺
塔
、
人
の
修
葺

し
ゆ
し
ふ

す
る
無
く
、
纔
か
に
下
に
、
基
、

有
る
の
み
。
卓
、
乃

す
な
は

ち
四
部
を
率
化

そ

つ

け

し
、
木
の
浮
圖

ふ

と

を
造
り
、
莊
飾
、
備
は
れ
り
。
塔
は
龍
に
護
ら
れ
、

西
南
の
角
に
在
る
井
の
中
に
居
せ
り
。
時
に
相

す
が
た

の
現
ず
る
有
り
、
側そ

ば

に
三
池
有
り
、
深
淺
、
知
る
無
し
。

三
龍
、
之こ

こ

に
居を

る
も
、
人
、
敢
へ
て
臨
み
視
る
こ
と
莫
し
。
貞
觀
十
三
年
、
三
龍
、
大
い
に
鬪
ひ
、
雷
霆

ら
い
て
い

、

震ふ
る

ひ
擊
ち
、
水
・
火
、

交
こ
も
ご
も

に
飛
ぶ
。
之
れ
、
久
し
く
し
て
、
靜
ま
り
、
塔
、
本も

と

の
ご
と
し
。
住
人
、
皆
、

龍
の
毛
を
拾
ひ
取
る
に
、
長
さ
三
尺
ば
か
り
、
黃
赤

わ
う
し
や
く

に
し
て
愛
す
べ
し
。》
。
吾
邦
に
貴
人
の
三
婦
嫉
妬
で

亂
鬪
し
て
三
目
錐

み

つ

め
ぎ

り

の
名
を
獲
た
話
が
あ
る
が
、
是
は
又

正

法

（
し
や
う
ぼ
ふ
）

護
持
の
爲
に
佛
塔
を
守
る
三
龍
が
毛
を
落

と
す
迄
混
戰
し
た
の
だ
。
根
來

ね

ご

ろ

の
大
塔
燒
け
た
時
、
龍
が
水
を
吐
い
て
防
い
だ
事
、
紀
伊
國
名
所
圖
會
に

https://maps.gsi.go.jp/#15/33.896904/135.622702/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.883296/135.591331/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.883296/135.591331/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.883296/135.591331/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.895194/135.555925/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.895194/135.555925/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/33.895194/135.555925/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://archive.org/details/lowernigerandits010284mbp/page/486/mode/2up
https://archive.org/details/nativesbritishc02werngoog/page/n127/mode/2up
https://archive.org/details/nativesbritishc02werngoog/page/n127/mode/2up


畫
添
へ
て
出
し
有
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
三
寶
感
通
錄
」「
一
」
で
既
出
既
注
。 

「
率
化
」
教
導
す
る
こ
と
。 

「
浮
圖
」「
浮
屠
」
「
佛
圖
」
と
も
書
く
。
中
国
で
、
仏
教
伝
来
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
「
仏
陀
」
又

は
「
仏
塔
」
を
呼
ぶ
の
に
用
い
た
言
葉
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ブ
ッ
ダ
」
の
音
写
、
或
い
は
「
ス
ト

ゥ
ー
パ
」
の
誤
っ
た
音
写
と
さ
れ
る
。
「
仏
陀
」
を
意
味
す
る
用
法
は
、
史
書
な
ど
に
見
い
だ
さ
れ
る
も

の
の
、
仏
教
徒
の
間
で
は
避
け
ら
れ
、
「
仏
塔
」
を
意
味
す
る
用
法
は
、
漢
訳
仏
典
の
中
に
も
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
。
但
し
、
中
国
に
お
け
る
仏
塔
は
、
「
三
層
浮
図
」
と
か
「
九
層
浮
屠
」
と
書
く
よ
う
に
、
重

層
型
の
仏
塔
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た
（
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
貞
觀
十
三
年
」
六
三
九
年
。
唐
の
太
宗
の
治
世
。 

「
貴
人
の
三
婦
嫉
妬
で
亂
鬪
し
て
三
目
錐

み

つ

め
ぎ

り

の
名
を
獲
た
話
」
出
典
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

「
根
來

ね

ご

ろ

の
大
塔
」
和
歌
山
県
岩
出
市
に
あ
る
真
言
宗
一
乗
山
根
来
寺

ね

ご

ろ

じ

。
「
大
塔
」
は
正
式
に
は
「
大
毘
廬

遮
那
法
界
体
性
塔
」
と
呼
び
、
現
在
、
国
宝
。
本
尊
は
胎
蔵
大
日
如
来
で
、
高
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
十

五
メ
ー
ト
ル
。
木
造
で
は
日
本
最
大
の
多
宝
塔
（
二
重
塔
で
初
層
の
平
面
が
方
形
を
成
し
、
上
層
の
塔
身

が
円
形
に
造
ら
れ
た
も
の
を
言
う
）
で
あ
る
。
文
明
一
二
（
一
四
八
〇
）
年
頃
か
ら
建
築
が
始
ま
り
、
半

世
紀
以
上
経
た
天
文
一
六
（
一
五
四
七
）
年
頃
に
竣
工
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ

た
）。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。］ 

  

扨
最
初
龍
燈
は
皆
天
然
生
の
火
だ
っ
た
が
、
後
に
は
衆
心
を
歸
依
さ
せ
る
爲
、
龍
燈
や
舍
利
光
佛
光
を

僧
侶
が
祕
す
る
方
術
を
以
て
出
す
事
と
成
つ
た
は
疑
を
容
れ
ず
。
現
今
も
印
度
や
西

藏

（
チ
ベ
ツ
ト
）

の
僧
は
、
室
内

に
皓

月

（
こ
う
げ
つ
）

眞
に

逼
（
せ
ま
）

れ
る
を
出
し
た
り
、
空
中
に
神
燈
炫

耀

（
げ
ん
え
う
）

す
る
を
現
じ
た
り
、
中
々
歐
州
の
幻

師

て
じ
な
つ
か
ひ

の

思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
を
仕
出

し

で

か
す
と
、
每
々
其
輩
か
ら
聞
い
た
。
付
法
藏
因
緣
傳
五
に
、
馬

鳴

（
め
み
や
う
）

大
士
、
十

一
祖
富
那
奢

（
ふ
な
し
や
）

に
議
論
で
負
け
て
弟
子
と
成
つ
た
が
、
心
猶

愧
（
は
ぢ
）

恨
み
て
死
せ
ん
と
欲
す
。
冨
那
奢
之
を
察

知
し
、
馬
鳴
を
し
て
闇
室
中
に
經
典
を
取
ら
し
む
。

闇
（
く
ら
）

く
て
取
れ
な
い
と
言
ふ
と
、
師

告
（
つ
げ
）

ら
く
、
但

去
、
當
令
汝
見
、
爾
時
尊
者
卽
以
神
力
、
遙
伸
右
手
、
徹
入
屋
内
、
五
指
放
光
、
其
明
照
曜
、
室
中
所
有
、

皆
悉
顯
現
、
爾
時
馬
鳴
心
疑
是
幻
、
凡
幻
之
法
、
知
之
則
滅
、
而
此
光
明
轉
更
熾
盛
、
盡
其
技
術
、
欲
滅

此
光
、
爲
之
既
疲
、
了
無
異
相
、
知
師
所
爲
、
卽
便
摧
伏
《
但た

だ
、
去ゆ

け
。
當ま

さ

に
汝
を
し
て
見
し
む
べ
し
。

爾こ
こ

に
尊
者
、
卽
ち
、
神
力
を
以
つ
て
、
遙
か
に
右
手
を
伸
べ
、
室
内
に
徹と

ほ

し
入
る
。
五
指
、
光
を
放
ち
、

其
の
明
り
、
照
り
耀
き
、
室
中
に
有
る
所
の
も
の
、
皆
、
悉
く
顯
現
す
。
爾
に
、
馬
鳴
、
心
に
『
是
れ
、

幻
し
な
ら
ん
。
』
と
疑
ふ
。
凡
そ
、
幻げ

ん

の
法
は
、
之
れ
を
知
れ
ば
、
則
ち
、
滅
す
。
而
る
に
、
此
の
光
明

は

轉
ま
す
ま
す

更
に
熾-

盛

さ

か

ん

な
り
。
其
の
技
術
を
盡
し
て
、
此
の
光
を
滅
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
之
れ
が
爲
に
既
に
疲

れ
、
了つ

ひ

に
、
異
相
、
無
し
。
師
の
爲
す
所
な
る
を
知
り
て
、
卽
ち
、
摧
伏

さ
い
ふ
く

す
。
》
。
其
か
ら
懸
命
に
勉
强
し

て
遂
に
佛
法
第
十
二
祖
と
迄
成
つ
た
と
出
づ
。
此
文
を
見
て
當
時
方
術
で
指
端
に
光
を
出
し
た
事
有
つ
た

と
知
る
。
辟
支
佛

び
や
く
し
ぶ
つ

や
羅
漢
が
、
人
を
敎
化
し
た
り
身
の
潔
白
を
託
す
る
に
口
辯
を
用
ひ
ず
、

默
（
だ
ん
ま
）

り
で
身

體
か
ら
火
光
を
出
し
た
例
は
頗
る
多
い
。
何
か
其
祕
術
が
有
つ
の
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
炫
耀
」
光
り
強
く
輝
く
こ
と
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%9D%A5%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%9D%A5%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%9D%A5%E5%AF%BA
https://www.google.com/maps/place/%E6%A0%B9%E6%9D%A5%E5%AF%BA%E5%A4%A7%E5%A1%94/@34.2430817,135.176414,11.5z/data=!4m5!3m4!1s0x6000cab7f71d64ad:0x42b48fe835bcc764!8m2!3d34.2878463!4d135.3173371


「
付
法
藏
因
緣
傳
」
釈
尊
の
入
滅
後
、
付
法
相
伝
し
た 

二
十
三
祖
師
の
因
縁
を
叙
述
し
た
も
の
。
全
六
巻
。

北
魏
の
吉
迦
夜
・
曇
曜
共
訳
で
四
七
二
年
成
立
と
さ
れ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
訳
本
で
は
な

く
、
口
伝
に
よ
る
作
成
ら
し
い
。
特
に
天
台
宗
・
禅
宗
で
は
、
古
来
。
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
「
大
蔵
経
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
調
べ
た
が
、
導
入
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
少
し
長
く
、
熊
楠
が
内
容
を
簡
約
し
て
い
る
。

以
下
が
、
当
該
部
。 

 
 

 

＊ 

有
一
大
士
名
曰
馬
鳴
。
智
慧
淵
鑒
超
識
絕
倫
。
有
所
難
問
靡
不
摧
伏
。
譬
如
猛
風
吹
拔
朽
木
。
起
大
憍
慢

草
芥
群
生
。
計
實
有
我
甚
自
貢
高
。
聞
有
尊
者
名
富
那
奢
。
智
慧
深
邃
多
聞
博
達
。
言
諸
法
空
無
我
無
人
。

懷
輕
慢
心
往
詣
其
所
。
而
作
是
言
。
一
切
世
間
所
有
言
論
。
我
能
毀
壞
如
雹
摧
草
。
此
言
若
虛
而
不
誠
實
。

要
當
斬
舌
以
謝
其
屈
。
富
那
奢
言
。
佛
法
之
中
凡
有
二
諦
。
若
就
世
諦
假
名
爲
我
。
第
一
義
諦
皆
悉
空
寂
。

如
是
推
求
我
何
可
得
。
爾
時
馬
鳴
心
未
調
伏
。
自
恃
機
慧
猶
謂
己
勝
。
富
那
語
曰
。
汝
諦
思
惟
無
出
虛
語
。

我
今
與
汝
定
爲
誰
勝
。
於
是
馬
鳴
卽
作
是
念
。
世
諦
假
名
定
爲
非
實
。
第
一
義
諦
性
復
空
寂
。
如
斯
二
諦

皆
不
可
得
。
既
無
所
有
云
何
可
壞
。
我
於
今
者
定
不
及
彼
。
便
欲
斬
舌
以
謝
其
屈
。
富
那
語
言
。
我
法
仁

慈
不
斬
汝
舌
。
宜
當
剃
髮
爲
吾
弟
子
。
爾
時
尊
者
度
令
出
家
。
心
猶
愧
恨
欲
捨
身
命
時
富
那
奢
得
羅
漢
道
。

入
定
觀
察
知
其
心
念
。
尊
者
有
經
先
在
闇
室
。
尋
令
馬
鳴
往
彼
取
之
。
白
言
大
師
。
此
室
闇
冥
云
何
可
往
。

告
曰
、 

 
 

 

＊ 

「
馬
鳴
大
士
」
（
生
没
年
不
詳
）
は
一
～
二
世
紀
頃
の
中
イ
ン
ド
出
身
の
仏
教
論
師
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

名
「
ア
シ
ュ
バ
ゴ
ー
シ
ャ
」
の
漢
訳
。
仏
教
音
楽
・
仏
教
文
学
の
創
始
者
的
存
在
と
さ
れ
、
仏
陀
伝
の
傑

作
「
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
」
（
「
仏
所
行
讃
」
）
を
作
っ
た
。「
大
乗
起
信
論
」
の
作
者
と
さ
れ
る
馬
鳴
が
居
る

が
、
こ
れ
は
後
世
の
別
人
と
考
え
ら
れ
る
。
三
十
の
頃
、
「
大
乗
起
信
論
」
を
読
ん
だ
が
、
読
み
終
わ
る

の
に
一
ヶ
月
も
か
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。 

「
富
那
奢
」
脇
比
丘

き

ょ

う
び

く

（
二
世
紀
初
頭
の
中
イ
ン
ド
の
僧
。
脇
尊
者
と
も
呼
ぶ
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
は

「
パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
」
。
付
法
蔵
第
九
祖
。
カ
ニ
シ
カ
王
の
下
で
、
彼
以
下
五
百
人
の
比
丘
が
カ
シ
ュ
ミ

ー
ル
で
第
四
回
の
仏
典
結
集
を
行
い
、
「
大
毘
婆
沙
論

だ

い

び

ば

し

ゃ

ろ

ん

」
（
小
乗
仏
教
教
理
の
集
大
成
。
全
二
百
巻
）
を
編

纂
し
た
と
さ
れ
る
人
物
）
に
師
事
し
て
法
を
受
け
、
主
に
小
乗
教
を
弘
め
て
多
く
の
衆
生
を
教
化
し
た
。 

「
摧
伏
」
本
来
は
他
動
詞
的
で
「
打
ち
挫く

じ

い
て
屈
伏
さ
せ
る
こ
と
」
を
言
う
。 

「
辟
支
佛
」
「
各
自
独
り
で
悟
っ
た
者
」
の
意
の
「
プ
ラ
テ
ィ
エ
ー
カ
・
ブ
ッ
ダ
」
の
漢
訳
。
仏
の
教
え

に
拠
ら
ず
、
自
分
自
身
で
真
理
を
悟
り
、
そ
の
悟
り
の
内
容
を
人
に
説
く
こ
と
を
し
な
い
聖
者
を
指
す
。

「
独
り
悟
り
を
開
い
て
そ
れ
を
楽
し
む
仏
」
で
、
「
独
覚
」
と
も
意
訳
す
る
。
ま
た
、
十
二
因
縁
の
理
法

を
悟
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
縁
覚
」
と
も
訳
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
「
プ
ラ
テ
ィ
エ
ー
カ
」
（
「
独
り
の
」

の
意
）
を
「
プ
ラ
テ
ィ
ヤ
ヤ
」（
「
縁
」
の
意
）
と
誤
読
し
た
か
、
あ
る
い
は
こ
の
聖
者
が
十
二
因
縁
を
観

ず
る
修
行
を
し
て
覚
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
を
特
に
言
っ
た
た
め
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
行
で
は

「
縁
覚
」
の
方
が
使
用
度
が
高
い
。］ 

  

續
高
僧
傳
十
に
、
周
の
太
祖
の
時
、
西
域
獻
佛
舍
利
《
西
域
よ
り
佛
舍
利
を
獻
ず
》
、
帝
、
僧
道
妙
を



し
て
供
養
せ
し
む
る
に
、
經
于
一
年
、
忽
於
中
宵
、
放
光
滿
室
。
螺
旋
出
窻
、
漸
引
於
外
、
須
臾
光
照
四

遠
、
騰
扇
其
熖
。
照
屬
天
地
、
當
有
見
者
、
謂
寺
家
失
火
、
競
來
救
之
、
及
覩
神
光
乃
從
金
瓶
而
出
、
皆

歎
未
曾
有
也
。《
一
年
を
經
て
、
忽
ち
、
中
宵

や

は

ん

に
、
光
を
放
ち
、
室
に
滿
つ
。
螺
旋
し
て
窻ま

ど

を
出
で
、

漸
ぜ
ん
ぜ
ん

と
外
に
引

ひ
き
の

び
て
、
須
臾
に
し
て
、
光
、
四
遠
を
照
ら
し
、
其
の
熖

ほ
の
ほ

を
騰の

ぼ

し
扇あ

ふ

ぎ
、
天
地
に
照
り
屬

つ
ら
な

る
。

當と
き

に
見
る
者
有
り
て
、「
寺
家
、
失
火
す
。」
と
謂お

も

ひ
て
、
競
ひ
來
た
り
て
こ
れ
を
救
ふ
に
、
神
光
、
乃

す
な
は

ち

金
瓶

き
ん
ぺ
い

よ
り
出
づ
る
を
覩み

る
に
及
び
、
皆
、
「
未
だ
曾
て
有
ら
ず
。
」
と
歎
ず
。》
。
十
四
に
、
隋
の
文
帝
舍
利

を
梓
州
華
林
寺
に
送
ら
し
む
、
既
至
州
館
、
夜
大
放
光
、
明
徹
屋
上
、
如
火
焰
發
、
食
頃
方
滅
《
既
し
て

州
館
に
至
る
に
、
夜
、
大
い
に
光
を
放
ち
、
屋
の
上
、
明
る
く
徹と

ほ

り
て
、
火
焰
の
發
す
る
が
ご
と
し
。

食-

頃

し
ば
ら
く

し
て
方ま

さ

に
滅
す
。
》
。
三
寶
感
通
錄
二
、
梁
武
帝
同
奉
寺
に

幸
（
み
ゆ
き
）

し
、
始
到
瑞
像
殿
、
帝
纔
登
階
像

大
放
光
。
照
竹
樹
山
水
並
作
金
色
。
遂
半
夜
不
休
《
始
め
て
瑞
像
殿
に
到
る
。
帝
、
纔
か
に

階
き
ざ
は
し

を
登
れ

ば
、
像
、
大
い
に
光
を
放
ち
、
竹
樹
山
水
を
照
ら
し
、
並と

も

に
金
色

こ
ん
じ
き

を
作な

し
、
遂
に
夜
半
ま
で
休や

ま
ず
。》。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
續
高
僧
傳
十
」
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
「
續
高
僧
傳
」
の
巻
第
八
の
誤
り
で
あ
る
。

「C
B

E
T

A
 

漢
文
大
藏
經
」（
中
文
）
の
こ
ち
ら
の
、[0

4
8
6
a1

8
]

の
四
行
目
以
降
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
十
四
に
隋
の
文
帝
舍
利
を
梓
州
華
林
寺
に
送
ら
し
む
、…

…
」
こ
れ
も
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
續
高
僧
傳
」

の
巻
第
十
二
の
誤
り
で
あ
る
。
「
維
基
文
庫
」
版
の
同
巻
の
「
唐
京
師
淨
影
寺
釋
善
胄
傳
九
」
の
丁
度
、
真

ん
中
の
部
分
に
出
現
す
る
。］ 

  

慈
恩
傳
四
に
、
玄
奘
天
竺
に
在
つ
た
時
、
西
國
法
、
以
此
（
正
）
月
、
菩
提
寺
出
佛
舍
利
、
諸
國
道
俗

咸
來
觀
禮
《
西
國
の
法
、
此
の
（
正
）
月
を
以
つ
て
、
菩
提
寺
、
佛
舍
利
を
出
だ
し
、
諸
國
の
道
俗
、
咸み

な

、

來
た
り
て
觀
禮
す
。
》
玄
奘
、
其
師
勝
軍
居
士
と
共
に
往
き
見
る
、
至
夜
過
一
更
許
、
勝
軍
共
法
師
、
論

舍
利
大
小
不
同
云
々
。
更
經
少
時
、
忽
不
見
室
中
燈
、
内
外
大
明
、
怪
而
出
望
、
乃
見
舍
利
塔
、
光
暉
上

發
、
飛
燄
屬
天
、
色
含
五
彩
、
天
地
洞
朗
、
無
復
星
月
、
兼
聞
異
香
氛
氳
溢
院
、
於
是
、
遞
相
告
報
言
、

舍
利
有
大
神
變
、
諸
衆
乃
知
、
重
集
禮
拜
稱
歎
希
有
、
經
食
頃
光
乃
漸
收
、
至
餘
欲
盡
、
遶
覆
鉢
數
匝
、

然
始
總
入
、
天
地
還
闇
、
辰
象
復
出
、
衆
覩
此
已
、
咸
除
疑
網
。
《
夜
、
一
更
ば
か
り
を
過
ぐ
る
に
至
り
、

勝
軍
、
法
師
と
共
に
、
舍
利
の
大
小
の
不
同
を
論
ず
云
々
。
更
に
少
時
を
經
て
、
忽
ち
、
室
中
、
燈ひ

を
見

ざ
る
に
、
内
外
、
大
い
に
明
る
し
。
怪
し
み
て
、
出
で
て
望
め
ば
、
乃

す
な
は

ち
、
舍
利
塔
よ
り
、
光
暉
、
上
り

發
し
、
飛
燄

ひ

え

ん

、
天
に
屬

つ
ら
な

り
、
色
は
五
彩
を
含
み
、
天
地
、
洞
朗

ど
う
ら
う

と
し
て
、
復
た
、
星
・
月
の
無
き
を
見
る
。

兼あ
は

せ
て
、
異
香
、
氛
氳

ふ
ん
う
ん

と
し
て
、
院
に
溢あ

ふ

る
る
を
聞か

ぐ
。
是
に
於
い
て
遞た

が

ひ
に
相
ひ
告
げ
、
報
じ
て
言
は

く
、「
舍
利
に
大
神
變
有
り
。」
と
。
諸
衆
、
乃

す
な
は

ち
、
知
り
、
重
ね
て
集
ま
り
て
禮
拜
し
、
「
希
有
な
り
。」

と
稱
歎
す
。
食-

頃

し
ば
ら
く

、
經た

ち
て
、
光
、
乃
ち
、
漸
く
收
ま
り
、
餘
り
盡
き
ん
と
欲す

る
に
至
り
、
覆
鉢

ふ
く
ば
ち

を
遶め

ぐ

る

こ
と
、
數
匝

す

め

ぐ

り
し
、
然
し
て
始
め
て
總
て
入
れ
り
。
天
地
、
還ま

た

、
闇く

ら

く
、
辰
象

し
ん
し
や
う

、
復
た
出
づ
。
衆
、
此
れ

を
覩み

て
、
咸み

な

、
疑
網
を
除
く
》
。
續
高
僧
傳
四
に
は
彼
土
十
二
月
三
十
日
、
當
此
方
正
月
十
五
日
、
世
稱

大
神
變
月
、
若
至
其
夕
、
（
舍
利
）
必
放
光
瑞
、
天
雨
奇
花
。《
彼か

の
土ど

の
十
二
月
三
十
日
は
、
此
方

こ

な

た

の
正

月
十
五
日
に
當
た
り
、
世
に
「
大
神
變
月
」
と
稱
す
。
若
し
、
そ
の
夕
べ
に
至
れ
ば
、
（
舍
利
）
必
ず
、

光
瑞
を
放
ち
、
天
、
奇
花
を
雨

あ
め
ふ

ら
す
。》
。
其
夜
、
玄
奘
其
師
と
對
話
す
る

内
（
う
ち
）

忽
失
燈
明
、
又
覩
所
佩
珠

璫
瓔
珞
、
不
見
光
彩
、
但
有
通
明
晃
朗
、
内
外
洞
然
、
而
不
測
其
由
也
、
怪
斯
所
以
、
共
出
草
廬
、
望
菩

https://tripitaka.cbeta.org/T50n2060_008
https://zh.wikisource.org/wiki/%E7%BA%8C%E9%AB%98%E5%83%A7%E5%82%B3/%E5%8D%B712


提
樹
、
乃
見
有
僧
手
擎
舍
利
、
大
如
人
指
、
在
樹
基
上
、
遍
示
大
衆
、
所
放
光
明
、
照
燭
天
地
、
于
時
衆

鬧
、
但
得
遙
禮
、
雖
目
覩
瑞
、
心
疑
其
火
、
合
掌
虔
跪
、
乃
至
明
晨
、
心
漸
萎
頓
、
光
亦
歇
滅
、
居
士
問

曰
、
既
覩
靈
瑞
、
心
無
疑
耶
、
奘
具
陳
意
、
居
士
曰
、
余
之
昔
疑
、
還
同
此
也
、
其
瑞
既
現
、
疑
自
通
耳

《
忽
ち
、
燈
明
を
失し

つ

す
。
復
た
佩お

ぶ
る
所
の
珠
璫

し
ゆ
た
う

・
瓔
珞

や
う
ら
く

を
見
る
に
、
光
彩
を
見
ず
、
但た

だ
、
通
明

つ
う
め
い

し
て

晄
朗

く
わ
う
ら
う

、
内
外
、
洞と

う

然ぜ
ん

た
る
有
り
。
然
し
て
其
の
由

い
は
れ

を
測
れ
ず
。
斯こ

の
所
以

し

よ

い

を
怪
し
み
、
共
に
草
廬
を
出

で
て
、
菩
提
樹
を
望
む
に
、
乃

す
な
は

ち
、
僧
、
有
り
て
手
に
舍
利
を
擎さ

さ

ぐ
る
を
見
る
。
大
い
さ
は
人
の
指
の
ご

と
し
。
樹
の
基
の
上
に
在
り
て
、
遍

あ
ま
ね

く
大
衆

た
い
し
ゆ

に
示
し
、
放
つ
所
の
光
明
は
、
天
地
を
照

燭

し
や
う
し
よ
く

す
。
時
に
衆し

ゆ

、

鬧
か
ま
び
す

し
く
、
但
だ
、
遙
か
に
禮
す
る
を
得
る
の
み
。
目
に
瑞ず

い

を
覩み

る
と
雖
も
、
心
に
其
の
火
を
疑
ふ
。
合

掌
し
、
虔

つ
つ
し

ん
で
跪
き
、
乃
ち
、
明
く
る
晨あ

さ

に
至
る
。
心
、
漸
く
萎-

頓

つ

か

れ
、
光
も
復
た
、
歇つ

き
滅
す
。
居

士
、
對
い
て
曰
は
く
、「
す
で
に
靈
瑞
を
覩
る
、
心
に
疑
ひ
無
か
ら
ん
や
。」
と
。
奘
、
具

つ
ぶ
さ

に
意
を
陳の

ぶ
。

居
士
曰
は
く
、「
余
の
昔
の
疑
ひ
も
、
還ま

た
此
れ
に
同
じ
な
り
。
其
の
瑞
、
既
に
現
じ
た
れ
ば
、
疑
ひ

自
お
の
づ
か

ら
通
ず
る
の
み
。」
と
。》 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
慈
恩
傳
」
「
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
」
。
三
蔵
法
師
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
の
玄
奘

（
六
〇
二
年
～
六
六
四
年
）
の
伝
記
。
全
十
巻
。
唐
の
慧
立
の
編
に
な
る
。
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
正
規
本
文
を
確
認
・
補
正
し
た
。 

「
洞
朗
」
広
々
と
し
て
明
る
い
さ
ま
。 

「
氛
氳
」
気
の
盛
ん
な
さ
ま
。 

「
覆
鉢
」
相
輪  

な
ど
の
露
盤
上
に
あ
る
、
鉢
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
の
も
の
。
そ
の
上
に
請
花 

（
う
け
ば

な) 

・
九
輪

く

り

ん 

な
ど
を
の
せ
る
。「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
の
画
像
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
辰
象
」
こ
こ
は
月
や
星
の
こ
と
。 

「
珠
璫
」
宝
珠
。 

「
晄
朗
」
明
る
く
輝
く
さ
ま
。 

「
洞
然
」
盛
ん
に
燃
え
る
さ
ま
。
］ 

  

此
珍
事
は
西
域
記
に
は
出
て
居
な
か
つ
た
と
記
憶
す
る
が
、
玄
奘
の
弟
子
が
書
い
た
慈
恩
傳
に
は
、
一

同
此
瑞
光
を
覩
て
疑
網
を
除
い
た
と
有
る
に
、
道
宣
が
親
し
く
玄
奘
か
ら
聞
書
し
た
續
高
僧
傳
を
案
ず
る

と
、
遠
方
か
ら
禮
し
得
た
と
云
ひ
、
目
に
光
を
見
な
が
ら
心
其
を
火
た
る
か
と
疑
う
た
と
云
ひ
、
玄
奘
が

充
分
其
瑞
光
た
る
を
信
ぜ
ぬ
に
、
勝
軍
が
、
予
も
昔
汝
の
如
く
疑
う
た
が
、
實
際
見
た
上
は
疑
ふ
に
及
ば

ぢ
や
無
い
か
と
樣
々
諭
し
た
な
ど
、
隨
分
怪
し
い
こ
と
で
、
ビ
ー
ル
の
慈
恩
傳
英
譯
に
此
處
を
註
し
て
、

其
頃
印
度
既
に

斯
（
か
か
）

る
信
敎
上
の
詐
騙

（
だ
ま
し
）

行
は
れ
た
を
此
文
で
知
り
得
る
と
有
る
が
、
氏
が

件
（
く
だ
ん
）

の
續
高

僧
傳
の
文
を
見
た
な
ら
一
層
其
然
る
を
知
り
得
た
筈
だ
。
此
玄
奘
は
ル
ナ
ン
が
言
つ
た
通
り
、
佛
を
奉
ず

る
事
篤
き
餘
り
奇
瑞
神
異
な
事
は
味
噌
も
糞
も
信
じ
た
人
な
る
に
、
猶
舍
利
光
を
目
擊
し
な
が
ら
其
を
火

で
無
い
か
と
疑
う
た
由
、
後
年
道
宣
に
話
し
た
所
か
ら
推
す
に
、
此
光
は
大
仕
掛
の
人
工
で
出
し
た
も
の

に
相
違
な
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ビ
ー
ル
の
慈
恩
傳
英
譯
」
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
で
、
最
初
に
初
期
仏
教
の
記
録

類
を
中
国
語
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
サ
ム
エ
ル
・
ビ
ー
ル
（S

am
u

el B
eal 

一
八
二
五
年
～
一
八
八
九
年
）
。

https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E4%BC%8F%E9%89%A2/#:~:text=%E3%81%B5%E3%81%8F%E2%80%90%E3%81%B0%E3%81%A1%E3%80%90%E4%BC%8F%E9%89%A2,%E3%82%93)%20%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E3%81%AE%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%80%82


よ
く
判
ら
な
い
が
、
死
後
の
一
九
一
一
年
刊
の
“T

h
e L

ife o
f H

iu
en

-T
sia

n
g

”
（
「
玄
奘
の
生
涯
」
）
辺
り

に
含
ま
れ
る
か
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
に
一
九
一
四
年
版
が
あ
る
が
、
流
石
に
探
す
気
に
は
な

ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
ル
ナ
ン
」
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
史
家
ジ
ョ
ゼ
フ
・
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
（Jo

sep
h
 E

rn
est R

en
an 

一
八

二
三
年
～
一
八
九
二
年
）
。
近
代
合
理
主
義
的
な
観
点
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
伝
記

「
イ
エ
ス
伝
」（V

ie d
e Jésu

s

：
一
八
六
三
年
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。］ 

  

エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
墓
に
、
每
年
聖
土
曜
日

ホ
リ
ー
・
サ
タ
ー
デ
ー

（
三
月
下
旬
に
あ
り
）
天
よ
り
神
火
降
り
、
詣
衆
押
合

（
お
し
あ
）

う

て
大
混
雜
中
に
其
火
を
移
し
點
じ
、
持
歸
つ
て
舊
火
を

更
（
あ
ら
た
）

む
。
其
時
一
番
に
新
火
を
移
し
點
し
た
者
を

大
吉
と
羨
む
事
、
備
前
西
大
寺
の
會
式

（
ゑ
し
き
）

の
如
く
、
此
火
點
し
た
蠟
燭
の
蠟
で
十
字
を
畫
い
た
經
帷
子
を
著

せ
て
死
人
を
埋
む
れ
ば
、
樂
土
に
往
く
事
受
合
也
と
云
ひ
、
其
他
種
々
の
吉
祥
あ
り
と
す
（
一
八
四
三
年

ブ
ラ
イ
ト
ン
板
ピ
エ
ト
ロ
、
デ
ラ
、
ヴ
ァ
レ
紀
行

ヴ
ヰ
ア
ツ
ジ

一
卷
二
九
五
頁
）
。
此
夜
信
心
の
輩
、
夫
妻
打
連
れ
て

聖
墓
を

取

廻

（
と
り
ま
は
ら
）

せ
る
圓
堂

ロ
ト
ン
ド

に
集
り
秘
密
の
事
を
行
ひ
、

斯
（
か
く
）

て
孕
む
所
の
子
心
身
完
全
な
り
と
信
ず
。
翌

朝
其
迹
を
見
る
に
、
口
筆
述

難

（
の
べ
が
た
）

き

體
（
て
い
）

た
ら
く
だ
（
ゴ
ダ
ー
ル
埃
及
巴
列
斯
丁

エ
ジ
プ
ト
・
エ
・
パ
レ
ス
チ
ン

）、
一
八
六
七
年
板
、
三

八
七
頁
）
。
ピ
エ
ト
ロ
此
式
を
見
た
時
既
心
有
る
者
は
、
昔
は
眞
の
天
火
が
降
つ
た
が
當
世
の
は
人
作
だ

と
云
つ
た
。
然
る
に
、
近
時
に
至
る
迄
僧
輩
依
然
其
人
作
に

非
（
あ
ら
ざ
）

る
を
主
張
し
、
當
日
法

主

パ
ト
リ
ア
ー
ク

、
脫
衣
露

頭
跣
足
し
て
身
に
一
物
を
仕
掛
け
ざ
る
を
示
し
、
單
衣
墓
に
入
つ
て
神
火
忽
ち
出
づ
。
其

體

（
そ
の
て
い
）

手
品
師
の

箱
改
め
に
異
な
ら
ず
、
あ
る
說
に
、
墓
内
の
秘
部
に
數
百
年
點
し
續
け
た
晶
燈

ラ

ン

プ

あ
り
、
法
主
其
か
ら
聖
火

を
拵
へ
出
す
と
。
又
云
ふ
、
何
の
事
は
無
い
、
マ
ツ
チ
を

藏
（
か
く
）

し
置
い
て
火
を
作
る
の
だ
と
。
希
臘
敎
で

此
式
を
廢
す
る
と
、
聖
週
七
日

ホ
リ
ー
・
ウ
ヰ
ー
ク

に
エ
ル
サ
レ
ム
へ
巡
禮
す
る
最
富
の
徒
の
半
分
が
來
な
く
な
り
土
地
衰
微

す
べ
し
と
一
八
七
五
年
板
バ
ー
ト
ン
夫
人
の

西

里

亞

巴

列

斯

丁

ゼ
・
イ
ン
ナ
・
ラ
イ
フ
・
オ
ヴ
・
サ
イ
リ
ア
・
パ
レ
ス
チ
ナ

並
聖
地
内
情

・
エ
ン
ド
・
ゼ
・
ホ
リ
ー
ラ
ン
ド

卷
二
、
頁
一
一

〇
に
說
き
居
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
備
前
西
大
寺
」
「
日
本
三
大
奇
祭
」
の
一
つ
と
も
さ
れ
る
「
会え

陽よ
う

」
＝
「
裸
祭
り
」

で
知
ら
れ
る
岡
山
県
岡
山
市
東
区
西
大
寺
に
あ
る
真
言
宗
金
陵
山
西
大
寺
（
さ
い
だ
い
じ
：
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
一
八
四
三
年
ブ
ラ
イ
ト
ン
板
ピ
エ
ト
ロ
、
デ
ラ
、
ヴ
ァ
レ
紀
行

ヴ
ヰ
ア
ツ
ジ

一
卷
二
九
五
頁
」
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
詛
言
に
就
て
」 

オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

（
４
）
』
の
私
の
注
の
冒
頭
に
あ
る
「`V

iag
g
i d

i 

P
ietro

 d
ella V

alle,` B
rig

h
to

n
, 1

8
4
3

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
ゴ
ダ
ー
ル
埃
及
巴
列
斯
丁

エ
ジ
プ
ト
・
エ
・
パ
レ
ス
チ
ン

）
、
一
八
六
七
年
板
、
三
八
七
頁
」
、
フ
ラ
ン
ス
の
医
師
・
人
類
学
者
で
あ
っ

た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ゴ
ダ
ー
ル
（E
rn

est G
o
d
ard

 

一
八
二
六
年
～
一
八
六
二
年
）
の
一
八
六
七
年
発
表
の

“E
g
yp

te et P
a
lestin

e; o
b
serva

tio
n
s m

éd
ica

les et scien
tifiq

u
es.

”
（「
エ
ジ
プ
ト
と
パ
レ
ス
チ
ナ―

―

医

学
的
・
科
学
的
観
察
」）「In

tern
et arch

iv
e

」
で
同
年
版
の
原
本
が
視
認
出
来
る
。
こ
こ
。］ 

  

本
論
斯

（
か
）

う
長
く

成
（
な
つ
）

て
南
方
先
生
も
三
升
五
合
ば
か
り
欲
し
く
成
り
、
讀
者
諸
君
も
倦

（
う
）

ん
で
來
た
ゞ

ら
う
か
ら
、
中
入
り
に
實
曆
の
椿

譚

（
ち
ん
た
ん
）

を
述
べ
ん
に
、
予
が
現
に
此
文
を
草
す
る
所
は
學
問
に
最
も
適
し

た
閑
靜
な
地
所
の
隅
の
炭
部
屋
だ
が
、
其
橫
町
は
夜
分

至
（
い
た
つ
）

て
淋
し
く
、
數
年
前
ま
で
特
種
民
［
や
ぶ
ち

https://archive.org/details/lifeofhiuentsian030569mbp/page/n7/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E8%A5%BF%E5%A4%A7%E5%AF%BA/@34.7254829,133.8305716,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35540c12a0cedd61:0x47e47aa21ce6d801!8m2!3d34.6535347!4d134.0380559
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-b8d1cb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-b8d1cb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-b8d1cb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-b8d1cb.html
https://archive.org/details/egypteetpalesti00godagoog/page/n437/mode/2up


ゃ
ん
注
：
差
別
用
語
な
の
で
批
判
的
に
読
ま
れ
た
い
。］
が
芝
居
見
に
往
つ
た
還
り
が
け
に
、
勿
體
無
く
も

予
が
人
天
を
化
度

（
け
ど
）

せ
ん
と
寂
想
に
耽
り
お
る
壁
一
つ
隔
て
ゝ
、
行
き
掛
の
駄
賃
に
大
便
を
垂
れ
置
く
事
每

度
な
れ
ば
、
人
呼
ん
で
糞
橫
町
と
做

（
な
）

す
。
然
る
に
一
夏
連
夜
餘
り
暑
さ
に
丸
裸
に
成
つ
て
庭
に
立
ち
天
文

を
察
し
居
る
と
、
壁
外
に
芝
居
歸
り
の
特
種
殿

原

（
と
の
ば
ら
）

喧
々
喃
々

（
け
ん
け
ん
な
ん
な
ん
）

す
る
を
妻
が
怪
ん
で
立
聽

（
た
ち
ぎ
）

く
と
、
町
を

隔
て
た
鄰
家
の
庭
に
密
生
し
た
「
ま
さ
き
」
の
大
木
の
上
に
、
幽
靈
と
兼
て
古
く
よ
り
噂
有
る
火
の
玉
が

出
て
居
る
と
云
ふ
の
だ
。
不
審
甚
し
く
て
、
其
輩
立
ち

去
（
さ
つ
）

た
後
、
妻
を
彼
輩
の
蹟
に
立
た
せ
色
々
試
し

見
る
と
、
「
何
の
こ
つ
ち
や
阿
呆
ら
し
い
、
火
の
玉
で
無

（
の
）

う
て
睾
丸
で
ん
す
」
と
田
邊
詞
で

吐
（
ぬ
か
）

す
か
ら
、

子
細
を
聞
く
と
顯
微
鏡
を
夜
見
る
と
て
ラ
ン
プ
の
周
邊
を
闇
く
し
、
一
方
に
喇
叭
の
よ
う
な
紙
筒
を
あ
て

た
口
か
ら
光
が
强
く

彼
（
か
の
）

「
ま
さ
き
」
の
上
の
方
に
向
ひ

出
（
い
で
）

た
。
燈

（
ひ
）

と
木
と
の
間
に
予
が
裸
で

立
（
た
つ
）

て

天
文
を
考
へ
お
る
股
と
陰
囊
の
影
が
彼

（
か
）

の
樹
の
枝
葉
間
に
髣
髴
と
映
つ
た
が
幽
靈
の
正
體
で
、
佐
靑
有
公

さ

を

な

る

き

み

の
提
燈
た
る
人
魂
と

擬
（
ま
が
）

ひ
し
は
、
先

尅

（
せ
ん
こ
く
）

降
つ
た
雨
の
餘
滴
が
此
方
の
光
を
反
射
す
る
の
と
判
つ
た
の

で
、
予
も
陰
囊
の

序
（
つ
い
で
）

に
龍
燈
で
無
く
つ
て
龍
を
も
出
し
て
映
さ
う
か
と
苦
笑
し
た
事
だ
つ
た
。
其
か
ら

氣
が

付
（
つ
い
）

て
種
々
自
宅
で
試
驗
の
末
、
樹
の
位
置
葉
の
性
質
に
隨
つ
て
、
尋
常
の
ラ
ン
プ
や
蠟
燭
の
火
で

も
一

寸

（
ち
よ
つ
と
）

龍
燈

樣
（
や
う
）

の
物
を
出

（
で
）

か
し
得

（
え
）

、
其
が
餘
り
近
づ
く
と
見
え
ず
適
宜
に
遠
ざ
か
る
と
よ
く
見
え

る
を
知
つ
た
。
上
に
ワ
ー
ナ
ー
の
著
や
三
寶
感
通
錄
二
か
ら
引
い
た
妖
男
巫

ア

フ

ヰ

チ

の
火
や
簡
州
の
神
燈
が
、
遠

方
か
ら
見
ゆ
る
に
近
方
か
ら
見
え
ぬ
と
有
る
も
似
た
こ
と
で
、
何
に
致
せ

暇
（
い
と
ま
）

少
な
い
吾
輩
さ
へ
、
不
慮

に
陰
囊
の
影
か
ら
此
だ
け
の
發
明
を
し
た
位
故
、
俗
信
を
起
し
固
む
る
方
便
に
永
代
苦
辛
し
た
佛
僧
中
に

は
、
種
々
の

機

巧

（
か
ら
く
り
）

や
材
料
も
て
龍
燈
舍
利
光
佛
光
を
現
出
し
り
、
又
ヨ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
が
覩
た

燈

巖

ラ
ン
プ
・
ロ
ツ
ク

如
き
天
然
に
異
光
を
發
す
る
場
所
を
見
出

（
み
い
だ
）

し
た
者
少
な
く
無
か
つ
た
と
知
ら
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
南
方
熊
楠
自
身
が
知
ら
ぬ
う
ち
に
現
出
さ
せ
た
「
金
玉
龍
燈
」
と
い
う
、
こ
の
実
話
、

ま
こ
と
に
面
白
い
。
「
龍
燈
」
の
思
い
も
し
な
か
っ
た
光
学
実
験
の
契
機
が
彼
の
睾
丸
だ
っ
た
と
い
う
の

は
、
実
に
臭
っ
て
く
る
ほ
ど
に
リ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る
。
文
字
通
り
の
「
チ
ン
た
ん
」
で
げ
す
な
！ 

熊

楠
先
生
！ 

な
お
、
最
終
一
文
の
「
見
出
」
は
底
本
で
は
「
現
出
」
（
左
ペ
ー
ジ
二
行
目
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
文
脈
を
検
討
し
て
「
選
集
」
の
方
を
採
用
し
た
。 

 

な
お
、
以
下
の
段
落
は
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。
］ 

  

序
に
言
ふ
。
昔
波
斯

ペ
ル
シ
ヤ

の
ケ
ル
マ
ン
州
の

汗
（
ハ
ン
）

が
、
拜
火
敎
徒

ガ

ウ

ル

の
尊
奉
す
る
聖
火
堂
に
押
し
入
つ
て
、
其

聖
火
を
見
る
に
尋
常
の
火
だ
つ
た
の
で
、
惡
言
し
て
其
火
に
唾
を
吐
く
と
、
火
が

穢
（
け
が
れ
）

を
怒
つ
て
白
鳩
と

化
（
な
）

つ
て
飛
び
去
つ
た
の
で
、
僧
共
不
信
の
汗
に
聖
火
を
覩
せ
た
の
を
悔
過
し
、
信
徒
と
共
に
祈
禱
し
又
大

施
行
を
す
る
と
、
白
鳩

復
（
か
へ
）

り
來
つ
て
再
び
聖
火
と
現
じ
た
（
タ
ヴ
エ
ル
ニ
エ
ー
汝

斯

紀

行

ヴ
オ
ヤ
ー
ジ
ユ
・
ド
・
ペ
ル
ス

、
一
六

七
六
年
板
四
三
九
頁
）
。
尾
芝
君
が
越
後
野
志
よ
り
引
か
れ
た
、
八
海
山
頂
の
神
に
山
麓
で
捧
げ
た
火
が

飛
び
行
く
話
に
似
た
事
で
、
火
が
心
有
つ
て
自
ら
飛
び
行
く
の
か
、
神
が
靈
驗
以
て
火
を
動
か
す
の
か
、

孰
れ
に
し
て
も
全
く
虛
構
の
言
か
、
多
少
斯

（
こ
）

の
樣
な
自
然
現
象
有
る
か
、
見
る
人
一
同
精
神
錯
誤
に
陷
つ

た
の
か
、
又
は
何
か
の
設

備

（
こ
し
ら
へ
）

で

斯
（
か
か
）

る
手
品
を
現
ず
る
法
が
有
つ
た
か
、
四
つ
の
一
つ
を
出
で
じ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
タ
ヴ
エ
ル
ニ
エ
ー
汝

斯

紀

行

ヴ
オ
ヤ
ー
ジ
ユ
・
ド
・
ペ
ル
ス

」
フ
ラ
ン
ス
の
宝
石
商
人
に
し
て
旅
行
家
で
あ
っ

た
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
（Jean

-B
ap

tiste T
av

ern
ier 

一
六
〇
五
年
～
一
六
八
九
年
）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/115


は
、
一
六
三
〇
年
か
ら
一
六
六
八
年
の
間
に
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ン
ド
へ
の
六
回
の
航
海
を
行
っ
て
お
り
、
諸

所
の
風
俗
を
記
し
た
。
そ
の
著
作
は
、
彼
が
熱
心
な
観
察
者
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
文
化
人
類
学
者
の

走
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
そ
れ
ら
の
航
海
の
記
録
は
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
り
、
ド
イ

ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
現
代
の
学
者
も
貴
重
な
記
事
と
し
て
、
頻
繁

に
引
用
し
て
い
る
（
英
文
の
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。
以
上
は
、
“V

o
ya

g
es d

e P
erse

”
と
な
る
が
、
彼

の
“L

es six vo
ya

g
es d

e Jea
n

-B
a
p
tiste T

a
vern

ier

”
の
中
の
ペ
ル
シ
ャ
部
分
か
。「In

tern
et arch

iv
e

」
に

は
、
英
訳
版
の
「T

ra
vels th

ro
u
g
h
 T

u
rkey to

 P
ersia

」
と
い
う
の
が
あ
る
。 

「
尾
芝
君
が
越
後
野
志
よ
り
引
か
れ
た
、
八
海
山
頂
の
神
に
山
麓
で
捧
げ
た
火
が
飛
び
行
く
話
」
『
尾
芝

古
樟
（
柳
田
國
男
）「
龍
燈
松
傳
說
」』
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

上
に
出
し
た
眼
目
山

さ

つ

か
さ

ん

の
山
燈
龍
燈
は
每
七
月
十
三
夜
、
九
世
戶
の
天
燈
龍
燈
は
正
五
九
月
と
每
月
の
十

六
夜
、
三
學
山
寺
の
神
燈
は
大
齋
の
夜
多
く
出
で
、
玄
奘
が
目
擊
し
た
菩
提
寺
の
舍
利
光
は
印
度
の
大
晦

日
（
支
那
の
上
元
の
日
）
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
火
は
聖
土
曜
日

ホ
リ
ー
・
サ
タ
ー
デ
ー

と
云
ふ
風
に
、
出
る
時
が

定
（
き
ま
つ
）

て
お
り

（
尾
芝
君
の
文
、
二
〇
七
頁
參
照
）
、
續
高
僧
傳
二
六
に
、
五
臺
山
南
佛
光
山
寺
の
佛
光
は
華
彩
甚
盛
、

至
夏
大
發
、
昱
人
眼
目
《
華
彩
、
甚
だ
盛
ん
に
し
て
、
夏
に
至
り
て
大
い
に
發
し
、
人
の
眼
目
に
昱

あ
き
ら

か
な

り
。
》
と
あ
る
。
天
主
敎
の
シ
メ
オ
ン
尊
者
は
紀
元
四
六
二
年
に
六
十
九
で
圓
寂
し
た
が
、
四
十
七
年
の

長
い
間
高
さ
五
十
四

呎
フ
イ
ー
ト

の
柱
の
尖
に
徑
三
呎
の
臺
を
造
り
、
其
上
で
行
ひ

澄
（
す
ま
）

し
た
難
有
い
聖
人
ぢ
や

つ
た
と
有
る
が
、
あ
の
そ
れ
川
柳
と
や
ら
に
「
大
佛
の×

×

の
長
さ
は
書

落

（
か
き
お
と
）

し
」
の
格
で
、
大
小
便
を

ど
う
始
末
し
た
と
肝
心
の
事
を
傳
へ
て
居
無
い
。
或
人
終

日

（
ひ
ね
も
す
）

視
察
す
る
と
右
の
柱
上
臺
で
朝
か
ら
暮
迄

額
を

踵
（
き
び
す
）

に
加
へ
て
跪
拜
千
二
百
四
十
回
し
た
が
、
南
方
先
生
同
前
無
類
の
女
嫌
ひ
で
、
若
い
時
遁
世
し

て
か
ら
一
向

會
（
あ
は
）

な
ん
だ
老
母
が
、
命
の
有
る
内
に
一
度
會
は
ん
と
來
た
の
を
會
は
ず
に
卻か

へ

し
た
一
方
に
、

入
ら
ぬ
處
へ
大
悲
を
垂
れ
て
、
曾
て

瘡
（
か
さ
）

を
生
じ
た
中
に
蛆
生
じ
た
の
を
大
切
に
養
育
し
、
蛆
が
蚑
落

は

ひ

お

ち

た
の
を
飯
運
び
に
來
た
弟
子
し
て
瘡
中
へ
拾

入

（
ひ
ろ
ひ
い
）

れ
さ
せ
た
と
は
不
屆
き
な
聖
人
ぢ
や
。
そ
の
永
年
苦
行

し
た
一
柱
觀
は
今
に
安
息
城
近
傍
に
存
し
、
難
有
屋
連

（
あ
り
が
た
や
れ
ん
）

こ
れ
を
渴
仰
す
る
が
、
每
年
正
月
五
日
其
柱
上
に

一
大
星
輝
く
を
見
る
と
云
ふ
（
一
八
二
二
年
板
、
コ
ラ
ン
、
ド
、
プ
ラ
ン
チ
ー
の

遺

寶

靈

ヂ
ク
シ
ヨ
ネ
ー
ル
・
ク
リ
チ
ク
・
デ
ー

像

評

彙

・
レ
リ
ク
・
エ
・
デ
ー
・
イ
マ
ー
ジ
・
ミ
ラ
ク
ロ
ー
ス

三
卷
八
九
－
九
〇
頁
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
尾
芝
君
の
文
、
二
〇
七
頁
參
照
」『
尾
芝
古
樟
（
柳
田
國
男
）
「
龍
燈
松
傳
說
」』
の

第
五
段
落
「
此
推
測
の
果
し
て
當
つ
て
居
る
か
否
か
を
確
か
め
る
爲
に
は
、
第
一
に
龍
燈
出
現
の
期
日
の

有
無
を
調
べ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
で
始
ま
る
部
分
で
あ
ろ
う
。 

「
シ
メ
オ
ン
尊
者
」
最
初
の
登
塔
者
（
正
教
会
で
塔
に
登
る
苦
行
を
行
う
修
道
士
の
こ
と
）
聖
シ
メ
オ
ン
。

詳
し
く
は
、
ウ
ィ
キ
の
「
登
塔
者
シ
メ
オ
ン
」
を
見
ら
れ
た
い
が
、
現
行
で
は
永
眠
は
四
五
九
年
七
月
二

十
四
日
と
す
る
。 

「
五
十
四

呎
フ
イ
ー
ト

」
約
十
六
・
五
メ
ー
ト
ル
。 

「
三
呎
」
約
九
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

「
大
佛
の×
×

の
長
さ
は
書
落
し
」
の
伏
字
は
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
「
く
そ
」
か
。
私
な
ら
「
ま
ら
」
と

し
た
く
な
る
が
。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Jean-Baptiste_Tavernier
https://archive.org/details/Travel1630s1650sTavernier
https://archive.org/details/Travel1630s1650sTavernier
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-5eca4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-5eca4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-5eca4e.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BB%E5%A1%94%E8%80%85%E3%82%B7%E3%83%A1%E3%82%AA%E3%83%B3


「
一
柱
觀
」
原
本
に
当
た
れ
な
い
の
で
、
不
詳
。 

「
安
息
城
」
同
前
。 

「
一
八
二
二
年
板
、
コ
ラ
ン
、
ド
、
プ
ラ
ン
チ
ー
の

遺

寶

靈

ヂ
ク
シ
ヨ
ネ
ー
ル
・
ク
リ
チ
ク
・
デ
ー

像

評

彙

・
レ
リ
ク
・
エ
・
デ
ー
・
イ
マ
ー
ジ
・
ミ
ラ
ク
ロ
ー
ス

三
卷
八

九
－
九
〇
頁
」
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（J. C

o
llin

 d
e P

lan
cy

 

一
七
九
四
年
或
い
は
一
七
九
三
年
～

一
八
八
一
年
或
い
は
一
八
八
七
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
。
詳
し
く
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
が
、

掲
げ
ら
れ
た
も
の
は
“D

ictio
n
n
a
ire critiq

u
e d

es reliq
u
es et d

es im
a
g
es m

ira
cu

leu
ses

”
（「
遺
物
と
奇

跡
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
評
論
的
辞
書
」
一
八
二
一
年
刊
）。
］ 

  

嬉
遊
笑
覽
十
云
く
、
隴
蜀
餘
聞
、
蜀
金
堂
縣
三
學
山
、
有
古
樹
三
四
株
、
不
記
年
代
、
每
春
月
、
其
葉

夜
輙
有
光
、
似
炬
、
遠
近
數
百
里
、
以
爲
佛
、
裹
粮
往
覽
《
「
隴
蜀
餘
聞
」
に
、
蜀
の
金
堂
縣
の
三
學
山

に
、
古
樹
三
、
四
株
有
り
、
年
代
を
記し

る

さ
ず
。
春
月
每ご

と

に
、
其
の
葉
に
、
夜
、
輙

す
な
は

ち
、
光
、
有
り
、

炬
た
い
ま
つ

に
似
た
り
。
遠
近
數
百
里
、
以
つ
て
佛
光
と
爲
し
、
糧
を
裹つ

つ

ん
で
往
き
て
此
れ
を
觀
る
。
》
春
に
限
つ
て

光
つ
た
の
は
生
理
又
病
理
學
上
說
明
し
得
べ
し
と
想
ふ
。
吾
邦
で
は
山
茶

つ

ば

き

の
朽
幹

（
く
ち
き
）

が
夜
光
を
放
つ
事
他
の

朽
木
よ
り
多
い
。
予
幼
時
和
歌
山
城
近
く
山
茶
屋
敷
と
て
天

方

（
あ
ま
が
た
）

ち
ふ
侍
の
邸
あ
り
。
何
故
か
年
中
戶
を

閉
め
ず
、
夜
分
人
通
れ
ば
天
狗
高
笑
す
る
と
て
其
邊
行
く
人
稀
だ
つ
た
。
熊
野
に
は
山
茶
の
木
の

槌
（
つ
ち
）

は

怪ば
け

る
と
て
今
に

製
（
つ
く
）

ら
ぬ
所
あ
り
。
そ
の
理
由
は
前
日
來
訪
せ
ら
れ
た
ス
ヰ
ン
グ
ル
氏
が
、
本
年
八
月
上

旬

桑

港

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

で
催
す
米
國
科
學
奬
勵
會
で
代
讀
さ
る
る
予
の
論
文
で
公
け
に
す
る
筈
だ
が
、
嬉
遊
笑
覽

に
云
へ
る
通
り
、
朽
木
が
光
を
發
す
る
事
も
山
茶
を
怪
木
と
云
ふ
理
由
の
一
つ
に
相
違
な
い
。 

 
 

 

（
大
正
四
年
十
月
鄕
硏
第
三
卷
八
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
附
初
出
は
最
終
行
の
下
方
に
イ
ン
デ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
ブ

ラ
ウ
ザ
の
不
具
合
を
考
え
て
改
行
し
、
引
き
上
げ
た
。 

「
嬉
遊
笑
覽
」
国
学
者
喜
多
村
信
節

の

ぶ

よ

（
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
）
の
代
表

作
。
諸
書
か
ら
江
戸
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
中
心
に
社
会
全
般
の
記
事
を
集
め
て
二
十
八
項
目

に
分
類
叙
述
し
た
十
二
巻
付
録
一
巻
か
ら
な
る
随
筆
で
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
成
立
。
こ
の
部

分
に
は
困
ら
さ
れ
た
。
ま
ず
、「
選
集
」
は
こ
の
巻
数
を
底
本
の
「
十
一
」
を
『
一
〇
』
に
修
正
し
て
い
る
。

当
該
部
を
所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
第
五
巻
（
長
谷
川
強
他
校
注
・
二
〇
〇
九
年
刊
・
新
字
）
で
調
べ
た
と
こ

ろ
、
「
巻
十
下
目
録
」
で
「
夜
光
木

ヒ

カ

リ

ギ

」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
あ
る
に
違
い
な
い
と
、
当
該
部
を
見
た
と
こ

ろ
、
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
な
い
。
三
度
、
「
巻
十
」
を
縦
覧
し
た
が
、
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
な
け
れ

ば
お
か
し
い
と
思
い
、「
或
い
は
、
底
本
が
違
う
か
も
？
」
と
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
あ
る
昭
和
七 

（
一
九
三
二
）
年
（
五
版
）
成
光
館
出
版
部
刊
の
当
該
部
を
視
認
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ

た
！ 

左
ペ
ー
ジ
の
二
行
目
で
あ
る
。
一
部
、
読
点
が
お
か
し
い
が
、
こ
れ
だ
！ 

し
か
も
漢
文
ベ
タ
の
後

に
『
此
は
』、『
つ
は
き
』（
椿
）『
の
光
る
類
と
み
ゆ
』
と
い
う
解
釈
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
隴
蜀
餘
聞
」
清
の
王
士
禛
撰
。
全
一
巻
。
隴
・
蜀
の
地
誌
。
原
影
印
本
を
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」

の
こ
ち
ら
で
確
認
出
来
る
。 

「
ス
ヰ
ン
グ
ル
氏
」
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
農
学
者
・
植
物
学
者
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
テ
ニ
ソ
ン
・
ス
ウ
ィ
ン
グ

ル
（W

alter T
en

n
y
so

n
 S

w
in

g
le 

一
八
七
一
年
～
一
九
五
二
年
）
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省
な
ど
で
働
き
、
柑

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%BC
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/258
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/258
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/258
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/258
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=236235&page=31
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=236235&page=31


橘
類
・
果
樹
の
品
種
改
良
・
柑
橘
類
の
分
類
学
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
詳
し
く
（
も
な
い
が
）
は
当
該

ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
所
持
す
る
「
南
方
熊
楠
を
知
る
事
典
」
（
松
居
竜
五
・
月
川
和
雄
・
中
瀬

喜
陽
・
桐
本
東
太
編
／
一
九
九
三
年
四
月
講
談
社
現
代
新
書
刊
）
の
人
名
解
説
で
の
松
居
氏
の
記
載
を
引

用
す
る
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

米
国
の
農
業
植
物
学
者
。
農
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
。
一
九
〇
六
年
、
南
方
熊
楠
に
手
紙
を
送
り
、
ジ
ャ

ク
ソ
ン
ヴ
ィ
ル
で
採
集
し
た
菌
類
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
求
め
た
。
そ
の
後
、
文
通
に
よ
る
付
き
合
い
が
続

き
、
一
九
〇
九
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
四
十
二
年
。
］
に
は
渡
米
を
要
請
し
て
い
る
。
当
初
、
熊
楠

は
こ
の
要
請
に
か
な
り
乗
り
気
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
結
局
、
家
族
の
事
情
に
よ
り
断
念
し
た
。
だ
が
、

こ
の
時
の
渡
米
要
請
の
一
件
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
熊
楠
が
国
内
で
名
声
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
ル
は
ま
た
、
熊
楠
に
中
国
か
ら
日
本
へ
の
植
物
移
入
の
歴
史
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
勧
め
た

り
も
し
て
い
る
。
一
九
一
五
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
四
年
。
］
に
来
日
し
た
折
り
は
、
田
辺
に
熊
楠

を
訪
ね
、
数
日
と
も
に
周
辺
を
遊
び
、
こ
の
時
、
再
び
渡
米
の
要
請
を
し
た
が
熊
楠
は
断
わ
っ
た
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「
予
の
論
文
」
不
詳
。
何
で
光
る
の
か
だ
け
で
も
知
り
た
い
な…

…
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

三 
  

諸
國
里
人
談
三
や
倭
漢
三
才
圖
會
四
一
に
、
鵁
鶄

ご
い
さ
ぎ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
歴
史
的
仮
名
遣
で
は

「
五
位
鷺
」
で
あ
る
か
ら
、「
ご
ゐ
ざ
ぎ
」
が
正
し
い
。
］
夜
飛
べ
ば
火
の
如
く
光
る
と
有
り
、
大
和
本
草

に
は
蒼
鷺

み
ど
さ
ぎ

を
妖
怪
と
す
る
は
夜
光
る
か
ら
と
云
ふ
。
七
、
八
年
前
田
邊
近
所
岩
城
山
稻
荷
の
神
林
か
ら
、

夏
の
夜

粗
（
ほ
ぼ
）

定
（
き
ま
）

つ
た
時
刻
に
光
り
物
低
く
飛

下

（
と
び
く
だ
）

る
を
、
數
夜
予
も
橋
上
の
納
凉
衆

（
す
ず
み
し
ゆ
）

と

俱
（
と
も
）

に
見
た
。

狩
獵
に
年
を
積
ん
だ
人
が

彼
（
あ
れ
）

は
蒼
鷺
が
田
に
餌
を
求
め
下
る
ん
ぢ
や
と
言
う
た
。
林
羅
山
の
說
に
、
夜

中
に
小
兒
の
啼
聲
の
樣
な
る
怪
を
「
う
ぶ
め
」
と
名
く
る
を
、
ひ
そ
か
に
伺
ふ
と
靑
鷺
だ
っ
た
と
或
人
語

つ
た
と
あ
る
（
梅
村
載
筆
天
卷
）
。
倭
漢
三
才
圖
會
に
は
、
九
州
海
濱
に
多
い
鷗
の
樣
で
夜
光
る
特
種
の

鳥
だ
と
有
る
。
伊
太
利
人
は
鬼
火
を
山
の
と
平
野
の
と
二
種
に
分
ち
、
何
れ
も
腹
部
等
が
螢
の
如
く
光
る

鳥
だ
と
信
ず
。
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
十
卷
六
七
章
に
、
獨
逸
の
ヘ
ル
キ
ニ
ア
の
林
中
に
そ
の
羽
夜
火
の

如
く
光
る
鳥
住
む
と
云
ひ
、
一
八
八
五
年
板
ベ
ン
ト
の
希
臘
諸
島
住
記

ゼ

・

シ

ク

ラ

デ

ス

四
八
頁
に
は
、
希
臘
の
舟
人
今
も

エ
ル
モ
尊
者
の
火
を
惡
兆
を
示
す
鳥
が
來
て

檣

頭

（
し
や
う
と
う
）

に
止
る
者
と

做
（
み
な
）

す
を
以
て
考
ふ
れ
ば
、
ユ
リ
ツ
セ

ス
が
航
海
中
ハ
ル
ピ
ー
ス
な
る
怪
鳥
に
惱
さ
れ
た
と
傳
ふ
る
も
、
同
じ
く
こ
の
火
を
鳥
と
見
立
て
た
の
だ

ら
う
と
述
べ
て
居
る
。
ペ
ン
ナ
ン
ト
が
十
八
世
紀
に
出
し
た
動
物
學
に
は
、

冬

鷗

ウ
イ
ン
タ
ー
・
ガ
ル

、
冬
中
海
を
去
て

遠
く
英
國
内
地
の
濕
原
に
食
を

覓
（
も
と
）

む
。

星

彈

ス
タ
ー
・
シ
ヨ
ツ
ト

又
は

星

膠

ス
タ
ー
・
ジ
エ
リ
ー

と
て

膠

樣

（
に
か
は
や
う
）

の
光
り
物
は
、
其
實
此

鳥
等
が
食
つ
て
消
化
不
十
分
な
蚯
蚓
を
吐
出

（
は
き
だ
）

し
た
の
だ
と
有
る
が
（
ハ
ズ
リ
ツ
ト
諸
信
及
俚
傳
二
・
六
三

六
頁
）、
其
が
本
當
な
ら
樹
梢
に
吐
懸
け
て
光
ら
す
こ
と
も
あ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
諸
國
里
人
談
三
」
既
出
。
私
の
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

焚
火
（
た
く
ひ
）」
を
参

照
さ
れ
た
い
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%86%E3%83%8B%E3%82%BD%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%86%E3%83%8B%E3%82%BD%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AB
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-5231.html


「
倭
漢
三
才
圖
會
四
一
」
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鵁
鶄
（
ご
い
さ
ぎ
）
」
を
見
ら

れ
た
い
。 

「
大
和
本
草
に
は
蒼
鷺

み
ど
さ
ぎ

を
妖
怪
と
す
る
は
夜
光
る
か
ら
と
云
ふ
」
不
審
。
何
故
な
ら
、「
大
和
本
草
」
に
は

そ
ん
な
記
載
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
で
示
す
と
、
同

書
の
こ
ち
ら
が
「
鷺
」
（
総
論
）
の
項
で
、
こ
ち
ら
に
は
「
五
位
鷺
」
の
項
が
あ
る
が
、
孰
れ
に
も
こ
れ

に
類
す
る
記
載
は
な
く
、
「
蒼
鷺
」
の
独
立
項
も
な
い
（
図
品
部
も
確
認
し
た
）
。
私
は
思
う
に
、
こ
れ
は

直
前
で
述
べ
た
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

 

鵁
鶄
（
ご
い
さ
ぎ
）
を
熊
楠
は
誤
認
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
寺
島
良
安
は
、 

 
 

 

＊ 

凡
そ
、
五
位
鷺
、
夜
、
飛
ぶ
と
き
は
、
則
ち
、
光
、
有
り
、
火
の
ご
と
し
。
月
夜
、
最
も
明
な
り
。
其
の
大

な
る
者
、
岸
邊
に
立
ち
て
は
、
猶
ほ
、
人
の
停
立
す
る
が
ご
と
く
、
之
れ
に
遇
ふ
者
、
驚
き
て
、
妖
怪
と
爲

す
。 

 
 

 

＊ 

と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
一
点
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
こ
で
良
安
は
「
五
位
鷺
」
と

し
、「
蒼
鷺
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
「
和
漢
三
才
圖
會
」
で
は
独
立
し
て
「
第
四
十

一 

水
禽
類 

蒼
鷺
（
ア
オ
サ
ギ
）
」
を
立
項
し
て
い
る
が
、
熊
楠
の
言
う
よ
う
な
記
載
は
全
く
な
い
の
で

あ
る
。
な
お
且
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
の
注
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
ゴ
イ
サ
ギ
と
ア
オ
サ
ギ
は
別
種
で
あ
る
。

無
論
、
同
じ
サ
ギ
亜
科 A

rd
ein

ae 

で
背
が
青
い
と
こ
ろ
は
似
て
は
い
る
。
私
が
気
に
な
る
の
は
、
熊
楠
直

前
で
「
鵁
鶄

ご
い
さ
ぎ

」
と
書
い
て
、
す
ぐ
、
こ
こ
で
は
「
蒼
鷺
」
と
明
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
錯
誤
は
何

に
拠
っ
た
の
か
？ 

気
に
な
り
出
す
と
、
放
っ
て
は
お
け
な
い
の
が
私
の
性
分
で
あ
る
。
一
つ
、「
こ
れ
で

は
？
」
と
思
う
も
の
を
見
つ
け
た
。
人
見
必
大
の
「
本
朝
食
鑑
」（
医
師
で
本
草
学
者
で
あ
っ
た
人
見
必
大

ひ
と
み
ひ
つ
だ
い

（
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
頃
？
～
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
：
本
姓
は
小
野
、
名
は
正
竹
、
字

あ
ざ
な

は

千
里
、
通
称
を
伝
左
衛
門
と
い
い
、
平
野
必
大
・
野
必
大
と
も
称
し
た
。
父
は
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
幼

少
期
の
侍
医
を
務
め
た
人
見
元
徳
（
玄
徳
）
、
兄
友
元
も
著
名
な
儒
学
者
で
あ
っ
た
）
が
元
禄
一
〇
（
一

六
九
七
）
年
に
刊
行
し
た
本
邦
最
初
の
本
格
的
食
物
本
草
書
。
「
本
草
綱
目
」
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
独

自
の
見
解
を
も
加
え
、
魚
貝
類
な
ど
、
庶
民
の
日
常
食
品
に
つ
い
て
和
漢
文
で
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

の
「
〈
五 

水
禽
〉
」
に
あ
る
「
五
位
鷺
」
の
記
載
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
当
該
画
像
で
訓
読
す
る
（
同
書
は
訓
点
附
き
漢
文
。
読
み
は
大
幅
に
私
が
補
っ
た
）
。
そ
の
「
集
解
」

で
あ
る
。
傍
線
は
私
が
引
い
た
。
こ
こ
で
は
傍
線
部
の
読
み
は
本
文
内
に
附
し
た
。 

 
 

 

＊ 

五
位
鷺 

釋
名
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
略
す
。］ 

集
解 

狀か
た

ち
、
蒼
鷺
（
あ
を
さ
ぎ
）
に
似
て
、
小
さ
し
。
灰
白
色
に
し
て
、
碧
光
（
へ
き
く
わ
う
）、
有
り
。

頂
き
に
、
紅
、
有
り
て
、
毛
、

冠
か
ん
む
り

の
ご
と
し
。
翠

み
ど
り

の

鬣
た
て
が
み

、
碧あ

を

の
斑

ま
だ
ら

、
丹に

の
觜は

し

、
靑
き
脛は

ぎ

、
高
き
樹き

に
巢
く
ひ
、
樹
の
杪

こ
ぬ
れ

に
宿や

ど

し
、
水
中
に
飮
む
。
能
く
魚う

を

・
鰕え

び

を
捕
ふ
。
其
の
味
、
甘
鹹

か
ん
し
ん

と
雖
も
、
夏
は
、

味
は
ひ
、
蒼
鷺
に
似
て
、
稍や

ゝ

佳か

な
り
。
冬
は
、
臊
氣

さ

う

き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腥
い
臭
い
。
］
有
り
て
佳
な
ら

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/02/post-e024.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/10
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/10
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557370/10
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/02/post-e024.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-d2f6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-d2f6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-d2f6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-d2f6.html


ず
。
凡
そ
、
五
位
、
夜
、
飛
ぶ
と
き
は
、
則
ち
、
光
り
有
り
て
、
火
の
ご
と
く
、
月
夜
、
最
も
明
（
あ
き

ら
か
）
な
り
。
或
い
は
、
大
な
る
者
、
岸
邊
に
立
て
ば
、
巨
人
の
ご
と
し
。
若
（
も
）
し
、
人
、
識
ら
ず

し
て
之
れ
に
遇
へ
ば
、
驚
惧
（
き
や
う
く
）
し
、
「
妖
怪
」
と
爲
（
な
）
し
て
、
斃
（
た
ふ
）
る
。
此
れ
、

妖
（
え
う
）
と
爲
（
す
）
る
に
非
（
あ
ら
）
ず
、
人
、
驚
き
て
妖
と
爲
る
な
り
。
或
る
ひ
と
の
謂
は
く
、

「
若
し
悞
（
あ
や
ま
）
り
て
、
夜
、
小
兒
の
衣
服
を
暴
（
さ
ら
）
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
取
り
入
れ
ず

に
干
し
続
け
て
。
］
、
五
位
、
其
の
衣
の
上
に
糞
（
く
そ
）
し
て
、
人
、
之
れ
を
知
（
し
ら
）
ず
し
て
、
小

兒
に
著
せ
し
め
ば
、
則
ち
、
驚
啼
し
て
止
ま
ず
、
竟
（
つ
ひ
）
に
奇
病
を
發
す
。
」
と
。
是
れ
、
未
だ
其

の
證
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

私
が
何
故
、
こ
れ
を
挙
げ
る
か
と
い
う
と
、「
蒼
鷺
」「
五
位
鷺
」
「
光
」「
妖
怪
」
の
四
五
が
完
全
に
総
て
含

ま
れ
て
お
り
、
後
半
は
更
な
る
「
妖
怪
」
性
の
具
体
例
が
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
ご
覧
の
通

り
、
こ
れ
は
「
五
位
鷺
」
で
あ
っ
て
「
蒼
鷺
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ア
オ
サ
ギ
の
方
が
ゴ
イ
サ
ギ
よ
り

大
き
く
、
私
は
見
か
け
る
た
び
に
、
「
妖
怪
」
ど
こ
ろ
か
、
何
時
も
「
沈
思
黙
考
に
耽
る
哲
学
者
」
の
よ

う
に
感
ぜ
ら
れ
て
、
大
好
き
な
鳥
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
サ
イ
ト
「ten

k
i.jp

」
の
『
光
る
鷺
「
青
鷺
火
」

の
真
相
と
は
？
田
園
の
守
り
神
・
鷺
の
ミ
ス
テ
リ
ー
』
の
前
編
が
よ
く
書
け
て
お
り
、
な
お
、
そ
こ
に
も

書
か
れ
て
あ
る
通
り
、
サ
ギ
類
が
発
光
す
る
理
由
と
し
て
発
光
バ
ク
テ
リ
ア
が
附
着
し
て
い
る
か
ら
だ
と

す
る
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
標
本
を
採
取
し
、
示
し
た
デ
ー

タ
は
未
だ
に
皆
無
で
あ
り
、
信
ず
る
に
足
ら
な
い
。
寧
ろ
、
私
は
腹
部
の
白
さ
が
、
僅
か
な
月
な
ど
の
自

然
光
や
、
遠
い
街
頭
・
人
家
の
燈
火
な
ど
の
人
工
光
を
反
射
さ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

「
岩
城
山
稻
荷
」
伊
作
田
稲
荷
（
い
さ
い
だ
い
な
り
）
神
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

『
「
う
ぶ
め
」
と
名
く
る
を
、
ひ
そ
か
に
伺
ふ
と
靑
鷺
だ
っ
た
と
或
人
語
つ
た
と
あ
る
（
梅
村
載
筆
天
卷
）
』

三
種
の
写
本
を
縦
覧
し
た
が
、
発
見
出
来
な
か
っ
た
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
に
は
、
九
州
海
濱
に
多
い
鷗
の
樣
で
夜
光
る
特
種
の
鳥
だ
と
有
る
」
「
和
漢
三
才
圖
會

卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

姑
獲
鳥
（
う
ぶ
め
） 

（
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
？
／
私
の
独
断
モ
デ
ル
種
比

定
）
」
を
参
照
。
そ
こ
で
妖
怪
と
し
て
の
「
う
ぶ
め
」
に
つ
い
て
の
私
の
複
数
の
電
子
化
物
へ
リ
ン
ク
も

さ
せ
て
あ
る
。 

「
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
志
十
卷
六
七
章
に
、
獨
逸
の
ヘ
ル
キ
ニ
ア
の
林
中
に
そ
の
羽
夜
火
の
如
く
光
る
鳥

住
む
と
云
ひ
」
所
持
す
る
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
雄
山
閣
刊
の
中
野
定
雄
他
訳
に
な
る
第
三
版
「
プ
リ

ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
Ⅰ
」
か
ら
引
く
。
『
わ
れ
わ
れ
は
ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
ヘ
ル
キ
ニ
ア
の
森
に
、
夜
に
な
る
と

火
の
よ
う
に
輝
く
翼
を
も
つ
不
思
議
な
種
類
の
鳥
が
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
の
森
で
は
そ

れ
が
遠
い
と
い
う
の
で
評
判
が
悪
い
こ
と
以
上
に
別
に
変
っ
た
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
。
』
。
ヘ
ル
キ
ニ
ア
の

森
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
南
部
か
ら
チ
ェ
コ
に
か
け
て
の
山
岳
地
帯
、
特
に
現
在
の
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
ボ

ヘ
ミ
ア
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
辺
り
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
（
ブ
ロ
グ
「
地
球
と
気
象･

地
震
を

考
え
る
」
の
『
地
球
環
境
の
主
役 

植
物
の
世
界
を
理
解
す
る

2
2 

森
の
民
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ー
人
を｢

ガ
リ

ア
戦
記｣

よ
り
読
み
解
く
』
に
拠
っ
た
）
。
こ
の
中
央
附
近
に
当
た
る
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
。 

「
一
八
八
五
年
板
ベ
ン
ト
の
希
臘
諸
島
住
記
（
ゼ
・
シ
ク
ラ
デ
ス
）
四
八
頁
」
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考

https://tenki.jp/suppl/kous4/2020/07/27/29915.html
https://tenki.jp/suppl/kous4/2020/07/27/29915.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%A8%B2%E8%8D%B7%E7%A5%9E%E7%A4%BE(%E4%BC%8A%E4%BD%9C%E7%94%B0(%E3%81%84%E3%81%95%E3%81%84%E3%81%A0)%E7%A8%B2%E8%8D%B7%E7%A5%9E%E7%A4%BE)/@33.7521021,135.366644,14.5z/data=!4m5!3m4!1s0x600709f4893c7803:0xb704eb9205790291!8m2!3d33.7508252!4d135.3784534
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d74c.html
http://blog.sizen-kankyo.com/blog/2009/08/570.html
http://blog.sizen-kankyo.com/blog/2009/08/570.html
http://blog.sizen-kankyo.com/blog/2009/08/570.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84+%E3%83%86%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%B3/@50.3384032,13.0665334,7z/data=!4m5!3m4!1s0x47a40f7fda3af193:0x1208ec1743479d0!8m2!3d51.0109892!4d10.845346


古
学
者
で
作
家
で
も
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es T
h

eo
d
o

re B
en

t 

一
八
五
二

年
～
一
八
九
七
年
）
の
“T

h
e C

ycka
d
es

”
（
「
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
」
：
エ
ー
ゲ
海
中
部
に
点
在
す
る
ギ
リ

シ
ア
領
の
二
百
二
十
以
上
の
島
か
ら
成
る
諸
島
。
位
置
は
当
該
ウ
ィ
キ
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
当

該
箇
所
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
。 

「
ユ
リ
ツ
セ
ス
」
ホ
メ
ロ
ス
の
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
主
人
公
で
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
英
雄
オ
デ
ュ
ッ
セ

ウ
ス
。
彼
の
英
名
「U

ly
sses

」（
ユ
リ
シ
ー
ズ
）
の
音
写
。 

「
ハ
ル
ピ
ー
ス
な
る
怪
鳥
」
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
海
上
で
誘
惑
さ
れ
た
海
の
怪
物
セ
イ
レ
ー
ン
は
、
当
初

は
上
半
身
が
人
間
の
女
性
で
、
下
半
身
は
鳥
の
姿
と
さ
れ
た
が
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
後
世
に
は
魚
の
姿

と
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
熊
楠
の
音
写
も
の
元
は
よ
く
判
ら
ぬ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
異
名
の
一
つ
に

「
パ
ル
テ
ノ
ペ
ー
」「
テ
レ
ー
ス
」
辺
り
を
混
同
し
た
も
の
か
。 

「
ペ
ン
ナ
ン
ト
が
十
八
世
紀
に
出
し
た
動
物
學
」
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
の
博
物
学
者
ト
ー
マ
ス
・
ペ
ナ
ン
ト

（T
h
o
m

as P
en

n
an

t 

一
七
二
六 

年
～
一
七
九
八
年
）
動
物
学
を
冠
し
た
書
は
複
数
あ
る
が
、
以
下
の
記

載
か
ら
は
、
一
七
六
六
年
に
刊
行
し
た
最
初
の
“T

h
e B

ritish
 Z

o
o
lo

g
y, C

la
ss 1

, Q
u
a
d

ru
p
ed

s. 2
, B

ird
s.

” 

の
「
第
二
部 

鳥
」
か 

「

冬

鷗

ウ
イ
ン
タ
ー
・
ガ
ル

」w
in

ter g
u
ll

。
チ
ド
リ
目
カ
モ
メ
科
カ
モ
メ
属
セ
グ
ロ
カ
モ
メ L

a
ru

s a
rg

en
ta

tu
s 

の
後
頭
部

か
ら
頸
に
か
け
て
褐
色
の
小
斑
が
現
わ
れ
る
冬
羽
の
そ
れ
か
。 

「

星

彈

ス
タ
ー
・
シ
ヨ
ツ
ト

」star sh
o
t

。 

「

星

膠

ス
タ
ー
・
ジ
エ
リ
ー

」star jerry

。 

「
蚯
蚓
」
発
光
す
る
ミ
ミ
ズ
は
、
北
半
球
の
温
帯
地
域
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
南
北
ア
メ
リ
カ
及
び
日
本
）
に

広
く
分
布
す
る
環
形
動
物
門
貧
毛
綱
ナ
ガ
ミ
ミ
ズ
目
ム
カ
シ
フ
ト
ミ
ミ
ズ
科 M

icro
sco

lex 
属
ホ
タ
ル
ミ
ミ

ズ M
icro

sco
lex p

h
o
sp

h
o
reu

s 

等
（
同
種
に
つ
い
て
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
）
が
知
ら
れ
て
お

り
、
腑
に
落
ち
る
。 

「
ハ
ズ
リ
ツ
ト
諸
信
及
俚
傳
二
・
六
三
六
頁
」
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
“F

a
ith

s a
n

d
 

F
o
lklo

re

”
（
「
信
仰
と
民
俗
学
」
）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
こ
だ
が
、
六
三
七
ペ
ー
ジ
に
か
か
っ
て
い

る
。］ 

  

本
篇
の
首
に
引
い
た
夏
竦
上
元
應
制
詩
に
龍
燈
に
對
し
て
用
い
た
鶴
燄
も
、
或
は
鶴
に
似
た
鳥
の
羽
が

火
の
如
く
夜
光
る
を
指
し
た
物
か
。
新
井
白
石
が
室
鳩
巢
に
話
せ
し
其
頃
、
常
陸
の
鹿
島
の
社
へ
の
鳳
凰

來
義
と
云
ふ
事
、
「
一

夕

（
い
つ
せ
き
）

夜

深
（
ふ
け
）

て
サ
ワ
サ
ワ
と
社
も
鳴
動
仕
り
候
て
、
暫
く
有

之

（
こ
れ
あ
り
）

何
か
は
不
分
明
に

候
へ
ど
も
廣
庭
の
中
ひ
し
と
寶
珠
の
如
く

成
（
な
る
）

も
の

敷
（
し
き
）

候
、
光
輝
申
候
。
稍

有

（
や
や
あ
り
）

て
の
し

申
（
ま
う
す
）

と
見
え
、

又
最
前
の
如
く
鳴
動
有
之
。
右
の
珠
一
所
に
よ
り
候
樣
に
見
え
候
て
飛
去
り
申
候
。
怪
異
の
義
と
社
人
ど

も

駭
（
お
ど
ろ
）

き
候
て
鳳
凰

抔
（
な
ど
）

と
申
す
義
は

存
（
お
も
ひ
）

も

寄
（
よ
ら
）

ず
、
翌
日
託
宣
を

上

（
た
て
ま
つ
）

候
處
、
神
託
に
夜
前
鳳
凰

來
賓
嬉
し
く

被

思

召

（
お
ぼ
し
め
し
な
さ
る
）

と
の
義
候
云
々
」
と
あ
っ
て
、
白
石
鳩
巢
共
に
之
を
眞
實
と
心
得
た
ら
し
い

書

振

（
か
き
ぶ
り
）

だ
（
鳩
巢
小
說
下
）
。
是
は
何
か
光
り
物
を
見
た
者
が
、
朧
げ
に
孔
雀
が
尾
を
開
き
又
摺た

ゝ

む
事
な
ど

に
思
ひ
合
せ
て
言
出

（
い
ひ
だ
）

し
た
事
ら
し
く
、
託
宣
を
聞
い
て
始
め
て
分
か
る
樣
で
は
餘
り
宛
に
成
ら
ぬ
が
、
鳥

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%87%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://archive.org/details/cycladesorlifeam00bent/page/48/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifeam00bent/page/48/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%9F%E3%83%9F%E3%82%BA
https://archive.org/details/faithsandfolklo00hazlgoog/page/n310/mode/2up


が
夜
光
る
例
の
序
に
書
い
て
お
く
。
一
九
〇
五
年
板
フ
レ
ザ
ー
の

王

職

古

史

ア
ー
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ヴ
・
キ
ン
グ
シ
プ

に
、
イ
ン
ド
洋

マ
ル
ヂ
ヴ
島
に
お
い
て
、
每
年
定
期
に
マ
レ
ち
ふ
所
に
鬼
を
乘
せ
た
光
る
船
が
夜
來
る
に
一

室

女

（
ひ
と
り
の
む
す
め
）

を
供

へ
た
事
を
述
べ
て
、
カ
イ
ウ
ス
大
學
の
ガ
ー
ジ
ナ
ー
氏
親
し
く

彼
（
か
の
）

島
に
遊
び
著
者
に
報
ぜ
し
は
、
今
も

其

潟
（
か
た
）

共
の
淺
瀨
に
時
々
光
り
物
を
見
る
に
、

磨
（
す
り
）

ガ
ラ
ス
で
覆
ふ
た
晶
燈

ラ

ン

プ

の
火
の
ご
と
し
と
あ
る
を
、

老
友
ジ
キ
ン
ス
是
は
未
だ
學
者
に
精
査
せ
ら
れ
ざ
る
動
物
が
一
疋
每
に

斯
（
か
か
）

る
無
類
の
大
き
な
光
を
出
す

の
だ
ら
う
と
說
い
た
（
一
九
〇
六
年
板

上

古

・

中

古

の

日

本

文

プ
リ
ミ
チ
ヴ
・
エ
ン
ド
・
メ
ジ
エ
ヴ
ア
ル
・
ジ
ヤ
パ
ニ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ツ

飜
譯
之
卷
、
八
八
頁
）
。
吾
邦

な
ど
も

古

（
い
に
し
へ
）

諸
處
に
森
林
有
り
、
煙
突
鐵
砲
は
愚
か
竈
の
煙
や
弓
矢
さ
え
知
ら
ぬ
樣
な
人
少
な
い
地
多

か
つ
た
世
に
は
、
今
日
既
に
蹟
を
絕
つ
た
生
物
も
多
か
つ
た
筈
で
、
鵁
鶄

ご
い
さ
ぎ

蒼み
ど

鷺さ
ぎ

斑
蜘
蛛

ぢ
よ
ら
う
ぐ
も

螢
等
現
存
す
る

僅
々
諸
種
の
外
に
、
夜
光
る
動
物
も
數
有
つ
た
な
る
べ
く
、
其
光
を
目
擊
す
る
機
會
は
今
よ
り

迥
（
は
る
）

か
に

多
か
る
た
ゞ
ら
う
。
此
等
生
物
が
光
を
出
す
は
雨
夜
と
か
月
夜
と
か
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
時
有
り
、
螢
は
初

夏
と
云
ふ
風
に
、
季
節
の
定
つ
た
者
も
多
か
う
つ
た
ら
う
。
さ
れ
ば
其
最
も
盛
な
夜
を
多
年
の
經
驗
で
心

得
置
い
て
、
當
夜
を
待
ち
設
け
て
眺
め
て
其
靈
異
を
讃
歎
し
、
種
々
の
迷
說
を
附
會
し
た
の
が
龍
燈
崇
拜

の
起
り
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鳩
巢
小
說
下
」
の
当
該
部
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

「
続
史
籍
集
覧
第
六
冊
」
の
画
像
の
こ
こ
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
で
視
認
出
来
る
。
活
字
が
す
っ
き

り
と
し
て
い
て
読
み
易
い
。 

「
一
九
〇
五
年
板
フ
レ
ザ
ー
の
王
職
古
史
〔
ア
ー
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ヴ
・
キ
ン
グ
シ
プ
〕
」
イ
ギ

リ
ス
の
社
会
人
類
学
者
で
「
金
枝
篇
」
で
知
ら
れ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（Jam

es 

G
eo

rg
e F

razer 

一
八
五
四
年
～
一
九
四
一
年
）
が
一
九
〇
五
年
刊
行
し
た
“L

ectu
res o

n
 th

e ea
rly 

h
isto

ry o
f th

e kin
g
sh

ip

”
（「
王
権
の
初
期
の
歴
史
に
関
す
る
講
義
」）。 

「
今
も
其
潟
共
の
淺
瀨
に
時
々
光
り
物
を
見
る
に
、
磨
ガ
ラ
ス
で
覆
ふ
た
晶
燈

ラ

ン

プ

の
火
の
ご
と
し
」
こ
れ
は

一
読
、
発
光
性
ゴ
カ
イ
で
は
な
い
か
と
私
は
確
信
し
た
。
無
論
、
ウ
ミ
ホ
タ
ル
や
ヤ
コ
ウ
チ
ュ
ウ
で
も
よ
い

の
だ
が
、
こ
の
潟
が
本
当
に
潟
な
ら
ば
、
こ
の
二
種
よ
り
も
ゴ
カ
イ
で
あ
る
可
能
性
が
有
意
に
高
く
な
る
。

例
え
ば
、
本
邦
で
は
環
形
動
物
門
多
毛
綱
サ
シ
バ
ゴ
カ
イ
目
ゴ
カ
イ
亜
目
シ
リ
ス
科

O
d
o
n

to
syllis

属
ク
ロ

エ
リ
シ
リ
ス 

O
d
o
n

to
syllis 

u
n

d
ecim

d
o
n

ta
 

が
知
ら
れ
る
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「O

d
o
n

to
syllis 

u
n

d
ecim

d
o
n

ta
 fire w

o
rm

」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
こ
の
発
光
は
、
ま
さ
に
「
磨
」（
す
り
）
「
ガ
ラ
ス

で
覆
ふ
た
晶
燈

ラ

ン

プ

の
火
」
と
形
容
す
る
に
相
応
し
い
で
は
な
い
か
！ 

「
一
九
〇
六
年
板
上

古

・

中

古

の

日

本

文

プ
リ
ミ
チ
ヴ
・
エ
ン
ド
・
メ
ジ
エ
ヴ
ア
ル
・
ジ
ヤ
パ
ニ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ツ

飜
譯
之
卷
、
八
八
頁
」
“P

rim
itive a

n
d
 M

ed
ia

eva
l 

Ja
p
a
n
ese T

exts

” 

は
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
文
学
研
究
者
・
翻
訳
家
で
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
デ
ィ

キ
ン
ズ
（F

red
erick

 V
icto

r D
ick

in
s

、
一
八
三
八
年
～
一
九
一
五
年
）
の
著
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原

本
の
当
該
部
が
読
め
る
。
面
白
い
と
こ
ろ
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
前
の
ペ
ー
ジ
の
あ
る
通
り
、
「
万
葉
集
」

の
山
上
憶
良
の
「
日
本
挽
歌
一
首
」（
七
九
四
番
）
だ
！ 

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
前
の
記
載
を
「
不
知
火
」

の
光
学
現
象
と
す
る
訳
に
は
、
私
は
、
絶
対
に
「
ノ
ー
！
」
だ
ね
！ 

  

似
た
譚
は
、
巖
谷

（
い
は
や
）

君
の
東
洋
口
碑
大
全
に
、
本
朝
怪
談
雜
事
か
ら
、
出
雲
佐
田

（
さ
だ
）

の
社
に
每
年
十
月
初
卯

の
日
、
龍
宮
か
ら

牲

（
い
け
に
へ
）

と
し
て
龍

子

（
た
つ
の
こ
）

一
疋

上
（
の
ぼ
）

る
由
引
き
居
る
が
、
懷
橘
談
に
は
、「
十
月
十
一
日
よ

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1259234/243
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1259234/243
https://www.google.com/search?q=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&tbm=isch&ved=2ahUKEwj58YivqJL3AhXLTPUHHQCDBNQQ2-cCegQIABAA&oq=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&gs_lcp=CgNpbWcQAzIHCCMQ7wMQJ1CDJliDJmD9KGgAcAB4AIABR4gBiwGSAQEymAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=MW1XYrmVBcuZ1e8PgIaSoA0&bih=937&biw=1920&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949
https://www.google.com/search?q=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&tbm=isch&ved=2ahUKEwj58YivqJL3AhXLTPUHHQCDBNQQ2-cCegQIABAA&oq=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&gs_lcp=CgNpbWcQAzIHCCMQ7wMQJ1CDJliDJmD9KGgAcAB4AIABR4gBiwGSAQEymAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=MW1XYrmVBcuZ1e8PgIaSoA0&bih=937&biw=1920&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949
https://www.google.com/search?q=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&tbm=isch&ved=2ahUKEwj58YivqJL3AhXLTPUHHQCDBNQQ2-cCegQIABAA&oq=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&gs_lcp=CgNpbWcQAzIHCCMQ7wMQJ1CDJliDJmD9KGgAcAB4AIABR4gBiwGSAQEymAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=MW1XYrmVBcuZ1e8PgIaSoA0&bih=937&biw=1920&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949
https://www.google.com/search?q=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&tbm=isch&ved=2ahUKEwj58YivqJL3AhXLTPUHHQCDBNQQ2-cCegQIABAA&oq=Odontosyllis+undecimdonta+fire+worm&gs_lcp=CgNpbWcQAzIHCCMQ7wMQJ1CDJliDJmD9KGgAcAB4AIABR4gBiwGSAQEymAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=MW1XYrmVBcuZ1e8PgIaSoA0&bih=937&biw=1920&rlz=1C1JDZX_jaJP949JP949
https://archive.org/details/primitivemediae00dickgoog/page/88/mode/2up
https://archive.org/details/primitivemediae00dickgoog/page/88/mode/2up


り
十
七
日
ま
で
を
齋
と
云
ふ
、
其
間
に
風
波
烈
し
く
寄
來
る
波
に
、
化
度
草

（
け
ど
さ
う
）

と
云
ふ
藻
に
乘
れ
る
龍
蛇
、

龍
宮
よ
り
貢
ぐ
云
々
」
と
有
る
。
予

彼

邊

（
か
の
あ
た
り
）

に
每
々
航
せ
し
船
頭
に
聞
き
し
は
、
何
の
日
と
定
ら
ず
、
其

頃
風
波
烈
し
く
成
つ
て
多
少
の
海
蛇
打
上
る
を
、
初
め
て
見
出
し
た
る
を
吉
兆
と
す
る
例
と
云
う
た
。
故

に
天
然
の
龍
燈
乃
ち
エ
ル
モ
尊
者
の
火
、
又
鳥
蟲
朽
木
か
ら
起
る
光
も
、
必
し
も
年
中
一
日
を
限
ら
ず
、

唯
季
節
が
向
い
て
來
る
と
每
夜
現
は
る
ゝ
を
、
そ
の
月
の
滿
月
又
は
十
六
夜
と
か
齋
日
の
夜
と
か
、
神
佛

に
緣
あ
る
夜
を
人
が
特
定
し
て
、
そ
の
夜
尤
も
見
る
に
都
合
よ
き
を
、
其
夜
し
か
出
ぬ
樣
に
言
ひ
傳
へ
た

に
外
な
ら
じ
。
特
定
の
木
の
上
に
龍
燈
が
懸
か
る
も
、
天
然
を
人
爲
で

抂
（
ま
ぐ
）

れ
ば
成
る
事
で
、

古

（
い
に
し
へ
）

地

峽
有
つ
て
今
海
と
成

了

（
な
り
を
は
）

つ
た
に
渡
鳥
が
依
然
地
峽
の
蹟
の
海
を
後
生
大
事
と
守
つ
て
飛
ぶ
と
云
ふ
話
も

多
く
、
兎
や

猪

（
ゐ
の
し
し
）

鹿
や
鴨
な
ど
の
路
が
定
ま
り
居
る
は
狩
人
の
熟
知
す
る
所
で
、
比

年

（
と
し
ご
ろ
）

予
自
宅
の
庭

園
へ
夕
に

天

蛾

ゆ
ふ
が
お
べ
つ
た
う

な
ど
來
て
花
を
吸
ふ
を
視
る
に
、
そ
の
行
路
か
ら
花
を
尋
ぬ
る
順
序
迄
一
定
せ
る
者

の
如
く
、
又
自
宅
の
近
街
何
れ
も
陰
囊
の
影
を
火
玉
と
間
違
へ
怖
る
ゝ
程
淋
し
い
處
へ
、
電
線
の
柱
が
多

く
立
竝
び
居
る
、
其
頂
へ
夏
の
夜
每
に
角
鴟

み
ゝ
づ
く

が
來
り
鳴
く
を
見
聞
す
る
に
、
其
行
路
と
順
序
が
ち
や
ん
と

定
り
有
る
。

先
（
ま
づ
）

は
不
景
氣
ゆ
ゑ
方
法
を
立
替
へ
る
な
ど
い
ふ

考

（
か
ん
が
へ
）

の
出
ぬ
所
が
畜
生
で
、
古
く
慣
習

附
（
づ
）

い
た
こ
と
を
出
來
得
る
限
り
改
變
せ
ぬ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
東
洋
口
碑
大
全
」
作
家
・
児
童
文
学
者
の
巖
谷
小
波

い
わ
や
さ
ざ
な
み

（
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年

～
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
）
が
編
し
た
も
の
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
博
文
館
刊
・
上
巻
の
み
出
版

か
）
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
で
視
認
出
来
る
。 

「
本
朝
怪
談
雜
事
」
上
記
の
引
用
元
で
は
「
本
朝
怪
談
祕
事
」
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
孰
れ
も
誤
り
で

「
本
朝
怪
談
故
事
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
厚
誉
春
鶯
廓
玄
の
著
。
江
戸
中
期
の
刊
の

よ
う
で
あ
る
。 

「
出
雲
佐
田
の
社
」
佐さ

太だ

神
社
が
正
し
い
。
「
東
洋
口
碑
大
全
」
自
体
が
誤
っ
て
い
る
の
で
、
熊
楠
の
ミ

ス
で
は
な
い
。 

「
龍
子
」
実
在
す
る
海
蛇

う
み
へ
び

の
爬
虫
綱
有
鱗
目
ヘ
ビ
亜
目
コ
ブ
ラ
科
（
ウ
ミ
ヘ
ビ
科
と
す
る
説
も
あ
る
）
セ

グ
ロ
ウ
ミ
ヘ
ビ
属
セ
グ
ロ
ウ
ミ
ヘ
ビ P

ela
m

is p
la

tu
ra

 

で
あ
る
。
こ
の
龍
神
祭
は
古
く
か
ら
有
名
で
、
私

も
幾
つ
か
の
記
事
で
注
し
て
き
た
が
、
『
小
泉
八
雲 

落
合
貞
三
郎
訳 

「
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
面
影
」 

第
八
章 

杵
築―

―

日
本
最
古
の
社
殿 

（
五
）』
に
と
ど
め
を
刺
す
で
あ
ろ
う
。 

「
懷
橘
談
」
藩
儒
で
あ
っ
た
黒
沢
石
斎
に
よ
る
出
雲
地
誌
。
但
し
、
熊
楠
が
引
用
し
て
い
る
部
分
は
、

「
佐
太
」
の
パ
ー
ト
で
は
な
く
、
「
杵
築
」
の
出
雲
大
社
の
解
説
の
中
に
現
わ
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
字
本
の
こ
こ
で
あ
る
（
左
ペ
ー
ジ
二
行
目
）
。
「
佐
太
」
神
社
は
こ
ち
ら
に

な
る
。 

「
化
度
草

（
け
ど
さ
う
）

」
か
く
名
づ
け
る
以
上
は
藻
体
が
特
徴
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
真
っ
先
に
気

泡
体
を
持
つ
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
で
あ
ろ
う
と
踏
ん
だ
。
如
何
に
も
そ
れ
ら
し
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
種
や

博
物
誌
は
「
大
和
本
草
卷
之
八 

草
之
四 

海
藻
（
ナ
ノ
リ
ソ
／
ホ
タ
ハ
ラ
） 

（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
仲

間
）
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
さ
て
、
「
佐
太
神
社
」
公
式
サ
イ
ト
を
見
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
、

ま
さ
に
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
供
物
や
神
か
ら
の
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
記
載
が
あ
っ
た
。
自
信
を
固
く
し
た
次

第
で
あ
る
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950433/509
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-bcec.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-bcec.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/60
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/60
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/46
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-a43c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-a43c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-a43c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-a43c.html
http://sadajinjya.jp/?m=wp&WID=10626
http://sadajinjya.jp/?m=wp&WID=10626


「

天

蛾

ゆ
ふ
が
お
べ
つ
た
う

」
こ
れ
は
「
夕
顏
別
當
」
で
、
広
義
に
は
鱗
翅
目
カ
イ
コ
ガ
上
科
ス
ズ
メ
ガ
科 S

p
h
in

g
id

ae
の
仲
間
を
指
す
が
、
狭
義
に
は
、
特
に
ス
ズ
メ
ガ
科
ス
ズ
メ
ガ
亜
科 A

ch
ero

n
tiin

i

族 A
g

riu
s 

属
エ
ビ
ガ
ラ

ス
ズ
メ A

g
riu

s co
n
vo

lvu
li 

を
指
す
。
南
方
熊
楠
が
言
う
以
上
、
私
は
こ
こ
で
は
同
種
と
と
っ
て
お
く
。］ 

  

エ
ル
モ
尊
者
の
火
も
又
電
氣
の
作
用
と
云
ふ
か
ら
、
適
當
し
た

駐
（
と
ま
）

り
木
は

粗
（
ほ
ぼ
）

定
つ
て
居
る
だ
ら
う
。

さ
れ
ば
他
へ
飛
反

（
と
び
そ
）

れ
ぬ
樣
に
此
等
の
光
に
尤
も
適
し
た
高
木
を
保
存
し
て
徐

々

（
そ
ろ
そ
ろ
）

其

傍

（
か
た
は
ら
）

の
高
木
を
伐

り
去
る
と
か
何
と
か
、
龍
燈
を
一
定
の
木
に
懸
く
る
方
法
は
追
々
案
出
實
行
さ
れ
た
ゞ
ら
う
。
斯
て
其
後

世
中
も
事
繁
く
人
煙
も
濃
く
な
り
、
天
然
の
龍
燈
閉
口
し
て
跡
を
絕
つ
に
及
び
、
種
々
の
祕
計
も
て
人
爲

の
電
燈
を
點
す
と
成
る
と
サ
ア
旨
い
物
で
、
雨
が
降
ら
う
が
鎗
が
飛
ば
う
が
興
業
主
の
決
心
次
第
で
、
何

月
何
日
何
時
何
分
と
期
し
て
も
確
か
に
龍
燈
を
一
つ
で
も
五
つ
で
も
出
し
得
る
筈
で
、
尾
芝
君
が
想
ふ
程

の
人
間
界
の
不
思
議
で
は
決
し
て
な
く
、
た
ゞ
吾
輩
如
き
何
樣
な
妙
案
で
も
腹
藏
な
く
自
ら
言

散

（
い
ひ
ち
ら
）

し
書

散
し
て
一
文
に
も
成
ら
ぬ
に
紙
や
暇
を
潰
す
者
共
と
異
な
り
、
昔
の
坊
主
な
ど
が
祕
事
妙
訣
ち
ふ
事
を
首

が
飛
ん
で
も
世
間
へ

洩
（
も
ら
）

さ
な
ん
だ
か
ら
、
億
萬
の
生
靈
が
龍
燈
如
き
手
近
い
神
變
で
感
化
せ
ら
れ
て
、

佛
敎
や
天
主
敎
を
根
限
り
信
仰
歸
依
し
た
一
件
は
、
今
の
人
の
大
い
に
留
意
し
て
勇
猛
に
反
省
す
べ
き
所

と
、
此
二
、
三
日
飮
ま
ぬ
を
幸
ひ
、
柄
に
も
無
い
事
を
演

（
の
）

べ
て
置
く
。 

結
論 

佛
敎
は―

―

實
は
其
他
多
く
の
宗
敎
も―

―

光
を
以
て
佛
德
の
表
識
と
し
、
從
つ
て
佛
菩
薩
に
光

を
名
と
せ
る
が
多
い
。
佛
說
大
阿
彌
陀
經
に
、
彌
陀
の
十
三
異
號
を
說
く
（
鄕
硏
究
三
卷
三
號
一
七
〇
頁

參
照
）
。
其
號
孰
れ
も
光
の
字
有
り
。
言
く
、
此
佛
の
光
、
勝
於
日
月
之
明
千
萬
億
倍
、
而
爲
諸
佛
光
明

之
王
、
故
號
無
量
壽
佛
、
亦
號
無
量
光
佛
、
無
邊
光
佛
、
無
礙
光
佛
、
無
對
光
佛
、
炎
王
光
佛
、
清
淨
光

佛
、
歡
喜
光
佛
、
智
慧
光
佛
、
不
斷
光
佛
、
難
思
光
佛
、
難
稱
光
佛
、
超
日
月
光
佛
《
日
月
の
明
る
さ
に

勝
る
こ
と
、
千
萬
億
倍
に
し
て
、
諸
佛
光
明
の
王
た
り
。
故
に
無
量
壽
佛
と
號な

づ

け
、
亦
、
無
量
光
佛
、
無

邊
光
佛
、
無
礙
光

む

げ

く
わ

う

佛
、
無
對
光
佛
、
炎
王
光
佛
、
淸
淨
光
佛
、
歡
喜
光
佛
、
智
慧
光
佛
、
不
斷
光
佛
、
難

思
光
佛
、
難
稱
光
佛
、
超
日
月
光
佛
と
も
號
く
。
》
。
起
世
因
本
經
に
は
、
人
間
の

營

火

（
い
と
な
み
の
ひ
）

、
燈

焰

（
と
も
し
び
）

、

炬

火

（
た
い
ま
つ
）

、
火

聚

（
く
わ
し
ゆ
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
激
し
く
燃
え
る
猛
火
。
仏
教
で
は
地
獄
の
業
火
も
指
す
。
］
、
星
宿
、

月

宮

（
つ
き
の
み
や
）

、
日

宮

（
ひ
の
み
や
）

、
四
天
王
天
と
次
第
し
て
、
長
た
ら
し
く
諸
天
光
明
の
甲
乙
を
述
べ
、
世
間
所
有
光
明

よ
り
も
如
來
の
光
が
最
も
勝
妙
と
有
る
。
扨
最
も
手
近
く
光
明
を
標
示
す
る
者
は
燈
火
だ
か
ら
、
維
摩
經

の
佛
國
品
の
執
寶
炬
菩
薩
な
ど
よ
り
は
、
寶
燈
世
界
（
大
寶
廣
博
祕
密
陀
羅
尼
經
）
須
彌
燈
佛
（
阿
闍
世

王
決
疑
經
）
燃
燈
佛
な
ど
、
燈
を
名
と
し
た
佛
士
佛
菩
薩
の
名
が
多
い
。

斯
（
か
く
）

て
佛
の
勢
力
が
光
明
で
顯

は
れ
る
。
其
光
明
に
滋
養
分
を
加
へ
奉
る
考
で
佛
に
燈
を
獻
ず
る
を
大
功
德
と
し
た
の
で
、
言
は
ゞ
竈
に

薪
を
添
え
る
や
う
ぢ
や
。 

 

さ
れ
ば
涅
槃
經
に
は
、
若
於
佛
法
僧
、
供
養
一
香
燈
、
乃
至
獻
一
花
、
則
生
不
動
國
云
々
、
此
卽
淨
土

常
嚴
、
不
爲
三
災
所
動
也
。
《
若
し
、
佛
法
僧
に
於
い
て
、
一い

つ

の
香
燈
を
供
養
し
、
乃
至
は
一
花
を
獻
ず

れ
ば
、
則
ち
、
不
動
國
に
生
ま
る
云
々
。
此こ

こ

は
、
卽
ち
、
淨
土
常
嚴

じ
や
う
ご
ん

に
し
て
、
三
災
の
動
か
す
所
と
爲
ら

ざ
る
な
り
。
》
。
東
晉
譯
大
方
廣
華
嚴
經
一
五
に
、
諸
光
明
の
由
來
と
功
德
を
說
い
た
中
に
、
有
勝
三
昧
、

名
安
樂
、
又
放
光
明
、
名
照
耀
、
映
蔽
一
切
諸
天
光
、
所
有
闇
障
靡
不
除
、
普
爲
衆
生
作
饒
益
、
此
光
覺

悟
一
切
衆
、
令
執
燈
明
供
養
佛
、
以
燈
供
養
諸
佛
故
、
得
成
世
中
無
上
燈
、
然
諸
油
燈
及
酥
燈
、
亦
然
種



種
諸
明
炬
、
衆
香
妙
藥
上
寶
燭
、
以
是
供
佛
獲
此
光
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
◦
」
。

な
お
、
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
引
用
は
一
部
に
省
略
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
が
判
る
よ
う
に
二
十
鍵
括
弧
を
入
れ
て
あ
る
。
］
《
『
勝

し
よ
う

に
三
昧
有
り
、
安
樂
と
名
づ
く
』
。『
又
、
光
明

を
放
ち
、
昭
曜
と
名
づ
く
。
一
切
の
諸
天
の
光
を
映つ

つ

み
蔽
ひ
、
所
有

あ

ら

ゆ

る
暗
障

あ
ん
し
や
う

を
除
か
ざ
る
な
く
、
普

あ
ま
ね

く

衆
生
の
爲
に
饒
益

ね
う
や
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
慈
悲
の
心
を
持
っ
て
有
情
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
。
］
を
作な

す
。

こ
の
光
は
一
切
の
衆
を
覺-
悟

め

ざ

め
し
め
、
燈
明
を
執
つ
て
佛
を
供
養
せ
し
む
。
燈
を
以
つ
て
諸
佛
を
供
養
す

る
故
に
、
世
上
の
無
上
の
燈
と
な
る
を
得
。

諸
も
ろ
も
ろ

の
油
燈
及
び
酥そ

燈と
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
牛
乳
か
ら
製
し

た
バ
タ
ー
に
似
た
油
。
密
教
で
護
摩
の
修
法
で
用
い
る
。
食
用
に
も
な
る
。
］
を
然も

や
し
、
ま
た
種
種

諸
も
ろ
も
ろ

の
明
炬
、
衆
は
香
妙
藥
上
の
寶
燭
を
然
や
し
、
是
れ
を
以
つ
て
佛
に
供
へ
、
此
の
光
を
獲う

。
』
》
と
說
か
れ
、

超
日
月
三
昧
經
に
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
一
文
は
底
本
で
は
甚
だ
読
み
難
い
の
で
、
一
部
に
読
点

や
記
号
を
挿
入
し
た
。
］
、
日
天
、
前
生
、
施
を
好
み
、
行
を
愼
み
、
戒
を
奉
じ
、
佛
寺
に
燃
燈
し
、
月
天
、

前
生
、
貧
に
施
し
、
戒
を
持
し
、
三
尊
に

事
（
つ
か
）

へ
、
君
・
父
・
師
等
に
燈
を
設
け
た
か
ら
、

今

生

（
こ
ん
じ
や
う
）

、
日

天
・
月
天
と
成
る
つ
た
と
有
り
。
悲
華
經
に
は
轉
輪
王
頂
戴
一
燈
、
肩
有
二
燈
、
左
右
手
中
執
持
四
燈
、

其
二
膝
上
、
各
置
一
燈
、
兩
足
以
亦
各
一
燈
、
竟
夜
供
養
如
來
《
轉
輪
王
は
頂
き
に
一
燈
を
戴
き
、
肩
に

二
燈
有
り
、
左
右
の
手
中
、
四
燈
を
執
り
持
ち
、
其
の
二
つ
の
膝
は
上
、

各
お
の
お
の

一
燈
を
置
き
、
兩
足
の
上

に
亦
各
一
燈
を
以
つ
て
し
、
夜
の
竟を

は

る
ま
で
、
如
來
を
供
養
す
。
》
と
は
、
寄
席
の
落
語
家
が
頭
と
口
と

兩
手
足
に
扇
一
つ

宛
（
づ
つ
）

持
つ
て
、「
チ
ツ
、
一
本
め
ー
に
は
」
と
松
盡
し
を
碁
盤
の
上
で
舞
ふ
よ
り
以
上
の

珍
藝
だ
。 

 

月
燈
三
昧
經
こ
そ
大
法
螺
吹
き
な
れ
。
云
く
、

聲

德

（
し
や
う
と
く
）

如
來
涅
槃
に
入
り
し
を
德
音
王
供
養
す
と
て
、

八
十
四
千
萬
億
の
塔
を
起
こ
し
、
一
々
塔
前
に
百
千
萬
那
由
他

（

な

ゆ
た

）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
那
由
他
は
一
千

億
。
］
の
燈
明
を
燃
す
。
安
穩
德
比
丘
負
嫌
ひ
で
自
ら

臂
（
ひ
ぢ
）

を
斷
つ
て
燈
を
燃
し
て
獻
ぜ
し
に
、
今
ま
で

烱

然

（
く
ゑ
い
ぜ
ん
）

た
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
光
り
輝
く
さ
ま
。
］
紅
燄
四
方
に
遍
照
せ
し
王
の
無
量
百
千
の
燈
一
時

に
光
を
奪
は
れ
、
王
を
始
め
後
宮
眷
屬
妃
后
采
女
、
總
て
八
萬
の
別
嬪
急
い
で

彼
（
か
の
）

比
丘
に

見
（
ま
み
）

え
ん
と

て
、
千

肘

（
せ
ん
ち
う
）

の
高
殿
よ
り
飛

下

（
と
び
お
り
）

る
を
、
天
龍
夜
叉
乾
闥
婆

（
け
ん
だ
つ
ば
）

等
の
鬼
神
護
持
し
て
落
ち
ざ
ら
し
め
た
。
島

田
の
宿
の
朝
顏
盲
女
の
川
留
の
場
の
如
し
と
有
る
。
扨
兎
角
女
な
ら
で
は
夜
が
曉

（
あ
）

け
ぬ
か
ら
、

彼
（
か
の
）

比
丘

を
貧
女
と
作
り
換
へ
て
、
阿
闍
世
王
決
疑
經
や
今
昔
物
語
十
五
の
貧
女
の
一
燈
の
譚
を
作
つ
た
の
だ
（
芳

賀
博
士
の
攷
證
本
に
は
、
本
邦
の
類
話
を
擧
居

（
あ
げ
を
）

る
が
、
決
疑
經
等
を
引
い
て
居
無
い
）
。
例
の
法
華
經
の

藥
王
菩
薩
本
事
品
は
菩
薩
が
燈
供
養
の
爲
に
身
を
燒
い
た
話
で
、
臂
ば
か
り
燒
い
た
所
の
騷
ぎ
に
非
ず
。

こ
れ
に

傚
（
な
ろ
）

う
て
頭
燈
臂
燈

（
ひ
と
う
）

等
の
外
に
全
身
を

燒

失

（
や
き
う
し
な
）

ふ
者
も
有
つ
た
の
だ
。
今
昔
物
語
に
天
智
帝
が

志
賀
寺
の
燈
を
揭
げ
た
指
を

切
（
き
つ
）

て
、
燈
と
共
に
佛
に
供
へ
玉
ふ
と
有
る
も
、
指
を
燃
す
御
心
で
行
ひ
玉

ひ
し
事
と
知
ら
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
島
田
の
宿
の
朝
顏
盲
女
の
川
留
の
場
」
浄
瑠
璃
「
生
写
朝
顔
話

し
ょ
う
う
つ
し
あ
さ
が
お
ば
な
し

」
（
通
称
「
朝
顔

日
記
」
）
。
講
釈
師
司し

馬ば

芝し
ば

叟そ
う

の
「

蕣
あ
さ
が
お

」
を
原
拠
と
し
た
浄
瑠
璃
。
現
行
の
も
の
は
天
保
三
（
一
八
三
二
）

年
大
坂
稲
荷
文
楽
芝
居
で
初
演
。
秋
月
家
の
娘
深
雪

み

ゆ

き

が
、
恋
人
宮
城
阿
曾

あ

そ

次
郎

じ

ろ

う

を
慕
っ
て
家
出
し
、
盲
目

の
門
付
芸
人
朝
顔
と
な
り
、
恋
人
の
残
し
た
歌
を
唄
い
な
が
ら
流
浪
す
る
哀
話
。
「
大
井
の
渡
し
」
で
知

ら
れ
る
島
田
の
宿
で
恋
人
と
逢
い
な
が
ら
、
朝
顔
が
盲
目
ゆ
え
に
そ
れ
と
判
ら
ず
、
後
で
知
り
、
半
狂
乱

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/119


で
彼
を
追
う
「
島
田
宿
戎
屋
の
段
」
か
ら
「
大
井
川
の
段
」
が
知
ら
れ
る
。 

「
今
昔
物
語
十
五
の
貧
女
の
一
燈
の
譚
」
こ
れ
が
、
一
向
、
判
ら
ぬ
。
「
今
昔
物
語
集
」
の
「
巻
第
十
五 

本
朝
付

仏
法
」
で
は
、
第
四
十
八
話
か
ら
最
後
の
五
十
四
話
の
七
話
に
の
み
女
性
・
童
子
の
往
生
譚
が
纏
め

ら
れ
て
あ
る
の
だ
が
（
そ
れ
以
外
は
著
名
な
僧
尼
の
そ
れ
で
あ
る
）
、
そ
こ
に
「
一
燈
の
譚
」
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
あ
る
種
、
最
も
似
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
私
も
好
き
な
「
伊
勢
國
飯
高
郡
老
嫗
往
生
語
第
五

十
一
」
（
伊
勢
の
國
の
飯

高

郡

い
ひ
た
か
の
こ
ほ
り

の
老
い
た
る
嫗

お
う
な

往
生
す
る
語こ

と

第
五
十
一
）
で
あ
る
。
「
や
た
が
ら
す
ナ
ビ
」

の
こ
こ
で
新
字
で
あ
る
が
原
文
が
読
め
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
老
婆
で
持
つ
の
は
「
一
葉
の
蓮
花
」
で
あ
り
、

ま
た
、
彼
女
は
使
用
人
も
い
る
の
で
「
貧
女
」
と
は
言
え
な
い
。
さ
て
？…

…

因
み
に
、
芳
賀
矢
一
の
「
攷

證
本
」
と
い
う
の
は
「
攷
証
今
昔
物
語
集
」
で
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
冨
山
房

で
は
私
の
示
し
た
話
は
こ
こ
。 

「
今
昔
物
語
に
天
智
帝
が
志
賀
寺
の
燈
を
揭
げ
た
指
を
切
て
、
燈
と
共
に
佛
に
供
へ
玉
ふ
と
有
る
」
巻
第

十
一
「
天
智
天
皇
建
志
賀
寺
語
第
二
十
九
」（
天
智
天
皇
志
賀
寺
を
建
て
た
る
語
第
二
十
九
）
。
同
前
で
こ

こ
。］ 

  

蓋
（
け
だ
）

し
人
間
の
み
が
燈
を
佛
に
奉
る
を
大
功
德
と
し
た
の
で
無
く
、
鬼
人
や
龍
王
も
亦
爭
う
て
此
功
德

を
修
め
た
の
で
、
例
せ
ば
法

顯

傳

（
ほ
ふ
け
ん
で
ん
）

に
、
舍
衞
域
の
外
道
が
天
神
を
祀
る
寺
で
燈
を
供
ふ
る
と
、
明
旦
燈

が
近
處
の
佛
寺
に
移
る
。
是
れ
佛
僧
の
所
爲

（
し
は
ざ
）

な
ら
ん
と
疑
う
て
夜
自
ら
伺
ふ
と
、
自
分
が
祀
る
所
の
天
神

其
燈
を
持
ち
、
佛
寺
を
三

匝

（
み
め
ぐ
り
）

し
て
佛
に
供
へ
て
消
失

（
き
え
う
）

せ
た
。
因
つ
て
成
程
佛
は
天
神
よ
り
勝え

ら

い
と
知
つ

て
出
家
入
道
し
た
と
有
る
。
龍
が
燈
を
佛
に
供
養
し
た
例
を
只
今
出
し
得
ぬ
が
、
其
は
例
乏
し
く
て
引
き

能
は
ざ
る
に
非
ず
、
餘
り
多
い
か
ら
藏
經
通
覽
の
際
書
留
め
な
ん
だ
の
だ
。
扨
手
近
い
梵
語
字
彙
を
二
三

種
見
る
も
、
龍
燈
ち
ふ
意
の
語
を
見
出
で
ぬ
が
、
三
國
の
吳
の
領
内
來
住
の
天
竺
僧
康
僧
會
が
譯
し
た
六

度
集
經
五
に
、
槃
達

は

ん

だ

龍
王
世
を
厭
ひ
陸
地
に
登
り
、
於
私
黎
樹
下
、
隱
形
變
爲
蛇
身
、
槃
屈
而
臥
、
夜
則

有
燈
火
之
明
、
在
彼
樹
上
、
數
十
枚
矣
、
日
日
雨
若
干
種
華
、
色
耀
香
美
、
非
世
所
覩
、
國
人
有
能
厭
龍

者
、
名
陂
圖
、
入
山
求
龍
、
欲
以
行
乞
、
覩
牧
牛
兒
、
問
其
有
無
、
兒
曰
、
吾
見
一
蛇
、
蟠
屈
而
臥
於
斯

樹
下
、
夜
樹
上
有
數
十
燈
。
火
光
明
耀
曄
、
華
下
若
雪
、
色
耀
香
美
、
其
爲
難
喩
、
吾
以
身
附
之
、
亦
無

賊
害
之
心
《
私
黎
樹

ぼ

だ

い
じ

ゆ

下
に
於
い
て
、
形
を
隱
し
、
變
じ
て
、
蛇
身
と
な
り
、
蟠
屈
し
て
臥
す
。
夜
は
、
則

ち
、
燈
火
の
明め

い

有
り
。
彼か

の
樹
上
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
「
下
」
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
敢
え
て
熊
楠
の
記
す
「
上
」
で
示
し
た
。
］
に
在
り
て
、
數
十
枚

す

じ

ふ
ば

い

た
り
。
日
日
、
若
干
の
種

の
華
を
雨

あ
め
ふ

ら
す
。
色
、
耀
き
、
香
、
美
に
し
て
、
世
の
覩
る
所
に
非
ず
。
國
人
、
能
く
、
龍
を
厭

ま
じ
な

ふ
者

有
り
、
「
陂
圖

は

と

」
と
名
づ
く
。
山
に
入
り
て
龍
を
求
め
、
以
つ
て
行
乞

ぎ
や
う
こ
つ

を
せ
ん
と
欲
す
。
牧
牛
の
兒
を
覩

て
、
其
の
有
無
を
問
ふ
に
、
兒
曰
は
く
、
「
吾
、
一
蛇
の
蟠
屈
し
て
、
斯こ

の
樹
下
に
臥
す
を
見
る
。
夜
、

樹
上
に
數
十
の
燈
あ
り
。
火
。
明
る
耀ひ

か

り
曄

か
か
や

き
、
華
の
下ふ

る
こ
と
、
雪
の
ご
と
し
。
色
、
耀
き
、
香
美
な

る
こ
と
、
其
れ
、
喩
へ
難
し
と
爲
す
。
吾
、
身
を
以
つ
て
之
れ
に
附

ち
か
づ

く
に
、
亦
、
賊
害
の
心
無
し
。
」

と
。
》
。
其
か
ら
そ
の
龍
使
ひ
の
見
世
物
師
に
捉
へ
ら
れ
て
齒
を
拔
か
れ
、
所
々
へ

伴
（
つ
れ
）

行
き
て
舞
は
さ

る
ゝ
を
龍
王
の
母
が
來
て
救
う
た
と
有
る
。
是
れ
取
り
も
直
さ
ず
龍
燈
で
、
印
度
に
古
く
龍
の
上
に
燈
火

が
樹
に
懸
る
て
ふ
迷
信
有
り
し
を
知
る
に
足
る
。 

https://yatanavi.org/text/k_konjaku/k_konjaku15-51
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https://yatanavi.org/text/k_konjaku/k_konjaku15-51
https://yatanavi.org/text/k_konjaku/k_konjaku15-51
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/945414/347
https://yatanavi.org/text/k_konjaku/k_konjaku11-29
https://yatanavi.org/text/k_konjaku/k_konjaku11-29


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
法
顯
傳
」
現
行
で
は
「
ほ
っ
け
ん
で
ん
」
と
読
ま
れ
る
、
五
世
紀
初
頭
に
約
十
七

年
に
亙
っ
て
イ
ン
ド
求
法
の
大
旅
行
を
行
っ
た
中
国
僧
法
顯
の
記
録
。
中
央
ア
ジ
ア
と
南
海
沿
岸
を
含
む

紀
行
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
熊
楠
が
引
い
た
の
は
こ
の
前
後
部
分
で
あ

る
。 

「
舎
衞
城
」
は
古
代
イ
ン
ド
の
コ
ー
サ
ラ
国
に
あ
っ
た
首
都
。
現
在
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
北

東
部
の
ラ
プ
テ
ィ
川
の
近
く
に
相
当
す
る
。
こ
の
中
央
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
］ 

  

又
大
集
大
雲
請
雨
經
に
、
電
光
大
電
光
炎
光
炎
肩
火
光
な
ど
、
光
字
の
つ
い
た
龍
王
の
名
多
し
。
乃
ち

古
印
度
も
支
那
と
同
じ
く
龍
は
種
々
の
光
を
發
す
る
と
信
じ
た
の
で
、
支
那
に
佛
敎
入
ら
ぬ
時
已
に
龍
が

光
を
點
す
と
し
た
は
、
楚
辭
の
燭
龍
何
照
《
燭
龍
何
ぞ
照
ら
せ
る
》
の
語
を
、
王
逸
注
し
て
曰
く
、
大
荒

西
北
有
山
而
不
合
、
因
名
之
曰
不
周
山
、
故
有
神
龍
、
銜
燭
而
破
照
之
《
大
荒
の
西
北
、
山
有
り
て

合
（
が
つ
）

せ
ず
、
因
り
て
之
れ
を
不
周
山
と
名
づ
く
。
故
に
神
龍
有
り
て
、
燭
を
銜
へ
て
之
れ
を
照
ら
す
」
（
淵
鑑

類
函
四
三
八
）
。
康
煕
字
典
に
楚
辭
天
問
を
引
い
て
、
日
出
不
到
、
燭
龍
何
ぞ
耀
《
日
出
で
て
到
ら
ず
、

燭
龍
、
何
ぞ
耀
け
る
》
。
日
出
ぬ
内
に
龍
が
燭
を
銜
へ
て
光
ら
せ
行
く
と
云
ふ
の
だ
か
ら
、
燭
龍
乃
ち
龍

燈
だ
。
斯
く
古
來
燭
龍
の
話
や
前
述
龍
火
の
迷
信
が
有
つ
た
支
那
へ
、
印
度
か
ら
佛
敎
と
共
に
龍
燈
の
譚

が
傳
は
つ
た
の
で
、
諸
州
の
道
觀
佛
精
舍
や
大
小
名
嶽
に
天
然
の
龍
燈
多
く
見
出
さ
れ
、
追
々
人
造
の
物

も
出
來
た
處
へ
、
日
本
か
ら
渡
海
の
僧
な
ど
、
其
事
を
聞
き
其
現
象
を
睹

（
み
）

て
歸
る
船
中
海
上
の
龍
燈
卽
ち

エ
ル
モ
尊
者
の
火
に
遭
ふ
も
少
な
か
ら
ず
、
歸
朝
し
て
尋
ね
廻
る
と
自
國
も
隨
分
龍
燈
に
乏
し
か
ら
ず
。

因
つ
て
弘

敎

（
ぐ
き
や
う
）

の
方
便
と
し
て
種
々
の
傳
說
を
附
會
し
て
、
俗
衆
を
ア
ツ
と
言
は
せ
續
く
る
内
、
海
埋
ま

り
林
伐
ら
れ
て
自
然
の
龍
燈
少
な
く
成
り
行
く
。
是
で
は
成
ら
ぬ
と
、
困
却
は
發
明
の
母
と
は
よ
く
言
つ

た
物
で
、
種
々
計
策
し
て
人
造
の
龍
燈
を
出
し
て
も
、
因
襲
の
久
し
き
習
慣
天
性
を
成
し
て
誰
も
其
人
造

た
る
に
氣
付
か
ず
、
偶
ま
玄
奘
が
菩
提
寺
の
舍
利
光
に
於
け
る
如
く
、
臭
い
事
と
氣
が
付
い
て
も
、
勝
軍

居
士
が
玄
奘
を
諭
し
た
通
り
、
誰
も
彼
も
睹
て
信
ず
る
上
は
一
人
彼
是
い
ふ
は
野
暮
の
骨
頂
と
い
ふ
論
法

で
差
控
え
た
事
と
見
え
る
。 

 

さ
て
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
は
蘚
蟲

ブ
リ
オ
ゾ
ア

と
海
龜
と
鳥
が
甚
だ
相
異
な
る
動
物
で
何
の
近
緣
無
き
に
、
三
者
の

喙
く
ち
ば
し

の

結
構
が
頗
る
酷
似
し
居
る
を
指
摘
し
、
予
も
或
菌
族
と
男
女
根
の
組
織
と
、
機
械
力
が
全
く
同
一
轍
な
る

事
を
二
十
五
年
來
硏
究
し
て
、
隨
分
有
益
な
考
案
を
持
つ
て
居
る
が
、
斯
る
外
目

（
よ
そ
め
）

に
詰
ら
ぬ
こ
と
も
學
術

上
非
常
に
大
切
だ
と
云
ふ
事
だ
け
を
一
昨
年
不
二
新
聞
へ
揭
げ
て
大
枚
百
圓
の
科
料
に
處
せ
ら
れ
、
前
に

火
の
玉
幻
出
法
の
發
明
に
間
に
合
ふ
た
陰
囊
を
大
き
に
縮
め
た
事
で
有
る
。
先
づ
千
年
や
二
千
年
で
迚
も

變
更
の
成
ら
ぬ
動
植
物
の
構
造
や
組
織
に
す
ら
、
相
似
た
範
圍
に
應
じ
て
永
久
の
内
に
は
斯
く
能
く
似
合

う
た
物
も
出
來
る
。
さ
れ
ば
風
俗
作
法
な
ど
變
化
萬
態
な
る
人
間
界
の
現
象
が
、

因
（
い
ん
）

異
に
し
て
偶
ま
同

一
又
極
似
の
果
を

生

出

（
せ
い
し
ゆ
つ
）

す
る
有
る
も
、
固
よ
り
怪
し
む
に
足
ら
ず
。
例
せ
ば
、
吾
邦
婦
女
が
齒
を
染
め

た
の
は
東
南
亞
細
亞
の
土
人
が
檳

榔

（
び
ん
ら
う
）

を
咬
む
に
起
因
し
た
と
い
う
こ
と
を
森
三
溪
氏
な
ど
唱
へ
、
故
坪

井
博
士
も
同
意
の
氣
味
ら
し
か
っ
た
。
然
る
に
二
十
年
程
前
予
大
英
博
物
館
で
色
々
調
ぶ
る
と
、
印
度
の

梵
志
種
や
柬
埔
寨

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

土
人
の
女
子
が
、
月
經
初
て
到
る
時
、
非
常
に
齒
に
注
意
す
る
。
又
中
央
亞
細
亞
の
ブ

ハ
ラ
人
歐
州
の
大
露
西
亞
人
な
ど
、
一
向
檳
榔
を
吃
せ
ぬ
に
其
妻
は
齒
を
涅く

ろ

く
し
た
。
其
等
か
ら
攷

か
ん
が

へ
て
、

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=2085_,51,0858a11&key=%E6%98%8E%E6%97%A6&ktn=&mode2=2
https://www.google.com/maps/@26.2468229,83.2356566,7.75z
https://www.google.com/maps/@26.2468229,83.2356566,7.75z
https://www.google.com/maps/@26.2468229,83.2356566,7.75z
（ぼんじ）


廣
い
世
界
に
は
南
米
の
或
部
分
の
土
人
の
如
く
、
齒
の
健
康
を
氣
遣
ふ
ば
か
り
で
齒
を
染
め
る
も
有
り
、

馬

島

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

の
或
種
族
の
如
く
裝
飾
を
の
み
心
懸
け
て
齒
を
染
め
る
者
、
亞
細
亞
東
南
諸
島
民
の
如
く
檳
榔
を

咀か

む
か
ら
自
然
に
染
ま
る
者
、
日
本
や
印
度
ヂ
ー
ウ
邊
の
婦
女
の
如
き
成
女
期
や
既
婚
や
葬
喪
を
標
示
す

る
齋
忌

タ

ブ

ー

の
上
か
ら
涅
齒

は
ぐ
ろ
め

し
た
者
と
、
同
じ
涅
齒
に
も
種
々
格
別
の
目
的
有
り
て
此
風
が
生
じ
た
と

曉
（
さ
と
）

り
、

英
國
科
學
奬
勵
會

ブ
リ
チ
シ
ユ
・
ア
ツ
ソ
シ
エ
ー
シ
ヨ
ン

で
論
文
を
讀
ん
だ
事
が
有
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
蘚
蟲

ブ
リ
オ
ゾ
ア

」
小
さ
な
群
体
を
形
成
し
、
サ
ン
ゴ
に
似
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
外
壁

か
ら
な
る
群
体
を
作
る
動
物
で
あ
る
外
肛
動
物
門 B

ry
o
zo

a

の
一
般
に
「
コ
ケ
ム
シ
」（
苔
蟲
）
の
こ
と
。

下
位
タ
ク
ソ
ン
で
狭
喉
綱 S

ten
o
laem

ata

・
裸
喉
綱 G

y
m

n
o
laem

ata

・
掩
喉
綱 P

h
y
lacto

laem
ata

に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
約
四
千
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
古
い

動
物
で
、
化
石
は
古
生
代
の
末
期
か
ら
出
現
し
て
い
る
。
嘗
て
は
、
擬
軟
体
動
物
や
触
手
動
物
の
門
に
属

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
外
肛
動
物
と
い
う
独
立
し
た
門
を
構
成
す
る
。
海
産
の
種
が
淡
水
産
よ

り
も
多
く
、
潮
間
帯
か
ら
深
海
に
ま
で
分
布
す
る
。
微
小
な
個
虫
が
多
数
集
ま
っ
て
樹
枝
状
・
鶏
冠
状
・

円
盤
状
な
ど
の
群
体
を
作
る
。
群
体
は
石
灰
質
又
は
キ
チ
ン
質
を
含
む
た
め
、
硬
く
、
岩
石
や
他
の
動
植

物
に
付
着
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
虫
は
虫
室
の
中
に
棲
み
、
袋
状
を
成
し
、
口
の
周
り
に
は
触
手
冠
が
あ

る
。
消
化
管
は

U

字
状
で
、
肛
門
は
触
手
冠
の
外
側
に
開
く
。
血
管
と
排
出
器
が
な
く
、
雌
雄
同
体
で
無

性
生
殖
に
よ
り
群
体
を
拡
大
す
る
と
あ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
は
、
『
裸
喉
綱
で
は
、
群
体
を
構
成
す
る
個

虫
に
多
形
が
み
ら
れ
る
例
が
多
い
。
触
手
を
持
ち
、
え
さ
を
と
る
普
通
の
個
虫
を
常
個
虫
と
い
う
。
こ
れ

に
対
し
て
、
特
殊
な
形
に
な
っ
た
も
の
を
異
形
個
虫
と
呼
ん
で
』
お
り
、
そ
の
内
の
「
鳥
頭
体
」

（av
icu

laria

）
と
呼
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
個
室
の
入
り
口
が
く
ち
ば
し
状
に
な
っ
て
突
出
し

た
も
の
』
で
、『
外
敵
の
防
衛
や
群
体
の
清
掃
』
を
担
う
と
あ
る
。
探
す
の
に
少
し
苦
労
し
た
が
、
英
文
サ

イ
ト
の
こ
ち
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
コ
ケ
ム
シ
の
当
該
部
分
の
顕
微
鏡
写
真
四
葉
を
見
る
と
、
そ
れ
を
「
嘴
」

と
比
喩
す
る
こ
と
が
、
激
し
く
腑
に
落
ち
る
。 

「
檳
榔
」「
南
方
熊
楠 

小
兒
と
魔
除 

（
５
）」
の
私
の
当
該
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
森
三
溪
」
（
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
民
友
社
刊
の
「
江
戸
と
東
京
」
を
書
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
但
し
、
以
上
の
説
は
ど
こ

か
ら
引
用
し
た
か
は
不
詳
。
因
み
に
、「
江
戸
と
東
京
」
の
鉄
漿
（
お
は
ぐ
ろ
）
の
記
載
は
こ
こ
。 

「
坪
井
博
士
」
日
本
初
の
人
類
学
者
坪
井
正
五
郎
（
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
～
大
正
二
（
一
九
一
三
）

年
）。
日
本
に
於
け
る
考
古
学
や
人
類
学
の
普
及
と
確
立
に
尽
力
し
た
。］ 

  

其
か
ら
類
推
す
る
と
、
尾
芝
君
は
盆
の
燈
籠
も
柱
松
も
龍
燈
も
同
一
系
統
、

乃
（
す
な
は
）

ち
同
じ
目
的
を
以
て

一
つ
の
起
原
か
ら
生
出
し
た
樣
に
云
は
る
ゝ
が
、
其
は
形
骸
を
察
し
て
神
髓
を

遺
（
わ
す
）

れ
た

見
（
け
ん
）

で
無
ら
う

か
。
磁
石
に
鐵
を
拾
ふ
と
北
を
指
す
と
二
つ
の
別
の
力
有
る
如
く―

―

究
竟
の
原
因
は
一
に
歸
す
と
云

は
ゞ
、
人
が
生
ま
る
ゝ
も
焦
死

（
こ
げ
し
）

ぬ
も
太
陽
の
爲
す
所
と
云
ふ
如
く
で
、
其
迄
な
が
ら―

―

火
に
は
熱
と
光

と
の
二
つ
の
異
な
る
力
有
り
、
吾
邦
の
柱
松
や
歐
州
の
辟
牛
疫
火

ニ
ー
ド
・
フ
ア
イ
ヤ
ー

な
ど
、
主
と
し
て
其
火
の
熱
を
以
て
凶

災
を
避
け
吉
利
を
迎
ふ
る
の
慾
願
に
創
ま
り
た
る
に
、
盆
燈
籠
や
人
作
の
龍
燈
は
、
原

（
も
）

と
其
火
の
光
を
假

り
て
神
佛
の
勢
威
を
助
成
し
死
人
の
冥
福
を
修
す
る
信
切
か
ら
起
つ
た
者
で
、
言
は
ゞ

齊
（
ひ
と
）

し
く
火
で
有

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E8%82%9B%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E8%82%9B%E5%8B%95%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E8%82%9B%E5%8B%95%E7%89%A9
https://www.researchgate.net/figure/Light-microscope-images-of-avicularia-of-Brazilian-species-of-Bugula-uniserialis_fig3_229162219
https://www.researchgate.net/figure/Light-microscope-images-of-avicularia-of-Brazilian-species-of-Bugula-uniserialis_fig3_229162219
https://www.researchgate.net/figure/Light-microscope-images-of-avicularia-of-Brazilian-species-of-Bugula-uniserialis_fig3_229162219
https://www.researchgate.net/figure/Light-microscope-images-of-avicularia-of-Brazilian-species-of-Bugula-uniserialis_fig3_229162219
https://www.researchgate.net/figure/Light-microscope-images-of-avicularia-of-Brazilian-species-of-Bugula-uniserialis_fig3_229162219
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-622273.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/763646/47


り
な
が
ら
、
火
鉢
の
火
と
行
燈
の
火
ほ
ど
意
味
と
所
用
に
差
別

（
け
じ
め
）

有
り
と
愚
存
す
。

加

之

（
し
か
の
み
な
ら
ず
）

柱
松
は
其

式
何
の
祕
す
る
事
無
く
初
め
か
ら
仕
組
を
公
開
す
る
に
、
龍
燈
は
自
然
人
造
共
に
其
事
曖
昧
で
、
凡
衆
に

解
し
得
ぬ
所
を
妙
と
し
た
の
も

大
（
お
ほ
い
）

に
相
異
な
り
。
（
大
正
四
年
六
月
二
十
三
日
起
稿
、
多
用
中
に
時
々

書
き
綴
り
、
三
十
日
夜
半

終

切

（
を
は
り
き
る
）

。
唯
一
度
閱
し
て
便
ち
發
送
。
故
に
意
を
盡
さ
ぬ
所
や
跡
先
き
揃
は
ぬ

言
無
き
を
保
せ
ず
。
讀
者
其
大
體
を
了
せ
ら
る
れ
ば
幸
甚
。） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
辟
牛
疫
火

ニ
ー
ド
・
フ
ア
イ
ヤ
ー

」
辟
牛
疫
火
〔
ニ
ー
ド
・
フ
ア
イ
ヤ
ー
〕
」
「N

eed
-fire

」
或
い
は

「W
ild

-fire

」。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
古
い
民
間
伝
承
に
基
づ
く
儀
式
で
、
羊
飼
い
た
ち
が
、
羊
の
群
れ
の

病
気
を
防
ぐ
た
め
に
火
を
用
い
た
も
の
を
指
す
。
英
文
の
ウ
ィ
キ
の
「N

eed
-fire

」
に
拠
っ
た
が
、
そ
こ

に
牛
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
が
、
熊
楠
の
漢
訳
の
「
辟
牛
」
は
、
羊
と
と
も
に
飼
っ
て
い
る
牛
も
疫
病

を
避
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
よ
く
判
ら
な
い
。「
浄
火
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

以
下
、
底
本
で
は
一
行
空
け
だ
が
、
二
行
空
け
た
。］ 

  

附 

言 
 

此
稿
を
終
る
少
し
前
に
、
湯
屋
に

往
（
い
つ
）

て
和
歌
山
生
れ
の
六
十
ば
か
り
の
人
に
逢
う
て
、
七
月
九
日
夜

紀
三
井
寺
に
上
る
龍
燈
の
事
を
問
ふ
に
、
八
、
九
歲
の
時
父
に
負
は
れ
て
一
度
往
き
見
た
事
有
り
。
夜
半

に

喚
（
よ
び
）

起
こ
さ
れ
て
眠
た
き
を
忍
び
待
つ
て
居
る
と
、
山
上
に
忽
然
燈

（
ひ
）

點
（
と
も
）

る
を
見
た
ば
か
り
覺
え
居
る

と
言
う
た
。
其
邊
に
人
が
忍
び

居
（
を
つ
）

て
、
何
か
の
方
法
で
高
い
所
へ
燈
を
點
じ
素
速
く
隱
れ
去
つ
た
の
ら

し
い
。
貞
享
四
年
の
自
序
あ
る

懷

硯

（
ふ
と
こ
ろ
す
ず
り
）

三
の
二
に
、
紀
三
井
寺
の
龍
燈
を
見
に
夜
更
く
る
ま
で
人
群
集

す
る
由
を
述
べ
て
、
「
昔
よ
り
所
の
人
の
言
傳
へ
し
は
、
こ
の
光
を
見
る
こ
と
人
の
中
に
も
稀
な
り
。
隨

分
の
後

生

願

（
ご
し
や
う
ね
が
）

ひ
、
人

事

（
ひ
と
ご
と
）

を
言
は
ず
、
腹
立
て
ず
、
生
佛
樣
と
言
る
ゝ
程
の
者
が
、
仕
合
せ
よ
け
れ
ば

ち
ら
と
拜
み
奉
る
と
聞
き
し
所
に
云
々
」
と
有
つ
て
、
十
人
の
内
七
八
人
は
磯
に
釣
す
る
火
を
龍
燈
と
心

得
て
拜
し
、
其
他
は
觀
音
堂
に
通
夜
し
て
、
夢
に
龍
燈
布
引
の
松
に
上
る
を
見
た
と
あ
り
。
布
引
の
松
は

紀
三
井
寺
か
ら
大
分
離
れ
た
所
で
、
そ
れ
を
後
年
山
内
の
千
手
谷
へ
龍
燈
の
場
所
換
へ
を
し
た
ら
し
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
貞
享
四
年
」
一
六
八
七
年
。 

「
懷
硯
三
の
二
」
同
書
は
井
原
西
鶴
著
の
諸
国
奇
談
異
聞
集
の
体
裁
を
採
っ
た
浮
世
草
子
で
外
題
は
「
一

宿
道
人 

懷
硯
」
で
、
当
該
篇
の
標
題
は
「
龍
灯
は
夢
の
ひ
か
り
」
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

全
巻
一
括P

D
F

版
）
の5

1

コ
マ
目
か
ら
原
本
が
視
認
出
来
る
。 

「
人
事
」
人
の
悪
口
。 

「
其
他
は
觀
音
堂
に
通
夜
し
て
、
夢
に
龍
燈
布
引
の
松
に
上
る
を
見
た
と
あ
り
」
と
あ
る
が
、
同
篇
で
は
、

実
は
、
そ
の
瑞
夢
を
見
る
の
は
、
当
の
無
欲
な
主
人
公
の
一
宿
道
人
自
身
で
あ
る
。
そ
こ
が
こ
の
話
の
面

白
み
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

以
下
、
底
本
で
は
一
行
空
け
。
二
行
空
け
た
。］ 

  

後 

記 

https://en.wikipedia.org/wiki/Need-fire
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_01746/he13_01746.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_01746/he13_01746.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_01746/he13_01746.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_01746/he13_01746.pdf


 
前
文
記
し

畢
（
を
は
）

つ
て
四
日
後
、
人
類
學
雜
誌
昨
年
十
二
月
號
原
田
淑
人
君
の
「
新
疆
發
掘
壁
畫
に
見
え

た
る
燈
樹
の
風
俗
に
就
て
」
を
讀
み
、
甚
だ
益
を
得
た
。
氏
が
臚
列

（
ろ
れ
つ
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
羅
列
」
に
同

じ
。
］
せ
る
諸
材
料
に
據
つ
て
考
ふ
れ
ば
、
史
記
樂
書
、
漢
家
祀
太
一
、
以
昏
時
祠
到
明
《
漢
家
、
太
一

を
祀
る
。
昏く

る
る
時
を
以
つ
て
祠ま

つ

り
、
明
く
る
に
至
る
。
》
等
、
古
く
神
を
祀
る
に
燈
を
獻
ず
る
事
有
り

し
一
方
に
は
、
印
度
燃
燈
供
佛
の
風
を
傳
へ
、
唐
人
上
元
の
夜
華
燈
寶
炬
燈
樹
火
山
を
設
け
、
宋
に
至
つ

て
上
中
下
元
咸
張
燈
し
、
吾
邦
之
に
倣
う
て
又
中
元
燈
籠
を
點
ず
る
に
及
ん
だ
の
で
、
先
づ
盆
燈
籠
は
華

燈
、
柱
松
は
寶
炬
、
火
山
は
熊
野
濱
の
宮
等
中
元
に
墓
場
で
野
火
を
盛
ん
に
す
る
に
相
肖

（
あ
ひ
に
）

た
物
、
燈
樹
は

原
田
君
が
引
い
た
圖
や
說
に
據
る
と
、
先
づ
七
夕
に
俗
間
竹
の
枝
葉
間
に
多
く
小

挑

燈

（
こ
ち
や
う
ち
ん
）

を
點
ず
る
や
う

な
奴
の
至
つ
て
大
層
な
も
の
だ
ら
う
。
是
等
何
れ
も
設
備
者
其
人
巧
に
出
る
を
隱
さ
ず
、
寧
ろ
自
慢
で
作

つ
た
の
で
、
觀
る
者
も
初
か
ら
其
心
で
見
た
る
に
反
し
、
人
造
電
燈
は
始
終
設
備
者
之
を
神
異
に
托
し
、

觀
る
者
亦
靈
物
と
し
て
之
を
恭
敬
禮
拜
し
た
の
で
あ
る
。（
七
月
五
日
） 

 

此
篇
書
き
畢
つ
て
後
、
七
月
七
日
の
大
阪
每
日
新
聞
獨
石
馬

（
ど
く
せ
き
ば
）

の
淸
末
の
祕
史
を
見
る
と
、
長
髮
賊
魁
洪

秀
全
と
楊
秀
淸
を
月
水
に
汚
れ
た
布
の
冠
で
呪
う
た
趙
碧
孃
は
、
事
顯
は
れ
て
楊
の
爲
に
天
燈
の
極
刑
に

處
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
た
。
天
燈
と
は
罪
人
に
油
を
泌
ま
せ
た
單
衣
を
著
せ
、
高
き
梁
上
に

倒

懸

（
さ
か
さ
が
け
）

し
て
下

よ
り

徐

（
お
も
む
ろ
）

に
肉
體
を

油

煎

（
あ
ぶ
ら
い
り
）

に
す
る
五
右
衞
門
以
上
の
酷
刑
だ
が
、
碧
孃
は
刑
前
自
殺
し
た
と
あ
る
。

（
七
月
七
日
） 

 
 

 
 

 

（
大
正
四
年
十
一
月
鄕
硏
三
卷
九
號
） 

 

龍
燈
と
云
ふ
も
の
、
始
め
の
程
は
知
ら
ず
、
後
年
目
擊
せ
ら
れ
た
の
は
ほ
ん
の
一
寸
の
間
の
現
象
で
、

至
極
曖
昧
な
物
だ
っ
た
（
鄕
硏
三
卷
九
號
五
三
二
－
三
頁
參
照
）
。
高
名
な
る
丹
後
切
戶
の
龍
燈
天
燈
な

ど
も
亦
さ
う
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
寬
永
十
年
に
成
つ
た
犬
子
集

（
ゑ
の
こ
し
ふ
）

十
七
に
も
、
貞
德
（
？
）
の
「
有
り
と

は
見
え
て
亦
無
か
り
け
り
」
、
「
橋
立
や

龍
（
た
つ
）

の
燈
あ
ぐ
る
夜
に
」
と
云
ふ
句
が
あ
る
、
此
序
に
云
ふ
。
同

書
十
四
又
貞
德
の
「
び
や
う
び
や
う
と
せ
し
與
謝
の
海
づ
ら
」
。
「
龍
燈
の
か
げ
に
驚
く
犬
の
聲
」
と
云
ふ

句
が
あ
る
。
其
頃
は
犬
の
鳴
聲
を
邦
人
が
び
や
う
び
や
う
と
聞
い
た
の
で
、
狂
言
記
に
も
犬
の
聲
を
皆
か

く
記
し
て
あ
る
。
偶
ま
英
語
の
バ
ウ
ワ
ウ
佛
語
の
ブ
ー
ブ
ー
（
孰
れ
も
犬

吠

（
い
ぬ
ぼ
え
）

の
名
）
に
似
て
居
る
の
が

面
白
い
。（
四
月
十
一
日
） 

 
 

 
 

（
大
正
五
年
十
二
月
鄕
硏
究
四
卷
九
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
人
類
學
雜
誌
昨
年
十
二
月
號
原
田
淑
人
君
の
「
新
疆
發
掘
壁
畫
に
見
え
た
る
燈
樹

の
風
俗
に
就
て
」「j-stag

e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
画
像
で
読
め
る
。 

「
熊
野
濱
の
宮
」
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
に
あ
る
熊
野
三
所
大
神
社

く
ま
の
さ
ん
し
ょ
お
お
み
わ
し
ゃ

の
境
内
に
浜
の
宮
王
子
社

跡
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
と
し
て
残
る
。 

「
獨
石
馬
」
久
木

ひ

さ

き

独ど
く

石せ
き

馬ば

（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
）
は
評
論
家
。

茨
城
県
出
身
。
本
名
は
東
海
男

と

み

お

。
『
常
總
新
聞
』
の
記
者
な
ど
を
経
て
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
、

大
阪
毎
日
新
聞
社
に
入
っ
た
。
こ
の
後
の
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
退
社
し
、
東
京
に
移
っ
て
著
述
に

専
念
し
た
。
『
雄
辯
』
な
ど
に
寄
稿
す
る
と
と
も
に
、
幕
末
の
水
戸
藩
史
を
研
究
。
野
口
雨
情
と
親
し
か

っ
た
。「
淸
末
の
祕
史
」
は
不
詳
。 

 

以
下
、
底
本
で
は
一
行
空
け
。
二
行
空
け
た
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/29/12/29_12_461/_pdf/-char/ja
https://www.google.com/maps/place/%E6%B5%9C%E3%81%AE%E5%AE%AE%E7%8E%8B%E5%AD%90%E8%B7%A1/@33.6440482,135.9349011,17z/data=!4m9!1m2!2m1!1z5rWc44Gu5a6u546L5a2Q56S-6Leh!3m5!1s0x600615b0fbac2f09:0x3dacb609e02de63c!8m2!3d33.6445651!4d135.9351703!15sChXmtZzjga7lrq7njovlrZDnpL7ot6GSARNoaXN0b3JpY2FsX2xhbmRtYXJr
https://www.google.com/maps/place/%E6%B5%9C%E3%81%AE%E5%AE%AE%E7%8E%8B%E5%AD%90%E8%B7%A1/@33.6440482,135.9349011,17z/data=!4m9!1m2!2m1!1z5rWc44Gu5a6u546L5a2Q56S-6Leh!3m5!1s0x600615b0fbac2f09:0x3dacb609e02de63c!8m2!3d33.6445651!4d135.9351703!15sChXmtZzjga7lrq7njovlrZDnpL7ot6GSARNoaXN0b3JpY2FsX2xhbmRtYXJr


「
洪
秀
全
」
（
一
八
一
四
年
～
一
八
六
四
年
）
は
清
末
の
「
太
平
天
国
の
乱
」
を
起
こ
し
た
最
高
指
導
者
。

自
ら
を
「
エ
ホ
バ
の
子
」
で
あ
る
と
称
し
、
「
上
帝
会
」
を
組
織
。
一
八
五
一
年
、
挙
兵
し
て
自
ら
「
天

王
」
と
称
し
、
国
名
を
「
太
平
天
国
」
と
ぶ
ち
上
げ
た
。
南
京
を
攻
略
し
て
都
と
し
た
が
、
内
紛
を
起
こ

し
て
清
軍
に
敗
れ
、
南
京
陥
落
直
前
に
病
死
し
た
。 

「
楊
秀
淸
」
（
一
八
二
〇
年
頃
～
一
八
五
六
年
）
は
「
太
平
天
国
」
の
最
高
指
導
者
の
一
人
。
一
八
四
八

年
の
弾
圧
に
よ
っ
て
、
初
期
の
信
徒
集
団
に
動
揺
が
起
こ
っ
た
際
、
上
帝
エ
ホ
バ
が
乗
り
移
っ
た
（
「
天

父
下
風
」
と
称
し
た
）
と
し
て
、
そ
の
意
志
を
伝
え
て
危
機
を
克
服
、
以
後
、
し
ば
し
ば
こ
の
「
天
父
下

風
」
を
利
用
し
て
軍
事
的
指
導
権
を
握
り
、
天
王
洪
秀
全
に
次
ぐ
「
東
王
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
「
太
平
天
国
」

運
動
の
発
展
を
推
進
し
た
。
南
京
建
都
後
、
そ
の
専
横
に
対
す
る
天
王
ら
の
反
感
が
強
ま
り
、
一
族
及
び

部
下
約
二
万
名
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
。 

「
月
水
」
生
理
の
血
で
あ
ろ
う
。 

「
趙
碧
孃
」
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

「
寬
永
十
年
」
一
六
三
三
年
。 

「
犬
子
集
」
俳
諧
集
。
全
十
七
巻
五
冊
。
松
江
重
頼
編
。「
守
武
千
句
」
「
犬
筑
波
集
」
以
後
の
発
句
・
付

句
の
秀
作
集
。 

「
貞
德
（
？
）」
原
本
を
確
認
出
来
な
い
の
で
、「
？
」
は
外
せ
な
い
。 

「
英
語
の
バ
ウ
ワ
ウ
佛
語
の
ブ
ー
ブ
ー
（
孰
れ
も
犬
吠
の
名
）
」
英
語
で
は
「b

o
w

-w
o
w

」
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
は
「o

u
ah

-o
u
ah

 

」
（
音
写
は
「
ウ
ワ
ウ
ワ
」
が
正
し
い
）
。
因
み
に
、
イ
タ
リ
ア
語
で
は
「b

au
-b

au

」

（
バ
ウ
バ
ウ
） 

、
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
「jau

-jau

」
（
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
ウ
）
、
ド
イ
ツ
語
で
は
「h

aff-h
aff

」
（
ハ

フ
ハ
フ
）
と
こ
ち
ら
に
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
最
後
の
段
落
は
「
選
集
」
で
は
『【
追
記
】
』
と
冒
頭
し
て
、
本
篇
の
一
番
最
後
に
配
さ
れ
て
あ

る
。
な
お
、
以
下
は
底
本
で
は
一
行
空
け
で
あ
る
が
、
二
行
空
け
た
。］ 

  

龍 

燈 

補 

遺 
 

椋
（
む
く

梨
な
し
）

一
雪
の
新
著
聞
集
往
生
篇
第
十
三
に
、
上
總
福
津

（
ふ
つ
つ
）

の
じ
や
じ
や
庄
右
衞
門
て
ふ
大
若
黨
者
、
一

心
の
念
佛
者
と
な
り
人
多
く
導
い
た
。
自
ら
死
期
を
知
り
、
三
日
前
か
ら
日
來

（
ひ
ご
ろ
）

賴
ん
だ
寺
に
往
つ
て
、
本

堂
彌
陀
の
前
に
端
坐
合
掌
唱
名
し
て
眠
る
如
く
往
生
し
た
。
信
者
輩
に
七
日
間
死
骸
を
拜
ま
せ
る
と
、

「
虛
空
に
花
ふ
り
夜
は
龍
燈
上
り
て
堂
内
に
入
り
し
を
拜
み
し
人
多
か
り
し
」
と
載
す
。
死
ん
で
間
も
無

く
龍
燈
ま
で
上
つ
た
の
は
予
に
取
つ
て
未
聞
な
れ
ば
一
寸
記
し
て
補
遺
と
す
る
。（
十
二
月
三
日
） 

 

松
屋
筆
記
卷
七
十
八
に
佐
渡
奇
談
よ
り
引
い
た
、
寬
永
の
頃
鈴
木
源
吾
な
る
浪
人
が
根
本
寺

（
こ
ん
ぽ
ん
じ
）

祖
師
堂

側
（
そ
ば
）

の
櫻
の
古
木
よ
り
夏
の
夜
龍
燈
來
る
と
聞
き
行
き
て
射
た
る
處
、
忽
ち
消
え
翌
日
見
れ
ば
鷺
な
り
、

寺
僧
、
電
燈
の
奇
瑞
を
妨
げ
ら
れ
し
を
含
み
、
寺
内
で
殺
生
せ
し
罪
を
訴
へ
る
と
、
龍
燈
を
射
た
り
鷺
を

射
ず
と
辯
じ
て
事
解
け
た
由
は
、
尾
芝
君
も
短
く
引
か
れ
た
。
然
る
に
十
月
十
六
日
の
ノ
ー
ツ
、
エ
ン
ド
、

キ
ー
リ
ス
に
、
英
國
の
イ
ー
、
イ
ー
、
コ
ー
プ
氏
が
書
か
れ
た
は
、
彼
方

（
あ
ち
ら
）

で
も
鷺
が
夜
光
る
と
云
ふ
に

付
（
つ
い
）

て
、
同
氏
曾
て
一
九
〇
六
年
十
二
月
の
カ
ナ
リ
ア
及
小
鳥
飼
養
雜
誌
に
載
せ
、
又
バ
ー
チ
ン
グ
の
レ

https://infodpc.exblog.jp/11237013/


ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
、
オ
ヴ
、
ア
、
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
て
ふ
書
に
も
出
で
あ
る
と
の
事
だ
。
（
十
二
月
四
日
） 

 

又
前
號
四
五
八
乃
至
九
頁
に
載
せ
た
天
狗
の
炬
火
は
不
定
時
に
出
た
も
の
ら
し
い
が
、
龍
燈
同
樣
に
定

日
の
夜
出
た
天
狗
火
も
あ
る
。
紀
伊
續
風
土
記
卷
八
十
一
に
、
今
の
東
牟
婁
郡
三
輪
崎
村
の
丑
の
方
十
七

町
、
往
還
の
下
海
邊
平
ら
か
な
る
岩
の
上
に
、

輿
（
こ
し
）

の
如
く
窪
み
た
る
所
が
三
つ
有
る
を
、
三
所
洗
岩
と

謂
ふ
。
此
岩
に
每
月
七
日
二
十
八
日
頃
天
狗
來
つ
て
身
を
淸
む
る
と
言
傳
へ
て
、
天
狗
の
火
時
に
見
ゆ
と

云
ふ
て
あ
る
。（
十
二
月
四
日
） 

 
 

 
 

 

（
大
正
五
年
一
月
鄕
硏
究
三
卷
十
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
新
著
聞
集
往
生
篇
第
十
三
に
、
上
總
福
津
の
じ
や
じ
や
庄
右
衞
門
て
ふ
大
若
黨
者
、

…
…

」
「
新
著
聞
集
」
は
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
刊
の
説
話
集
。
各
地
の
奇
談
・
珍
談
・
旧
事
・
遺
聞

を
集
め
た
も
の
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
全
八
冊
十
八
篇
三
百
七
十
七
話
。
書
名
は
鎌
倉
時
代
の
説
話

集
「
古
今
著
聞
集
」
に
倣
っ
た
も
の
。
先
行
す
る
同
一
作
者
に
よ
る
と
目
さ
れ
る
説
話
集
「
古
今
犬
著
聞

集
」
や
「
続
著
聞
集
」
と
の
『
関
連
が
深
い
』
。
『
著
者
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
』
、
『
不
詳
』
『
と
さ
れ
て

い
た
が
、
森
銑
三
の
指
摘
に
よ
り
紀
州
藩
士
の
学
者
』
『
神
谷
養
勇
軒
が
藩
主
の
命
令
に
よ
っ
て
著
し
た

こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
』
、
「
新
著
聞
集
」
の
内
容
は
俳
諧
師
椋
梨
一
雪
に
よ
る
説
話
集

「
続
著
聞
集
」
を
再
編
集
し
た
も
の
で
、
正
確
に
は
、
『
神
谷
養
勇
軒
は
編
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
』

と
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

巻
十
三
と
十
四
の
合

本
・
初
版
の
後
刷
）
の2

0

コ
マ
目
か
ら
視
認
し
て
電
子
化
し
て
お
く
。
句
読
点
・
記
号
を
打
っ
た
。
ル
ビ

は
一
部
に
留
め
た
。
な
お
、
本
文
の
「
大
若
黨
者
」
は
マ
マ
。「
選
集
」
も
マ
マ
で
あ
る
が
、
以
下
に
見
る

通
り
、「
大
惡
黨
者
」
が
正
し
い
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

竜
灯

り
う
と
ふ

室し
つ

に
入
り
彩
花

さ
い
く
わ

空
に
充み

つ 

上
總
の
福
津

ふ

つ

つ

に
、
じ
や
じ
や
庄
右
衞
門
と
て
、
大
惡
黨
者

あ
く
た
う
も
の

有
し
が
、
い
か
な
る
過
去
の
因
緣
や
あ
り
け
ん
、

一
不
乱
の
念
仏
者

ね
ん
ぶ
つ
し
や

と
な
り
、
人
多
く
す
ゝ
め
て
、
勤
め
さ
せ
け
り
。
少
し
違
例
の
こ
ゝ
ち
な
り
し
が
、
兼

て
、
死し

を
、
し
り
、
一
族
朋
友
の
方
、
悉
く
、
い
と
ま
ご
ひ
に
步あ

り

き
、
死
の
三
日
ま
へ
よ
り
、
日
來

ひ

ご

ろ

た
の

み
し
大
樹
寺

だ

い

し
ゆ

じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
」
清
音
は
マ
マ
。］
に
ゆ
き
て
、
本
堂
の
彌
陀
の
ま
へ
に
端
座
合
掌

し
、
念
佛
、
間ひ

ま

な
く
申
、
眠

ね
ふ
る

が
ご
と
く
に
、
息
た
へ
侍
り
し
を
、
年
來
の
信
者
、
「
殊
に
往
生
の
や
う
す
、

た
ゞ
な
ら
ず
。
」
と
て
、
七
日
が
間
、
死
骸
を
拜

を
が
ま

せ
け
る
に
、
虛
空

こ

く

う

に
五
色

ご

し

き

の
花は

な

、
ふ
り
、
夜よ

は
、
龍
灯
、

あ
が
り
て
、
堂
内
に
入
り
し
を
拜

を
が
み

し
人
、
多
か
り
し
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
福
津
」
は
現
在
の
千
葉
県
富
津
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
「
大
樹
寺
」
は
不
詳
。 

「
松
屋
筆
記
七
十
八
に
佐
渡
奇
談
よ
り
引
い
た
、
寬
永
の
頃
鈴
木
源
吾
な
る
浪
人
が…

…

」
「
松
屋
筆
記
」

は
国
学
者
小
山
田
与
清
（
と
も
き
よ 

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
）
著
に
な

る
膨
大
な
考
証
随
筆
。
文
化
の
末
年
（
一
八
一
八
年
）
頃
か
ら
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
頃
ま
で
の
約
三

十
年
間
に
、
和
漢
古
今
の
書
か
ら
問
題
と
な
る
章
節
を
抜
き
書
き
し
、
考
証
評
論
を
加
え
た
も
の
。
元
は

百
二
十
巻
あ
っ
た
が
、
現
在
、
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
八
十
四
巻
。
松
屋
は
号
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
字
本
画
像
で
は
こ
こ
か
ら
。「
（
十
三
）
龍
燈
」
の
末
尾
（
次
の
ペ
ー
ジ
に
な
る
）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%91%97%E8%81%9E%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%91%97%E8%81%9E%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%91%97%E8%81%9E%E9%9B%86
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he13/he13_01184/he13_01184_0005/he13_01184_0005.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E5%AF%8C%E6%B4%A5%E5%B8%82/@35.2657299,139.8041205,10.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60180e34a8ff9b05:0x18f16ebde5b12939!8m2!3d35.3040598!4d139.8571263
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087800/116
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087800/116
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087800/116
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087800/116
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1087800/117


に
配
さ
れ
た
頭
書
の
中
に
出
る
。
「
根
本
寺
」
は
現
存
す
る
。
日
蓮
宗
で
、
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
バ
ー
チ
ン
グ
の
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
、
オ
ヴ
、
ア
、
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
」
不
詳
。 

「
紀
伊
續
風
土
記
卷
八
十
一
に
、…

…

」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
の
こ
こ
だ

が
、
そ
の
標
題
は
「
御
手
洗
岩
」
だ
。
「
今
の
東
牟
婁
郡
三
輪
崎
村
」
現
在
の
和
歌
山
県
新
宮
市
三
輪
崎
附

近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
「
丑
の
方
十
七
町
」
は
北
北
東
一
キ
ロ
八
百
五
十
四
メ
ー
ト
ル
。

「
三
所
洗
岩
」
は
読
み
も
位
置
も
不
詳
だ
が
、
現
行
、
「
洗
岩
」
（
あ
ら
い
い
わ
）
と
い
う
の
は
、
干
潮
時

の
水
面
直
下
に
現
れ
る
（
「
洗
わ
れ
る
」
と
い
う
の
が
よ
り
正
し
い
か
）
岩
礁
を
言
い
、
国
土
地
理
院
図

で
そ
の
辺
り
を
探
す
と
、
こ
こ
に
如
何
に
も
怪
し
げ
な
複
雑
し
た
岩
礁
性
入
り
江
が
あ
り
、
こ
れ
を
グ
ー

グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
で
見
る
と
、
い
や
、
こ
れ
じ
ゃ
な
い
か
い
？ 

と
言
い
た
く
な
る
も

の
で
、
し
か
も
そ
の
西
北
直
近
に
は
「
御
手
洗
の
念
仏
碑
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
あ
る
（
江
戸
時
代
に

建
て
ら
れ
た
碑
で
熊
野
古
道
の
休
息
場
所
ら
し
い
）
。
実
は
「
三
所
洗
」
で
「
み
た
ら
ひ
」
と
読
ま
せ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
？
］ 

https://www.google.com/maps/place/%E6%A0%B9%E6%9C%AC%E5%AF%BA/@38.0056765,138.3880522,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xad9295ac980e42ea!8m2!3d38.01143!4d138.413908
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765519/61
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/三輪崎
https://maps.gsi.go.jp/#17/33.699400/135.992525/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E6%89%8B%E6%B4%97%E3%81%AE%E5%BF%B5%E4%BB%8F%E7%A2%91/@33.6998006,135.9922063,116m/data=!3m1!1e3!4m13!1m7!3m6!1s0x6006149e801e6b69:0xf2acc95ae2c0656c!2z44CSNjQ3LTAwNjEg5ZKM5q2M5bGx55yM5paw5a6u5biC5LiJ6Lyq5bSO!3b1!8m2!3d33.6901157!4d135.9824654!3m4!1s0x600613769bf786a9:0x83a733c48925235d!8m2!3d33.7001277!4d135.9917928
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E6%89%8B%E6%B4%97%E3%81%AE%E5%BF%B5%E4%BB%8F%E7%A2%91/@33.6998006,135.9922063,116m/data=!3m1!1e3!4m13!1m7!3m6!1s0x6006149e801e6b69:0xf2acc95ae2c0656c!2z44CSNjQ3LTAwNjEg5ZKM5q2M5bGx55yM5paw5a6u5biC5LiJ6Lyq5bSO!3b1!8m2!3d33.6901157!4d135.9824654!3m4!1s0x600613769bf786a9:0x83a733c48925235d!8m2!3d33.7001277!4d135.9917928

